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　リア充じゆうにとって、特別な日。

　バレンタインやホワイトデー、誕生日や付き合った記念日、最近ではさらにハロウィンなど、一年の間に複数回も彼らがハイになる時がある。

　その中でも、世間全体で最も盛り上がるイベントは、やはりクリスマスイブだろう。

　十二月の上じよう旬じゆん。クリスマスをおよそ二十日後に控ひかえたこの時期は、クリスマスへの期待のためにリア充たちが活発になる。

　雲に覆おおわれた空の下、駅前広場の中央にある巨きよ大だいなクリスマスツリーの周りで、数十組ものリア充が体を寄せ合いイチャついていた。

「ねぇ、まだぁ～？　咲さ綾あや、疲つかれてきちゃったぁ～」

「もうすぐだって。慌あわてんなよ」

　リア充たちはベタベタ引っ付き、しきりに時間を気にしている。それは、『夜九時ピッタリにここでキスをしたカップルは、永遠に二人一いつ緒しよにいられる』という伝説があるためだ。彼らは今日、キスをするためにここに集まっているのである。

「あ、咲綾見ろ！　雪降ってきたぞ！」

「ホントだっ！　きれ～～～い！」

　白い息を吐はき、フワリと舞まう雪を見上げるリア充。ロマンチックな初雪に、気分はますます盛り上がっていく。

　そんな中、時はやってきた。

　駅の時計が九時を指し、ツリーのイルミネーションカラーが青からピンクに切りかわる。九時ちょうど、一分間だけの特別な仕様。これを合図に、カップルたちが顔を合わせる。

「……俺、お前と出会えてよかったぜ」

「咲綾もだよ……。これからもずっと一緒にいようね？」

　お互たがいの気持ちを口にして、相手の体に両手を回す。そして静かに目を閉じた後、広場にいるカップルたちが一いつ斉せいにその唇くちびるを合わせる──




　ドッッギャオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッッンンン！




「うわああああああっ！」

「ちょっと何っ!?　何が起きたの!?」

　盛大な爆ばく音おんが広場中に轟とどろき、クリスマスツリーが弾はじけ飛ぶ。

　その瞬しゆん間かん、独バ身カが飛び出した。

『ヒャッハ───────！　レッツ、パーリナイ!!』

　広場の茂しげみから現れた青いオーラを纏まとった者たち。リア充を弾だん圧あつする組織、『喪も中ちゆうの獅し子し』の戦士たちだ。

「死ねぇリア充！　クリスマスはもう来ねぇんだよ！　俺らが潰つぶしてやるからなぁ！」

「サタンが不幸をプレゼントするぜ！　悪い子はいねがーっ！　悪い子はいねがーっ！」

　彼らはカップルたちへ向け、独どく身しん術じゆつを発動させる。リア充を倒たおすための力。青い憎悪ヘイトの波は動どう弾だんでリア充たちを攻こう撃げきする。

「コイツら、まさか独身貴き族ぞく!?」

「クソ共が！　恋こい人びとのいない人間のクズは一人でコンビニ飯でも食ってな！」

　リア充たちも急いで対たい抗こう。体中から愛マナを溢あふれさせ、愛あい気き道どうによる防ぼう壁へきを張る。

「フン。無む駄だな抵てい抗こうね」

　彼らを鼻で笑いながら、一人の少女がゆっくり戦場へ歩み寄る。他ほかの独身たちよりも大きな憎悪ヘイトを纏う少女。彼女の名前は、伊い集じゆう院いん姫ひ奈な。

「お前は……！　非リアの危険人物！」

「マズいわ！　アイツ、もう何十組も別れさせてるらしいわよ！」

　彼女に気が付いたリア充が、恐きよう怖ふで声を震ふるわせる。

　姫奈は彼らを睨にらみ付けて静かな声で忠告をした。

「馬ば鹿かな伝説に踊おどらされてる憐あわれで愚おろかなリア充に告ぐわ。今すぐここで別れなさい。さもないと、かなり痛いわよ？」

「くっ……！　そんな脅おどしに屈くつしてたまるか！　俺たちは絶対キスをするんだ！」

「あっそう。それじゃあやるわよ、遥はる真ま」

　名前を呼ばれ、姫奈たちの出て来た茂みから、もう一人男が現れた。

「オーケー、姫奈！　みんなまとめて葬ほうむり去るよ！」

　八や木ぎ遥真。リア充に対して心の底からの憎にくしみを抱いだく、恋人にとっての破は壊かい神。

　その姿を見た途と端たん、戦おうとしていたリア充が大声で周りに危険を知らせる。

「ヤベェ！　爆発男が来たぞ──────っ！」

　逃にげようとするが、もう遅おそい。遥真は右手を頭上に掲かかげて、乾かわいた音を響ひびかせた。

「リア充どもは、破局しろ────────────────────────っ！」

　バギョオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオンンンン!!

















第一章　ホットにイチャつく十二月デイツセンバー









「さてみんな。本日のテロ、ご苦労だったね」

　テロ終しゆう了りよう後ごの喪も中ちゆうの獅し子しの会議室。早はや瀬せ聡そう一いちが隊員たちに話していた。

「あの駅前での活動で、十五地区に漂ただよう浮うかれムードを多少は払ふつ拭しよくできただろう。しかし、やはりまだまだ足りない！　あの忌いま々いましいイベントを……クリスマス自体を潰すまでは！」

　聡一が拳こぶしを机に叩たたきつける。

「頭の蕩とろけたクソップルどもが『私の所にもサンタさんくるかなぁ？』『おいおい、目の前に来てるだろ？』とか言って抱だき合うクリスマス。『プレゼントはア・タ・シ』とか言いながら乳ちち繰くり合いやがるクリスマス！　我々はこのイベントを、断固として阻そ止しするべきだ！　みんな、十分殺やる気はあるな!?」

「もちろんでヤンス！　カップルは皆みな殺ごろしでヤンス！」

「今年こそクリスマスを滅ほろぼしますぞ！　聖夜に血の雨を降らせてくれる！」

　聡一の魂たましいがこもった叫さけびに、隊員たちも賛同する。

　彼らは今、およそ三週間後に迫せまったクリスマスイブに行う予定の、デートテロの話し合いをしていた。

　クリスマスを憎んでいる気持ちは、非リアならみんな同じである。そのため会議は開始直後から熱を帯び、いつもの作戦会議以上の過激なものになっていた。

　それはもちろん、この男とて変わらない。

「クリスマス……！　絶対爆発させてやる……っ！」

　世界で唯ゆい一いつの恋れん愛あい適性０点男、生きつ粋すいの非リアこと八や木ぎ遥はる真まは、すでに憎悪ヘイトのオーラを纏って戦せん闘とう態勢に入っていた。彼の周囲には触ふれれば爆発しそうなほど、ピリリと空気が張りつめている。

「どうしたの、遥真？　いつになく気合いが入ってるわね」

　彼の隣となりに座る少女、伊い集じゆう院いん姫ひ奈なが遥真の顔を覗のぞき込む。

「もちろんだよ！　アイツら、クリスマス前で機き嫌げんがいいのか、最近やたらと絡からんでくるんだ！　今日アジトまで来る時だって……」




『うっわｗ　独身じゃんｗｗ　死ねよｗｗｗ』

『きっも～。非リアっていっつも一人だね。もうすぐクリスマスなのに、憐れ～ｗｗ』




「うわあああああ！　思い出しただけでウザすぎる！　アイツらの顔覚えてるからね！　幸せ絶頂のクリスマスから、一気に地じ獄ごくに突つき落としてやるううう！」

「そのいきよ、遥真。クリスマスは今年からカップルを滅ぼす日になるのよ！」

　いつものように、遥真と姫奈が仲良くリア充への恨うらみを叫ぶ。

　こうして非リア全体のモチベーションが上がったところで、聡一が話を前に進めた。

「では、早さつ速そく本題に入るとしよう。今日はクリスマスでのテロに向けて、君たちにお願いしたい任務をそれぞれに割り振ふろうと思う」

　聡一が左目につけた眼帯に触ふれつつ、それぞれに声をかけていく。

　まずは遥真の対面にいる雪ゆきだ。

「独どく身しん術じゆつのない雪君と、引きこもりの歩あゆ夢む君。二人に戦闘は無理だから、後方支し援えん役として各部隊のサポートをお願いしたい。また、テロ当日まではスケジュール管理など僕の手伝いをお願いするよ」

「要するに、各種雑用ってこと？　それくらいなら頑がん張ばるよ～」

　殺気立った遥真たちとは違ちがい、緩ゆるい声で返事をする雪。

　ちなみに歩夢はここにはおらず、相変わらず自室にこもってゲームをしている。ニートは今日も絶好調だ。

「では次に、遥真君と姫奈君だ。二人には今回、テロを行う場所を決めてもらいたい」

「テロの場所、ですか？」

「ああ。遥真君の『爆発』の術があれば、大量のカップルがいるところでも容易にテロを仕し掛かけられる。それで、二人にはテロをするのに都合のいい巨きよ大だいデートスポットがないか、探してきてもらいたいんだよ。二人でリア充じゆうを装よそおえば、色々潜せん入にゆうできるだろう？」

　遥真と姫奈はこの一年間共に戦ってきた戦士。コンビネーションは申し分ないと、聡一は踏ふんでいるのだった。

「しょうがないわね……。リア充のフリなんて嫌いやだけど、遥真となら我が慢まんしてあげるわ」

「完かん璧ぺきなリア充を演じてみせるよ！　僕と姫奈のペアは最強だからね！」

　遥真と姫奈はいつも通りのお役目に燃える。

　しかし、異を唱える者がいた。

「え～～～っ！　その任務、アンズがやりたーい！」

「うわっ!?」

　文句を言い、いきなり後ろから遥真に抱きつく女の子。

　彼女は茅ちケが崎さき杏あんずである。元々は告こく立りつ校こうの一つ『チュー央おう高校』の性せい徒と会かい長ちようで、ハーレムを形成できるほどモテモテのリア充だったのだが、半年前の戦いで遥真に惚ほれたのをきっかけに非リア仲間となったのだ。

「この役目、カップルを装えれば誰だれがやってもいいわけでしょ？　ならアンズが遥真とデートしま──すっ！」

　遥真の背中に、ぐりぐりと胸を押し付ける杏。

「ちょ、杏ちゃん……！　む、胸が…………」

「んー？　胸がどうしたのかな？」

「む、む、胸が当たって……にゅぶああっ！」

　エロエロしい肉乳の感かん触しよくに、遥真はたまらず鼻血を噴ふき出す。

「ちょ、コラ！　遥真から離はなれろ、ビッチ！」

　姫奈が杏を引きはがそうと、彼女の服の襟えりを引っ張る。

「いやだよ、伊集院！　遥真だってアンズとイチャイチャしたがってるし！」

「んなわけないでしょ！　遥真がアンタみたいなビッチと！」

「だって遥真、アンズの胸でトリップしてるよ？　でも伊集院は貧ひん乳にゆうだしぃ？　遥真は満足しないだろうしぃ？」

「ぐっ……！　私の胸でも十分なはずよ！　ねぇ遥真！　前に私の胸揉もんだでしょ!?　あの時満足したわよね!?」

「え……？　あ、うん……。（でも姫奈、揉めるほど胸なかったような……）」

「腕わん力りよくだったらあるのにね～？」

「いだだだだだだだっ！　心を読まれたっ!?」

　姫奈が遥真の頭を摑つかみ、全力で押しつぶそうとする。

「ちょっとやめてよ！　やるならアンズが相手になるよ？」

「もとはと言えばアンタのせいよ！　やっぱりビッチはこの組織から出ていきなさい！」

　二人が火花を散らし合い、キャットファイトを始めそうになる。

「まあまあ、姫奈ちゃん。怒おこらないで。可愛かわいい顔が台無しだよ？」

　一人の男が間に割り込み、飛びかかりそうな姫奈をなだめた。

　五十嵐いがらし颯そう太た。元チュー央高校の副会長で、彼もハーレムを形成するほどのイケメンだ。しかし非リアの女子に魅み力りよくを感じ、杏と一いつ緒しよに喪中の獅子へ入隊したのだ。

　彼は一輪のバラをくわえて、キザったらしく姫奈に言う。

「あんな男はほっといて、僕と一緒にデートしようよ？　一生大事にするからさ」

「五十嵐颯太…………」

　笑え顔がおで自分を誘さそう彼に、姫奈は感動したように大きく両目を見開いた。そして、彼の肩かたに手を置いて言う。

「アンタは生理的に無理」

「うぎゃあああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　姫奈の言葉の暴力が心の鳩みぞ尾おちに直ちよく撃げきし、颯太は白目をむいて倒たおれた。

「えっと……。それで、結局誰が潜入デートをしてくれるのかな……？」

　聡一が呆あきれたように聞き、杏がすかさず手を挙げる。

「ハイハイ！　もちろんアンズと一緒だよね？　遥真っ！」

　杏が再び、遥真の背に胸を押し付ける。

「う、うん！　じゃあ杏ちゃんと僕で──」

　と、誘ゆう惑わくに負けて遥真がＯＫしようとした時、雪が遥真に疑問を呈ていした。

「でも、杏ちゃんは駄だ目めじゃない？　リア充たちに顔知られてるし」

「あっ……」

　杏はもともとリア充だ。それもチュー央の性徒会長だったため、顔は広く知れ渡わたっている。彼女が非リアになったことも多くの人が知っているだろう。

「その上杏ちゃん、性せい遺い物ぶつを勝手に持ってきちゃったでしょ？　みんなに狙ねらわれてるんじゃないかな～？」

　性遺物とは、強力な愛マナを秘ひめている武器だ。リア充の通う『告立校』に一つずつ保管されていて、リア充たちから愛の象しよう徴ちようとして崇あがめられているらしい。

　また、その数は全部で九つ。それら全すべてを集めると、この世の全ての恋愛を支配することができるという。遥真たちはその力を使ってリア充を別れさせるために、性遺物を集めているのである。

　そして杏は喪中の獅子の仲間になる際、チュー央高校の性遺物である『フェロモンの指輪』を勝手に遥真たちに献けん上じようした。その件で彼女はリア充たちに、一定の恨みを買っているはずだ。

「チッ……。確かにアンズじゃ無理があるかも……」

「ってことは、結局姫奈が行くしかないよね？　もしバレた時に戦えるの、女子では姫奈しかいないから」

「フッフッフッ……。やっぱり遥真のパートナーは私しかいないということね！」

　勝ち誇ほこり、杏を遥真から引き離す姫奈。

　結局遥真はいつも通り、彼女とペアを組むことになった。




　　　　※




　翌日の放課後、遥真と姫奈は早速潜入場所へと赴おもむく。

　場所は、駅と繫つながった大通りにある学生向けの商店街だ。デートスポットというワケではないが、いつもリア充の人通りが多く、クリスマスイブ当日も洋よう菓が子し屋やレストランを目当てにたくさんの人が訪おとずれるだろう。

　今夜はここを視察してテロの対象とするかを決める。

「いい？　リア充のフリをするといっても、Ｈなことは許さないからね？」

「分かってるさ、姫奈。絶対にそんなことはしない。うん、しないと思う。しないんじゃないかな……」

「段々自信なくしてんじゃないわよ！」

　二人は商店街の入り口の隅すみで、潜入前の打ち合わせをしていた。

「じゃあ、どういう風に潜入しようか？　手を繫く？　それとも腕うでを組む？」

　遥真が姫奈に手の平を差し出す。

　それを見て、姫奈は急に顔を赤くした。

「…………っ！　別に、手なんか繫ぐ必要ないでしょ！　ここなら二人で歩いてるだけで十分リア充と思われるわよ」

「そうかな……。ちょっと不安だけど……」

「いいから行くわよ。さっさと終わらせちゃいましょう」

　二人は体が触れないギリギリまで近づき、歩ほ幅はばを合わせて商店街を歩きはじめる。

　遥真としては手を繫げないのは残念だ。しかし姫奈が嫌がっていることを無理にやらせるわけにもいかず、ここは黙だまって我慢する。

「しかし、この目で見るとムカつくよね……」

　周囲を歩くリア充たちは、全身全ぜん霊れいでイチャイチャしていた。一つのマフラーを二人で巻いたり、彼氏のポケットで手を繫いだりと、冬ならではのラブラブ技わざで周囲の気温を上げている。

「クッ……！　リア充め！　いますぐ引導を渡してやる！　僕の爆ばく発はつで吹き飛べぇ！」

「落ちついて遥真！　今戦ったりしたらダメ！」

　独身術を使いそうな遥真に、姫奈が慌あわてて注意する。

　今日の目的は戦いではなく、あくまで視察だけなのだ。それに他の仲間が一緒ならともかく、たった二人の状じよう況きよう下か、街中で戦せん闘とうをするのは避さけたい。

「だ、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫……。ギリギリのところで抑おさえてるから……」

「本当？　ちゃんと戦う場所はわきまえてよね」

『ねぇ、タケル……。私、寒くなってきちゃった……』

『しょうがねぇなぁ。ちょっとホテルで休んでこうぜ』

『うん。いっぱいあっためて？』

「遥真。アイツらぶっ潰つぶしましょ。私は女を押さえておくから、遥真は男の首絞しめて」

「姫奈の方が落ち着いてぇ！」

　今度は遥真が姫奈をなだめる。やはり二人とも、この上なくリア充を憎にくんでいた。

「でも……。やっぱり、僕たち浮ういてるかな？　手も繫いでないの、僕らだけだし……」

「だから、そこまでしなくても大だい丈じよう夫ぶよ。ここは遊園地とかと違ちがって明確なデートスポットじゃないし」

「だけど、今日はリア充たちのイチャつきが、いつもより激しいような気が──」

「コラそこっ！　イチャつき方が甘いわヨ！」

　前方から飛んできた大声。二人が反射で顔を向けると、一組のカップルに注意をする金きん髪ぱつ少女の姿があった。

「彼氏と腕を組むときはしっかり胸を押し当てなさイ！　せっかく巨きよ乳にゆうなんだかラ！」

「あ、はい！　ごめんなさい！」

「彼氏の方モ！　もっとぐいぐい胸触さわりなさイ！　そんなんじゃ、クリスマスまでに別れる確率、七十パーセントを超こえるわヨ！」

「す、すみません！　精しよう進じんします！」

　口調だけは生活指導の教師のように、不健全な指導をする少女。その腕には『告こく際さい恋れん合ごう』と記された蛍けい光こうワッペンが光っている。

「ねぇ、姫奈。あれ何？」

「分かんないけど……告際恋合の関係者なら関かかわり合いになりたくないわね。すぐにここから離れましょう」

　告際恋合。告立校の代表者たちが集まって、リア充じゆうの平和を守るため活動している組織のことだ。喪中の獅子である彼らにとっては、最も関わりたくない存在。

　遥真たちは踵きびすを返し、金髪少女から逃にげようとする。

　だが、すでに遅おそかった。

「あっ、待ちなさイ！　そこのカップル！」

『！』

　思わず足を止める二人。彼らのもとに金髪少女が走ってくる。

「アナタたち、どうして手すら繫いでいないノ？　私のデータでは、普ふ段だん手を繫がないカップルの九十七パーセント以上が、一週間で別れているのニ！」

「そ、そんなの私たちの勝手でしょ！　別に手なんて繫がなくても……」

「勝手じゃないワ！　イチャつきが下手なカップルは、私が立派なリア充にしなきゃいけないノ！　セクスフォード高校の性徒会長、エリス・ローナンが直々にネ！」

　セクスフォード高校とは、外国人やハーフの生徒が多く在ざい籍せきする告立校だ。しかも彼女は性徒会長。リア充を束ねる『告際恋合』を組織している一員であり、遥真たちにとって一番の敵だ。

「性徒会長……！　そんなのがここで何してるのよ？」

「当然告際恋合の任務ヨ！　クリスマスが近づく今の時期、私が導き出した正しいイチャつきをジャパニーズにも広げるために、わざわざ留学してきたんだかラ！」

　腰こしに手を当て、とても偉えらそうに言うエリス。

「正しいイチャつき……？　イチャつき方に決まりなんてあるかな？」

「当然！　リア充はエロくてホットなイチャつきをするよう、性せい府ふに求められているワ！　でもジャパニーズは全然甘イ。もっと不健全なイチャつきをしないと、ロクに子供も生めないもノ」

　エリスの中では、リア充の正しいイチャつきとはエッチいものであるらしい。元が外国人だけあって、遥真たちよりも考え方が大だい胆たんなようだ。

「でもアナタたちはＨなどころか、手すらも繫いでいなかっタ！　イチャつき下手にも程ほどがあるわヨ！　今すぐ私が指導してあげル！」

「いや、いいわよ！　余計なお世話だし！」

「そもそもアナタ、その格好はどういうコト？」

　姫奈の反論を完かん璧ぺきに無視して、エリスがダメ出しを開始する。

「なってなイ！　全然なってなイ！　ダウンジャケットに下はズボン……。死ぬほどもっさりしているじゃなイ！　色気が感じられないワ！」

「う、うるさいわね！　余計なお世話だって言ってるでしょ！」

「女はエロくするのが基本ヨ！　ほら、こんなコートは早く脱ぬいデ！　それでもっと胸を見せなさイ！」

「キャアアアッ!?　何すんのよおおおおっ!?」

　金髪少女が姫奈の服に手をかけ、ジャケットのファスナーを手早く下ろす。そして巧たくみな手さばきで脱がせた。

「ワオ！　中に変なセーターを着てるワ。やっぱりセンスがおかしいわネ」
















「別にいいでしょ寒いんだから！　ってか止やめて！　ズボンを下ろそうとしないで！」

「いいから脱いデ！　彼氏に見捨てられるわヨ！」

　今度はズボンのファスナーを下ろし、下も脱がせにかかる少女。

「こ、これは……エロ過ぎる……」

　二人の攻こう防ぼうに、遥真はすっかり目を奪うばわれていた。ズボンが半脱げ状態の姫奈に、彼女を襲おそう金髪少女。ひたすら背徳的なシーンに、新たな扉とびらが開きそうになる。

「バカ遥真っ！　見てないで助けなさいっ！」

「はっ！　ご、ゴメン！」

　怒おこられて我に返る遥真。急いで二人の間に入る。

「止めてください！　こんな道の真ん中で！」

「邪じや魔ましないデ！　って、アナタ……その見た目……」

　金髪少女がじろじろ遥真の全身を眺ながめる。まるで品定めするかのように。

「え、えと……なんですか？」

「ファッション０点、体つき０点、顔に至っては……論外ネ」

「どういう意味!?　ねぇ、どういう意味!?」

「ああ、もウ！　この二人、埒らちが明かないワ！　これを読んで勉強しなさイ！」

　キレ気味になり、エリスが小冊子を遥真に手て渡わたす。

「こ、これは……？」

「これは私と性府が共同で作ったイチャつき方のお手本ヨ。この本の通りにイチャつけば、いいカップルでいられる確率百パーセントを超えるかラ！」

　自信満々に言うエリス。

　遥真は無視することもできずに、仕方なく冊子のページをめくった。





○キス四十八手　～君もキスキス大だい魔ま王おうになろう～


・ライトキス…………挨あい拶さつ程度の軽いキス。

・チョコキス……チョコを口に含ふくみ、互たがいの口に移し合うキス。

・スメルキス……互いの鼻先を合わせるキス。

・バストキス……二人のビーチクを合わせるキス。

・ヒップキス……尻しりを合わせてケツ穴でキス！








「いや、最後の物理的に無理じゃない!?」

「バストキスも、もうキスじゃないし……」

「この他ほかにも『スライドキス』『バインドキス』『サーチングキス』『バタフライキス』『スパイダーマンキス』などなど、たくさんの種類が載のっているワ」

『うわぁ……』

　リア充のキスに対する探究心に、遥真たちは戦せん慄りつする。

「それだけじゃないワ。他にも手て繫つなぎ四十八手・抱だきつき四十八手・おっぱい触り四十八手・お尻まさぐり四十八手・スカートめくり四十八手も載っているノ」

「後半ただのセクハラじゃない！　アンタらは性犯罪を勧すすめてんの!?」

「恋こい人びと同士ならセーフに決まっているでしょウ？　ちなみに、非リア版も後ろにあるワ。別に興味はないでしょうけド」

「え？」

　言われて最後のページを見ると、こんな項こう目もくが存在した。





○非リア四十八手　～これで非リアも恋人できるよ～


・ギャルゲープレイ……データの嫁よめとイチャイチャできるよ！

・エロゲープレイ……データの嫁とセックスできるよ！

・ネトゲプレイ……データ上で結けつ婚こんできるよ！（ただし中身はほぼ男）








「全部バーチャルなんですけど！　現実リアルは捨てろと言いたいのかぁ！」

「リア充のやつら、私たちの知らないところでこんなふうにバカにしてたとは……！」

「どうしてアナタたちが怒るノ？」

『い、いや別に！　怒ってませんよ！』

　二人は笑え顔がおを作って誤ご魔ま化かす。

「私たちリア充は、Ｈなイチャつきをすることが性府によって義務化されているワ。そして私のデータによれば、これらを毎日こなすカップルは破局率たった一パーセント！　特にクリスマスはカップルにとって特別な時ヨ！　今こそＨにイチャついて、愛を深める必要があるノ！」

　エリスが熱弁し、姫奈の鼻先を指差した。

「私のデータに狂くるいはなイ！　だからアナタも、ちゃんとエロく彼氏に甘えテ！　それがリア充の義務なのヨ！」

「で、でも……人にはそれぞれ自分にあったイチャつき方があるはずよ！」

「言い訳しないデ！　カップル同士、Ｈなのは最低限必要なこト！　それに手も繫がないのは絶対変ヨ！　アナタたち恋人なんでしょウ？」

「う、うう……」

　今いま更さら違ちがいますとも言えず、姫奈は言葉を詰つまらせる。

「とりあえず、まずは手から繫いでみなさイ。さあ、早くイチャついテ！」

　エリスが姫奈の背中を叩たたく。

「わ、私からやらなきゃだめなの!?」

「当たり前！　女子は男子に甘えるものなノ！」

「ぐ……。わ、分かったわ……」

　後には引けない状じよう況きようになり、姫奈は一度深呼吸。気持ちをゆっくり落ち着かせ、手を握にぎる心の準備をする。

「そ、それじゃあいくわよ……。遥真……」

「う、うん……。いつでもいいよ」

　遥真が手を姫奈の前に出す。あとは、姫奈から繫ぐだけ。

　こういうことは、今までに何度か体験してきた。遊園地への潜せん入にゆうの際も二人で手を繫ぐことになったし、それ以上のことも乗り越こえてきた。

　多少の恥はじらいこそあるが、遥真も姫奈も慣れているはず。

　しかし、姫奈は手を伸のばせなかった。

「ひ、姫奈……？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「……む、むむ……むぅぅぅぅ……」

「姫奈？」

「むぎゃああああああああっ！　やっぱ無理いいいいいい！」

　姫奈は突とつ然ぜん叫さけんだと思うと、一目散に逃にげ去った。

「えっ、姫奈!?　ちょっと！　待ってよぉ！」

「アナタたチ！　どうして逃げるのヨ!?」

　遥真もそれを追い、エリスのもとから去っていく。

　結局二人は、そのまま解散することとなった。




　　　　※




「それで、逃げてきちゃったんだ？」

「うん……」

　エリスたちから逃げた後、姫奈は学生寮りようの雪の部屋で今日の出来事を話していた。部屋には姫奈、雪、そして歩夢の三人がいて、全員寝ね間ま着きに着き替がえている。姫奈は水色のシンプルな寝間着、雪はピンクのフード付きのもので、歩夢は『働いたら死ぬ』と書かれているタンクトップを身につけていた。

「手を繫げば済むことだって、私も分かってたんだけど……。気付いた時には逃げちゃってて……」

「う～ん……。気付いた時にはねぇ～……」

「でもさぁ、今までも手を繫ぐとかあったんでしょ？　どうして今日はダメだったの？」

　不意に歩夢が口を挟はさんだ。彼女は隅すみっこに寝ね転ころがり、ダラダラとゲームをしつつ聞く。

「分かんない……。でも、なんかすごい無理だったのよ。手を繫ぐとか絶対できない。今までは我が慢まんできたのに……。ねぇ、どうしてだと思う？」

「そうだねぇ……。遥真君のこと、嫌きらいになった？」

「そうじゃないの。一いつ緒しよにいても嫌いやな気持ちは全然ないし。ただ、遥真と手を繫ごうとすると、なんか体が熱くなってきて……。あ！　でも遥真が他の女といる時には死ぬほど嫌な気持ちになるわね。遥真をぶっ倒たおしてやりたいほどに。ってことは、やっぱり嫌いになったのかも……」

『……………………』

「なんにせよ、このままだと困るのよ。デートテロの場所も遥真と決めなきゃいけないし。ねぇ、二人とも。私、どうすればいいと思う？」

「どうすればって……」

「そりゃあ、ねぇ……」

　雪と歩夢は目配せした後、声を揃そろえて姫奈に言う。




『告白でもすればいいと思うよ』




「はあああぁぁあっ!?　告白ぅぅぅぅ!?」

　熟したリンゴのように赤くなり、上ずった声で喚わめく姫奈。

「だって姫奈、聞いていた限りじゃ絶対遥真君に惚ほれてるよ～」

「そーそー。うだうだ言ってないでエロゲみたいにサクッと告白しちゃいなよ。そんでＨすればスッキリするって」

「な、な、な、な、なんてこと言うのよ！　ってか、全然惚れてないし！　ただアイツのことを考えると、ちょっと胸がキュンとして、会えないときは寂さびしくて、一緒にいられると嬉うれしいだけよ！」

「世間一いつ般ぱんではそういうのを好きって言うと思うんだけど……」

「これだけ好きでも無自覚って、通院を進めるレベルじゃん」

　恋に対する姫奈の鈍にぶさに、二人はすっかり呆あきれ返った。

「そもそも！　私が恋なんてするわけないし！　誰だれよりも恋を憎にくむ私が！」

「え～？　でも姫奈、昔からこんなの書いてたよね？」

　雪は机の中から一冊のノートを取り出した。

「じゃじゃ～ん。姫奈の黒歴史ノート『男をオトすテクニック～☆』」

「それは……っ!?」

「テクニック１『後ろからギュッ☆』。愛情を込こめて後ろからギュッと抱きつけば、大たい抵ていの男子はキュンときちゃうはず！　その際は胸をしっかりと相手の背中に押し付けること！　男の子はおっぱいが大好きだから、これで私もモテモテね！　クラスの男子は、みんな私が悩のう殺さつしちゃうぞ☆』……こんなこと書いちゃう女の子なら、恋くらいすると思うなぁ～」

　ニヤニヤしながら姫奈の顔を見る雪。

　姫奈は恥ずかしさのあまり何かを言い返すこともできずに、「あう……」と口をぱくつかせている。

「アッハハハハハハハハッ！　コレ姫奈が書いたの!?　ウヒャハハハハハハハ！　バカ、バカじゃん！　フハハハハハハハハ！　ゲラゲラゲラゲラ！　ぐはっ、ぐはっ！」

「あ、歩夢うううう！　笑いすぎっ！」

「しかも姫奈、全然胸ないから押し付けても効果ないんじゃない？　歩夢の胸、分けてあげよっか～？」

　歩夢が自分の巨きよ乳にゆうを持ち上げ、タプンと姫奈に向けて揺ゆらす。

「いるわけないでしょ無む駄だおっぱい！　ってかなんで雪がこのノートを!?」

「昔姫奈が家に来た時、部屋に忘れていったから。大事に預かっておいてあげたよ？」

「そこは破は棄きするところでしょうが～～～～～っ!!」

　雪から黒歴史ノートを奪うばい、即そく座ざにビリビリと引き裂さいた。




　　　　※




「あのバカ二人め！　ちょっとネットの内容を鵜う吞のみにしちゃっただけじゃない！」

　自室のベッドで胡坐あぐらをかき、布ふ団とんをボスボス殴なぐる姫奈。黒歴史と対面したのがよっぽど恥ずかしかったのか、頭から湯気が上っている。

「第一ねぇ！　私は恋れん愛あいなんて捨てたのよ！　告白なんかするわけないでしょ！」

　確かに中学生の頃ころ、姫奈は恋に恋する女の子だった。本やネットでモテるための方法を学び、リア充じゆうになろうと自分磨みがきを続けてきた。それは彼女自身も認めざるを得ない。

　しかし、あくまで昔の話だ。クラスのリア充たちに馬ば鹿かにされ、彼らのいじめにあってから、姫奈はリア充を憎むようになった。優ゆう越えつ感に浸ひたるために恋愛をするリア充を憎み、恋愛そのものも憎むようになった。

「そんな私が、恋に毒されるわけがない。恥ずかしい程ほどに乙女おとめだった昔の私は死んだのよ」

　今や姫奈は非リアの戦士。恋愛を憎み、リア充に対する憎悪ヘイトを使って独身術を操あやつる戦士だ。恋とは無む縁えんの存在なのだ。

「はぁ、何か疲つかれたわ……。寝ねる前にちょっと息いき抜ぬきしないと。……そうだ！　久しぶりにあれ見よう！」

　何かを思いついた途と端たん、すぐに元気を取り戻もどした姫奈。ぱあっと華はなやいだ表情で、クローゼットからファイルを取り出す。

　それは分厚いアルバムだった。姫奈は軽々とそれを持ち、豪ごう快かいにベッドへダイブする。

「ふふっ……。寝る前のこのひと時が、生きる活力をくれるのよ」

　とろける笑顔で一ページ目から姫奈がファイルを開いていく。

　そこに収められていたのは、遥真の写った写真だった。

　二人で最初にデートテロをした時に撮とることになった記念写真で、自分と手を繫つないでいる遥真。喪中の獅子の集合写真でピースサインをする遥真。雪たちとたまたま撮った写真に少しだけ写り込んでいる遥真。

　遥真、遥真、遥真遥真遥真。

　アルバムの中の全すべての写真に、必ず遥真が写っていた。

「そうそう、遊園地への潜入の時！　私が観覧車を怖こわがって、遥真が抱だきしめてくれたんだっけ。あ～、懐なつかしいな～。また二人で観覧車乗りたいなぁ……。それで怖がる私に遥真が『おいで、僕の子こ猫ねこちゃん』なんて！　きゃあああ！　もうダメ！　キュン死する！」

　姫奈は業者に特注した遥真形抱き枕まくらを抱きしめて、ゴロゴロとベッドの上で転がる。

「ああ、遥真遥真っ！　どうしよう！　ドキドキしすぎて死んじゃいそう！　死んだらアンタのせいよこのバカ！」

　抱き枕に話しかける姫奈。しかし言葉とは裏腹に、その声は甘く弾はずんでいた。

　姫奈は一人でギャーギャー騒さわぎ、恥ずかしさに悶もだえるようにベッドの上を暴れまわる。

　そうしてしばらく喚いた後。抱き枕の遥真の顔を見て、姫奈は生なま唾つばを飲み込んだ。

「も、もう……我慢できない……！　ねぇ遥真……。しても、いい？」

　切なそうな表情で遥真の顔に問いかける。彼女は小さな唇くちびるを舌先でわずかに湿しめらせて、キュッと強く口を閉じた。濡ぬれたピンクの唇が綺き麗れいな色で艶つややかに光る。

　そして姫奈は目をつむり、その美しい唇をゆっくり遥真に近づけた。

　彼と、キスをするために────




「──────って、私は何をやっとんじゃ────────────────っ!!」




　そこでようやく我に返った。遥真形抱き枕をブン投げて、アルバムを勢いよく閉じる。

「私今何をしようとした!?　アルバムを開いた件くだりから全部無意識で行動してた……」

　それはもう病気の領域だった。遥真ウイルスに冒おかされて、遥真病になった姫奈がいる。

「こ、これじゃあ昔の私と変わらないじゃない！　いや、抱き枕の遥真にキスって、むしろ昔より悪化してるわ……！」

　客観的な視点に立ち、姫奈は自身の行いがどれほど変かようやく知った。

「そもそも冷静に考えてみれば、抱き枕作る時点でおかしい！　なんでこんなもの作ってるのよ！　これじゃ変態みたいじゃない！　写真も！　こんなのいらないし！」

　バシバシとアルバムを何度も叩たたき、ついでに足元に転がってきた抱き枕を思いっきり踏ふみ抜ぬく。遥真の顔がボフッと潰つぶれた。

「くっ……！　これも全部、あの巨乳オバケのせいよ……！」

　巨乳オバケ。姫奈がそう呼ぶ人物は、『告こく学がく院いん高校』の性徒会長、国くに続つぎ聖せい愛らのことである。『告際恋合』の議長も務めている彼女は、その胸が大きいこともあり、姫奈が一番敵視している人物だ。

　半年前。ちょうど杏と颯太が喪中の獅子に入ってきた日、姫奈は聖愛から忠告を受けた。

『あなたは、遥真さまへの恋こい心ごころをちゃんと自覚する必要があります。自身の気持ちから目を背そむければ、この先あなたが苦しみますよ』

　その日から、姫奈はどうしても遥真のことを『異性』として意識し始めてしまった。そのせいでつい遥真の写真を集めたり、遥真の姿がプリントされた抱き枕を作ったりしたわけだ。

「考えてみれば……今日手を繫げなかったのだって、アイツのせいで遥真を意識しすぎたからよ！　国続聖愛め、余計なことを！」

　このままでは聖愛の言う通り、本当に自分が遥真のことを好きみたいである。聖愛の言うことが正しいとなれば、今までそれを否定していた姫奈の負けということだ。負けず嫌いの姫奈にとって、それだけは絶対に耐たえられない。

　遥真のことなど好きではないと、何とか証明しなければならない。

「こうなったら……あえて自分から遥真とイチャイチャしてやるわ！　本当に遥真のことが好きなら恥はずかしくてできないことも、私は絶対にこなせるはずよ！　だって遥真なんて好きじゃないし！　手を繫ぐのも抱き合うのも、き、キスすることもできるはず！」

　それらを全部恥じずにこなせば、自分が遥真を好きじゃないという証明になる。そう思い、姫奈は吹ふっ切れた。

「よし！　そうと決まれば、早さつ速そく遥真を潜せん入にゆうデートに誘さそわなきゃ！　とりあえず急いでメールして……。あ！　着ていく服も選ばないとね！」

　クローゼットを解き放ち、所持している数少ない私服を全てベッドにぶちまける姫奈。

「私は絶対、恋なんてしていないんだから！」

　その日、姫奈は服を選ぶためだけにまるまる一晩を費ついやした。




　　　　※




　翌日から、姫奈の様子が変わった。

　商店街での潜入デートが失敗に終わった次の日の放課後、遥真は姫奈にメールで呼ばれて、待ち合わせ場所の小さな公園にやって来た。

「遥真っ！　早くしなさいよ！」

「ご、ゴメン！　トイレ行ってたら遅おそくなっちゃって……」

　遥真が来た時、姫奈はすでに時計台の下で待っていた。

　今日は昨日に引き続き、二人で潜入デートをするのだ。

　ちなみに二人とも制服から私服に着き替がえている。独立校の制服のままでは、デートスポットに潜入した時一発で非リアとバレるからだ。

　遥真が姫奈の姿を見ると、裾すそと袖そで口ぐちに毛皮のついたダッフルコートにスカートを合わせた格好をしていた。

「アレ……？　姫奈、今日ちょっといつもと感じ違ちがくない？」

「違うって、何が？」

「いや、何だかいつもよりオシャレだなーって思ってさ」

「そ、そんなことないし！　それより行くわよ！　あんまり時間もないんだから！」

「あっ！　そんなに急がなくても！」

　小走りで移動する姫奈に、遥真は慌あわててついていく。

「ねぇ姫奈、今日はどこに行くの？」

「今日は冬らしいデートスポットを責めてみようと思ってね。ほら、すぐそこにあるでしょう？」

　姫奈に案内されたのは、屋外スケートリンク場だ。もともとこの場所には大きな湖があるのだが、冬場はそれを凍こおらせてスケート場にしているのである。

　時刻はまだ五時過ぎではあるが、冬場のこの時間はすでに真っ暗。その代わりリンクは照明によりライトアップされていた。

「なるほど……。確かにたくさんリア充がいるね……」

「そうでしょう。リア充は季節のイベントに敏びん感かんなのよ」

　冬ならではのスケートリンクには、ロマンチックな夜を過ごすため大勢のカップルが集まっている。あまりに人が多いため、滑すべれるスペースがないほどだ。

「ここならテロもしやすそうだね。リンクの上にいるリア充を僕が爆ばく発はつさせるだけでいいし。それに足場が悪いから相手は中々逃にげられない。思ったよりもいい場所かも」

　周りの様子を確かく認にんし、遥真が簡単にメモを取る。

「よし。それじゃあ、次の場所に行こうか」

「は、次？　アンタ何言ってんの？」

「え？　だって、今日はデートスポットを色々見て回るんだよね？」

　遥真たちに与あたえられた任務は、様々なデートスポットを見て、テロをする場所を決めることだ。その為ためには一つのデートスポットにゆっくり時間を割さいてはいられない。今回のように、わざわざ深部まで潜入せずとも様子が分かるタイプのものは、さっさと済ませるべきだろう。

「だめよ！　完かん璧ぺきなテロをするためには、リア充がどんな風にイチャついているのか実際にやってみる必要があるわ。だから私たちもちゃんとスケートをしておかないと！　もちろん、リア充っぽくね」

「そうかな……？　別にそこまではしなくても……」

「そこまでしなきゃ絶対駄だ目め！　このクリスマスで、リア充を根絶やしにするにはね！」

　姫奈の剣けん幕まくに、遥真は押され気味になる。

「で、でも……。姫奈、普ふ段だんと言ってることが違くない？　いつもなら余計なイチャつきはしないのに……」

「あ、あくまで任務のためよ！　それに、遥真とイチャついても平気ってことを証明したいし……」

「え？」

「何でもない！　ほら、早くして！」

　姫奈が強ごう引いんに遥真を連れてスケート靴ぐつを借りに行き、二人はそれに履はき替かえる。

「じゃあ、遥真……。頼たのんだわよ……」

　姫奈が俯うつむき気味になりつつ、片手を遥真の方に差し出す。

「え？」

「え？　じゃないわよ。その……手を繫いでエスコートしなさい。リア充じゆうのフリをするんだから」

　周りのリア充のほとんどが手を繫いで一いつ緒しよに滑っている。もはやこれは暗あん黙もくの了りよう解かい。無視するわけにはいかなかった。

「でも、大だい丈じよう夫ぶ？　昨日姫奈……」

「いいの。昨日のことは忘れなさい。ちょっと体調が悪かっただけよ」

「それならいいけど……。じゃあ、とりあえず先に立つから」

　なんだか様子のおかしい姫奈に不信感を抱いだきながらも、とりあえず言うことを聞く遥真。

　彼は姫奈を支えて滑るため、転ばないように注意をしながら、先に氷の上に立つ。




　ツルンッ　→　ビターン　→　ゴロゴロゴロゴロ




　遥真が足を滑らせて、強打した顔を押さえて転がる。

「ちょっと！　いきなり転ばないでよ！」

「だって僕スケート初めてなんだよ！　って、あれ？　どうしよ？　これ、立てない」

「ああもう、情けないわねぇ……。だったら私が支えるわよ」

　氷の上でツルツル滑って立つこともできなくなった遥真を、姫奈が助けに行こうとする。




　ツルンッ　→　ドシーン　→　シクシクシクシク




　姫奈が大きく尻しりもちをつき、あまりの痛さに泣き出した。

「だ、大丈夫!?　すごい音したよ！」

「うぐうぅ……。死ぬほど痛いけど、なんとか怪け我がはしてないと思──」

「氷にヒビとか入ってない!?　リンクが割れたら大ごとだよ！」

「……………………」

　遥真がやっと立ち上がり、姫奈が転んだ場所の氷が無事か確認しようとする。




　ガッ　→　　ズドォン　→　　ダバダバダバダバ




　姫奈に蹴けられた遥真が倒たおれ、その額から血を流す。

「ひどいよ姫奈！　僕の顔がブサイクになったらどう責任をとるつもりなの!?」

「ひどいのはそっちよバカ遥真！　ちょっとは私を心配しなさい！　あと顔はすでに手て遅おくれよ！」

　ギャースギャースと言い合う二人。彼らの周りだけロマンチックな雰ふん囲い気きが崩くずれ、殺さつ伐ばつとしてしまっている。当然周りのリア充は彼らを迷めい惑わくそうに見る。

『ハッ！』

　視線に気が付き、言い争うのを止やめる二人。これ以上悪目立ちをしたら非リアだとバレてしまうだろう。

「マズいわね。完全に怪あやしまれているわ……。ここからはちゃんとイチャつきましょう」

「そうだね……。じゃあ手、繫つなごうか？」

　縁ふちの手すりに摑つかまって立ち、手を繫ごうとする遥真たち。

　その直前、一組の目立つカップルが遥真たちの前を通り過ぎていった。

『アハハハハ！　楽しいかい？　僕の素す敵てきなプリンセス！』

『凄すごいわダーリン！　もっと激しくして頂ちよう戴だい！』

　彼女をお姫様抱だっこしながらスムーズに滑っていく彼氏。プロ顔負けの実力に、他ほかのリア充も彼らの滑りに注目していた。

「よし、あれをやりましょう」

「本気!?」

　普ふ通つうに滑ることもできない遥真に、あんな芸当ができるわけない。非リアらしく無様な結果になってしまう。

「別に滑る必要はないわ。格好をマネるだけでいいから。ここでお姫様抱っこして」

「えぇ～……。そんなの無理だって。僕、力には自信ないし」

「ヤダヤダ！　お姫様抱っこにしましょうよ！　その方がよりリア充っぽいし！」

「でも、できないって。それに姫奈、いつもああいうの嫌いやがるよね？」

　姫奈は普段、リア充が手を繫ぐ姿にすら強い嫌けん悪お感かんを抱いている。いくらリア充になりすますためでも、そこまでしようとは言わないはずだ。

「それは……。私だって好きでやるわけじゃないわよ！　でも、たまにはいいでしょう！　それともアンタは私とするのが嫌なわけ!?」

「わ、分かった分かった！　じゃあやってみるから！」

　姫奈が駄だ々だをこね始め、遥真は渋しぶ々しぶ承しよう諾だくする。足を拡ひろげてバランスを取り、腕うでを姫奈の足と背中に伸のばす。うまく力が入るように腕の位置を調節し、その後一気に持ち上げた。

「うっ……！　お、おも──」

「あ？」

「いい思い出になるといいなぁ！」

　女の子に「重い」が禁句というのは、さすがの遥真も察しがついた。彼は両腕に最大限の力を込こめて、腰こしの高さまで姫奈を抱き上げる。

　しかし、ここは氷上だ。抱き上げたことで体のバランスが大きく崩れる。

「う、うわっ！」

「キャアアアッ！」

　結果、遥真と姫奈は再び氷の上に倒れた。遥真は俯うつぶせの状態で倒れ、姫奈はまたもや尻もちをつく。

「痛たた……。遥真ぁ！　何やってんの！」

「ご、ごめん……。って、うわあああっ！」

　顔を上げた刹せつ那な、遥真が動どう揺ようし声を上げる。

「ひ、姫奈……スカートが……」

「スカート……？」

　言われて、顔を下に向ける姫奈。

　彼女の今の格好は、転んだ拍ひよう子しに両足を開いた、いわゆるＭ字開かい脚きやくの形。そんな開かれた両足の間に、遥真の頭が入り込んでいる。そして姫奈が今日穿はいているのは、ズボンではなくスカートだ。

　結論……姫奈のおパンツ丸見え状態。今日は水色のおパンツだった。

「キャアアアアアアアアアアッ！　何でよぉおおおお！」

　事態を理解し、慌ててスカートを押さえる姫奈。遥真から離はなれ、足を閉じる。

「ご、ゴメン！　見てないよ！　僕は何にも見てないから！」

　言い訳をするが、今いま更さら遅おそい。見たことは完璧にバレている。

　姫奈はリア充たちとは違ちがい、こういう事態に強い心理的抵てい抗こうがある。殴なぐられることを覚かく悟ごして、咄とつ嗟さに防ぼう御ぎよを固める遥真。

　ところが姫奈は立ち上がると、唇くちびるを嚙かみしめこう言った。

「べっ、別に気にしないわよ！　今のはただの事故なわけだし！」

「え……っ？」

　これまでの姫奈からは考えられない返答に、遥真は一いつ瞬しゆん面めん食くらう。

「だから、別に気にしてないから！　これはこれで、誘ゆう惑わくになるかも知れないし……」

「は、はい……。ごめんなさい……」

　何かを小声で言った姫奈に謝り、彼女と一緒に立ち上がる遥真。

「えっと……。このまま滑すべり続けると、またああなるかも知れないし……。今日のところは終わりにしようか……？」

「そ、そうね……。十分データはとれたわね……」

　こうして違い和わ感かんを抱きながらも、遥真は今日の潜せん入にゆうを終えた。




　　　　※




　しかし、次の日からも違和感は続いた。

　姫奈は連日遥真を潜入デートに誘さそいだし、自ら進んでリア充のような振ふる舞まいをするようになったのだ。




　あるときはゲームセンターで……。

「ねぇ、遥真！　プリクラ撮とるわよ！　リア充たち、みんなやってるし！」

「ぷ、プリクラ!?　でも僕やったことないよ……？」

「いいから早く！　ほら、まずは彼氏が彼女の後ろからハグ！」

「え、これポーズ指定されるの!?　うう……。さすがに恥はずかしい……」

「次は……私がほっぺにチュー!?　しょうがないわね……。喰くらいなさい！」

「イダダダ！　姫奈！　歯が当たってる！」




　またあるときは、オシャレなカフェで……。

「はい、遥真。あーんして？」

「あ、あぁん……」

「ふふっ。このケーキ美お味いしいでしょ？　はい、もう一口。あーんして？」

「あ、あの……僕もう食べれない……」

「えー!?　アンタほとんど食べてないわよ？　まだ五十二回しか『あーん』してないし」

「いや、もうそんだけやれば十分……」

「いいからもっと『あーん』してっ！」

「姫奈ちがっ！　そこは口じゃなくて目──」




　さらにあるときは、コスプレ館で……。

「はるまおにーちゃん。きょうはなにしてあそんでくれるの？」

「ちょっと待って姫奈。どうして君は幼よう稚ち園えん児じの服を着ているの？」

「え？　ひなはいつもこんなかんじだよ？」

「なりきってらっしゃる!?　いや、でもさすがに無理があるから！」

「ひな、おいしゃさんごっこしたいなぁ。おちゅーしゃするから、おててだして？」

「おかしいおかしい！　何そのサイズの注射器！　ギャアアアッ！」




　などなど、姫奈の数々の無茶なイチャつきが数日にわたって遥真を襲おそった。

　前までの姫奈はリア充じゆうのフリをする場面でも、必要以上のイチャつきは恥ずかしがってしていなかった。だが今はその真逆だった。常識を超こえたイチャつきを遥真に求めてきているのだ。まるで以前、リア充に負けて好こう意い症しようになった時のように。

　その上、彼女のイチャつきはリア充たちとズレている。基本的にイチャイチャ大好きな遥真であっても、彼女の残念っぷりと不自然な変わりようのせいで、喜ぶよりも警けい戒かいしていた。

　そんな日々が数日続き、クリスマスが十日後に迫せまった日。

　二人は潜入デートの一いつ環かんで、夜の港へやって来ていた。

「ううっ……やっぱり、冬の海辺はかなり寒いね……」

「ええ……やっぱり来なければよかったわ……」

　海の近くならではの冷たい強風が吹ふきつけて、二人の体から体温を奪うばう。

　二人がこんな時期に港へ来たのは、もちろんここが人気のデートスポットだからだ。

　というのも、ここではクリスマスイブの午後七時から、花火大会のイベントがある。冬の夜空に咲さく花火を楽しみにしているリア充も多く、当日はかなりのカップルたちが毎年港へ訪おとずれる。

　だが、花火のない日に寒い港まで出てくるような物好きはおらず、今ここには遥真たちだけだった。

「偵てい察さつだけはしようとしたけど、これじゃ全然意味ないわね……」

「そうだね……。当日どんな状じよう況きようになるか、全く想像つかないし……」

　首を回し、周囲の様子を確かめる遥真。ずらりと建ち並んだ倉庫やコンテナ、それにフォークリフトなどが少ない街灯に照らされている。

「あれ……？　でもここなんか見覚えが………………あっ！」

　そして、遥真は思い出した。自分が以前、ここに来たことがあることを。

　今年の春、『独ひとつ橋ばし高校』に入学した日。遥真は喪中の獅子を狩かろうとしていたリア充の作戦に巻き込まれ、この倉庫へ拉ら致ちされたのだ。そして、その時彼を助けたのが……。

「ここ、姫奈と初めて会った場所じゃん！」

「アンタ……今いま頃ごろ思い出したの？　私は最初から分かってたけど？」

「あ、アハハ……。だってあの時は連れ去られてきたわけだから……」

　半眼で睨にらまれ、遥真は笑って誤ご魔ま化かそうとする。あれはもう半年以上前のことである。すぐ思い出せなくてもしょうがない。

「私は、最近いつも思い出すけどね……。アンタと初めて会った時のこと」

「えっ？」

　姫奈が遥真の腕に手を回す。そして、彼の体に寄り添そった。

「姫奈……!?　えっと……何をしてるの？」

「分かるでしょ。リア充のフリよ」

「でも、いま誰だれもいないけど──」

「何？　なんか文句ある？」

　ピシャリと強い口調で言われて、遥真は返す言葉に窮きゆうした。

　その隙すきに、姫奈が続けて語る。

「私さ。あの時、アンタの手足の縄なわほどいたじゃない？　ほら、倉庫から逃にげ出す前」

「う、うん……。そう言えば……」

　段々鮮せん明めいに思い出してくる。遥真はあの時、かつて友人だった康こう介すけの罠わなにかかって捕つかまり、手足を縛しばられていたのだった。そこで助けてくれたのが、捕まったフリをして倉庫に潜入していた姫奈だ。

「その時。縄をほどいたり小声で話したりするためにアンタと密着してたけど……遥真、すごい顔赤くしてたわよ？」

「え！　う、噓うそ……？　そうだっけ？」

「何？　キスされるとでも思ったの？」

「ぐっ!?」

　図星であった。遥真はあの時、自分に近づいてくる姫奈にそんな期待をしていたのだ。

　遥真の反応に、姫奈が微笑ほほえむ。

「フフッ。アンタ、ホント分かり易やすいわね。初対面でキスとかするわけないし」

「しょうがないじゃん！　女子にあんなに近づかれたこと、今まで皆かい無むだったんだから！」

「ふ～ん……。それじゃあ、今からする？」

　姫奈が遥真の肩かたをつかみ、自分の正面に向き合わせる。

「え……？」

「してもいいよ……。私と、キス……」

　街灯が少ないせいで、お互たがい相手の表情は見えない。しかしなぜか、遥真は姫奈の綺き麗れいな瞳ひとみが潤うるんでいることをすぐに悟さとった。

「な、なんで……？」

　ただただ混乱し、疑問の言葉しか出てこない遥真。

　そんな彼に、姫奈が叩たたきつけるように言う。

「こっ、これは！　練習よ！」

「練習……？」

「そう！　クリスマスのテロ当日に、ちゃんとリア充になりきって潜入できないと困るでしょ？　だから、その時のための練習！　キスさえできれば、非リアだとバレることはないわ！」

　確かにいくらリア充でも、人前でするのはキスまでだ。それができれば安心である。

「わ、分かったらさっさとしなさい！　別に私は平気だから！　アンタのことなんて全然何とも思ってないし！　だからキスしても平気だし！」

「で、でも……本当にいいの？　姫奈こういうこと苦手のはずじゃ」

「いいわよ！　だから……気が変わらないうちに早くしてっ！」

「わ、分かった……。じゃあ、行くよ」

　遥真が姫奈の肩を摑つかんで、じっと彼女の顔を見る。

　姫奈も覚かく悟ごを決めたように、目をつぶって顔を上に向ける。あとは、遥真が顔を近づけるだけだ。

「………………っ」

　今回は、ずっと前にあった好意症の時とは違ちがう。正気の姫奈から許可をもらい、互いの同意の上でするキス。

（姫奈っ……！　夢じゃないんだよね……？）

　遥真にとって、一番身近な女子である姫奈。そんな彼女とキスをしたい。抱だきしめてみたい。エロいことをしたい。健全な男子である遥真は、正直毎日そんなことを考えていた。その願望の一いつ端たんが、ついに今から叶かなうのだ。

　心臓が破けるほどの拍はく動どう。燃え尽つきそうな体温の上じよう昇しよう。小刻みに震ふるえている両足。

　それらを何とか抑おさえ込み、遥真が姫奈に顔を近づける。

　そして、二人が唇くちびるを合わせる──




「やっと見つけたワ！　この非リアッ！」




　その直前に轟とどろく声。

　いきなりの女子の声に驚おどろき、遥真は唇を合わせる代わりに、ゴチン!!　と姫奈とおでこをぶつけた。

「うぎゃあああっ！　痛あああああああっ！」

「～～～～～っ！　このっ……バカ遥真ぁ！」

　額を押さえてうずくまる姫奈と、じたばたのたうち回る遥真。

「キスくらいまともにしなさいよっ！　アンタ私に恨うらみでもあんの!?」

「だ、だって！　なんかいきなり声がしたから……」

「そんなの関係ないわよ馬ば鹿か！　せっかくのチャンスだったのに……」

「チャンス？　それって一体何の──」

「フン。さすが非リアはいつ見ても無様ネ」

　再び聞こえた女子の声に、遥真と姫奈が振り返る。

　倉庫の前の街灯の下に、少女が一人立っていた。

　日本人離ばなれした顔立ちに、目に映はえる金きん髪ぱつツインテール。胸は小さいがスタイルのよい体つきに、『告際恋合』という文字が光る、腕うでにつけられた大きなワッペン。

「あ、あなたは確か…………エロスさん！」

「そうそう、私がエロいイチャつきの伝道師、エロス・ローナン……って違うわヨ！　私はエリス・ローナンだかラ！　人の名前くらいちゃんと覚えテ！」

「別にそんなのどっちでもいいわよ。で、そのエロスが何の用？　私たちの邪じや魔まをするからには、よっぽど大事な用なんでしょうね？」

「この……っ！　調子に乗るな独身のクセニ！　今日はアナタたちを捕まえに来てやったんだかラ！　告際恋合の名のもとにネ！」

　ギクッ！　と遥真たちの体が跳はねる。

「ま、待ってくださいよ。僕たち、別に独身じゃ……」

「そうよ！　私たちはリア充よ！　ホラ！」

　姫奈が遥真の腕を抱き、カップルっぽさをアピールする。

　ところがエリスは騙だまされない。

「無む駄だネ。すでに調べはついているのヨ。八木遥真に伊集院姫奈。二人とも、百パーセントの確率で喪中の獅子の人間デショ？」

「え……バレてる？」

「なんで名前まで知ってんのよ！」

　二人の焦あせった表情を見て、エリスは自じ慢まんげに口角を上げる。

「前にアナタたちと会った後、おかしいと思って色々調べさせてもらったノ。それで非リアということは分かったし、最近アナタたちが色んなデートスポットに顔を出しているのも分かっタ。それは九十パーセントの確率で、クリスマスに行うデートテロの計画のタメ。そしてこの港はクリスマスイブにデートスポットへと変わル。よってアナタたちがここに訪れる確率は、九十五パーセント以上！　それで待ち伏ぶせしてたってワケ」

「そんな……！　全部見み透すかされてる……」

「私のデータは完かん璧ぺきヨ。そして、アナタたちがテロを成功させる確率は、残念ながら０パーセント。今から私がやっつけるからネ！」

　ゴウッ！　とエリスの体内からピンクのオーラが立ち上る。性徒会長特有の、溢あふれんばかりの愛マナの量。

「これは危険ね……！　遥真、すぐに攻こう撃げきするわよ！」

「させないワ！　私の力を見せてやル！」

　オーラを具現化させながら、エリスが懐ふところから何かを取り出す。先せん端たんが丸くなっている、スティック状の小さな機械。

　それは電動マッサージ機だ。エログッズとして使われる、電マと略される代しろ物ものである。

「ちょっ、いきなりなんてもん取り出してんのよ!?　まさかアンタ、こんな所で……」

「ち、違ウ！　これは私の武器なのヨ！」

　エリスは電マを天に掲かかげ、愛マナのオーラをそれに注ぐ。

「出いでよ、性せい霊れい！　力を貸しテ！」

　エリスが言うと、電マから眩まばゆい光が放たれる。光は次し第だいに変形して、全長三メートルほどの神こう々ごうしい女性の姿になった。

「私の愛あい気き道どうは『性霊召しよう喚かん』。エログッズに宿る性霊を呼び出し、その力を借りることができるノ！」

　エリスはこの技わざを使うために電マを持ち歩いているようだ。一歩間違えれば変態である。

「電マの性霊ヨ！　イキなさイ！　痺しびれる愛で敵を討うテ！」

　エリスの指示で性霊が動く。その手を遥真たちに向け、巨きよ大だいな電でん撃げきを打ち出した。

『ハァァァアアアアアアアアアアアアアア!!』

「姫奈、危ない！」

「キャアッ！」

　遥真が姫奈の腕を取り、間かん一いつ髪ぱつで攻撃をかわす。

　性霊が放った電撃はコンクリートに突つき刺ささり、固い地面を粉ふん砕さいした。

「大だい丈じよう夫ぶ、姫奈？　怪け我がはない？」

「う、うん……。ありがとう……」

　強ごう引いんに手を引いて助けられ、姫奈の頰ほおが色づいた。心臓がドキドキと跳ねているのは、敵の攻撃に驚いたからではないだろう。放心したような表情で、彼女はぽーっと遥真を見つめる。

　一方遥真は、すぐに敵へと向き直った。

「この攻撃力、やられる前にやるしかないね！　喰くらえリア充じゆう、爆ばく発はつしろ！」

　遥真が指をパチンと鳴らし、エリスに向けて爆発を放つ。術者である彼女を倒たおせば、性霊も消しよう滅めつするはずだ。

「来い、ローションの性霊ヨ！　愛の力で我が身を守っテ！」

　次にエリスが取り出したのは、ローション入りの容器である。

　高らかなエリスの呼び声に合わせて、ローションから強い光が発生。今度は羽は衣ごろもを纏まとっている女性の姿が現れる。

　さらに性霊は出現と同時に、ヌルヌルした液体の結界──ローションによる結界をエリスの周囲に形成した。遥真の放った爆発がそれを盛せい大だいに吹ふき飛ばすが、液体はヌルッと再生し、再び結界の形をとる。

「いい気味だワ！　アナタたちが使う『爆発』と『拒きよ絶ぜつ』の独身術は、完璧に知り尽くしているもノ！　データでは爆発の術により結界が破られる可能性は、たった三パーセントしかなイ！　何度撃うっても無駄なのヨ！」

　エリスは遥真の攻撃を防ぎ、さらに追つい撃げきの狼煙のろしを上げる。

「さあ、電マの性霊ヨ！　一思いにヤッちゃいなさイ！」

　性霊がまたその手をかざし、電撃を放つ態勢になる。

「姫奈！　一いち撃げきだけあの電撃を防いで！　結界を破る力を溜ためる！」

「りょ、了りよう解かい！　立キちー入プりア禁ウ止ト！」

　遥真の声で、放心状態から我に返る姫奈。

　彼女はおなじみの掛かけ声とともに、青い結界を遥真と自分の周囲に展開。いくら性霊が強力でも、姫奈の独身術だって熟練の域に達している。一撃くらいは耐たえられる。

『ヤァァァアアアアアアアアアアアアアア!!』

「ぐっ、はああぁぁぁっ！」

　性霊の電撃が結界を撃つ。激しいスパーク。結界が焼け落ちそうになり、姫奈は両手を前に突き出し、足を踏ふん張って攻撃に耐える。

　それでも、簡単には防げなかった。結界にはヒビが入っていき、姫奈の体にも圧がかかる。今にも吹き飛ばされそうになり、彼女は顔をしかめてこらえる。

「姫奈、しっかり！　僕が支えるから！」

　遥真は力を溜めながら、姫奈の後ろに回り込んで彼女の肩かたを両手で支えた。彼女が結界の維い持じだけに集中できるようにするために。

　だが……。

「は、遥真……っ！」

　いきなり体を触さわられたため、姫奈の意識が遥真に向かう。先ほどのように顔が赤くなり、心しん拍ぱく数すうも上昇する。

　その瞬しゆん間かん、なぜか結界が消滅した。

「えっ……？」

　攻撃を防ぐ盾たてが無くなり、性霊の電撃が二人を襲おそう。

「キャアアアアッ！」

「うわあああああっ！」

　二人の体がビクンッ！　ビクンッ！　と痺れ、その場に力なく膝ひざをつく。

「ワオ！　結界を維持することもできないノ？　私のデータより弱いじゃなイ」

　姫奈の脆もろさに、エリスが余よ裕ゆうの笑えみをこぼす。

「う、噓うそ…………？　くっ！　立キちー入プりア禁ウ止ト！」

　姫奈はもう一度全力で術を使おうとする。しかし、今度は発動すらもしなかった。憎悪ヘイトのオーラが急速に弱まり、姫奈の体から消えていく。

「どうして……？　なんで発動しないのよ!?」

「ひ、姫奈……？」

　姫奈本人にも遥真にも、何が起こっているのか分からなかった。独身術が使えないなんて、今までで初めての事態である。

「さあ、非リアどモ！　これで終わリッ！」

「しまった！」

　動どう揺ようしている場合ではなかった。遥真は急いで術を打つ。

「このアホ性霊、爆発しろ！」

「そんなの無駄ヨ！　死になさイ！」

　遥真が指を鳴らした瞬間、またも電撃が二人を襲った。先ほどよりも強力な電撃。コンクリートがひび割れ、砕くだけ、遥真と姫奈も砂さ塵じんの中に消えていく。

　そして煙けむりが晴れた時、残っていたのは動かなくなった二人の姿だ。

「なんだ、口ほどにもないじゃなイ。恭きよう介すけや杏を倒したって言うから、四十二パーセントくらいは警けい戒かいしててあげたのニ」

　呼び出した二体の性霊をひっこめ、エリスが愛のオーラを消す。

「八木遥真の最後の技も結局不発だったみたいネ。正直すごく拍ひよう子し抜ぬケ。ま、私のデータが優ゆう秀しゆう過ぎて為なす術すべもなかったんでしょうケド」

　独り言ごち、倒した敵を回収するため二人へ近づこうとするエリス。

　そうして一歩踏み出した時──

　カチッ。

「……え？」

　踏んだ地面から妙みような音。次いで、目を焼くような閃せん光こう。

「そんな、噓……。まさかコレ……ッッッ！」

　ドガアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアンンンンンンンッッッッッ!!

　足元で起きた大爆発がエリスをモロに吞のみ込んだ。衝しよう撃げきによって彼女は垂直に宙を飛び、ボロボロになった状態で元の場所へと落下する。

「はぁ……。引っかかってくれてよかったよ」

　エリスが倒れたのを見届けて、遥真が傷を押さえながら立った。

　遥真が最後に使ったのは、地面のとある一カ所に爆発を仕し込こむ技だった。あらかじめ術を仕込んでおき、リア充がそこを踏んだ時に爆発するよう仕向ける技。早い話が地じ雷らいである。性霊を爆発させると見せかけ、エリスの足元に地雷を仕込んでおいたのだ。

「データばかりに頼たよっちゃダメだよ。恋れん愛あいでも、戦いでも、今の相手をちゃんと見ないと」

「ぐっ……！　うるさイ！　私のデータに不足はなイ！　こんな失態、するはずガ……！」

「いくら君が僕たちのことを入念に調べてデータ化しても、僕は絶対にそれを超こえる！　僕の独身術の強さは、データになんか囚とらわれないよ！」

「データに囚われない、強サ……!?」

　エリスが遥真の姿を見上げる。すると彼の体は、大爆発を撃うった後にもかかわらず、巨大なオーラに包まれていた。青く輝かがやく、憎悪ヘイトのオーラに。

「私のデータより、強い輝かがやキ……！　こ、こんなの……信じられなイ……」

　エリスは弱々しく呟つぶやいた後、そのまま意識を失った。

「ふぅ……。エリスさんの他ほかに敵はいないみたいだし、これでもう平気そうだよ、姫奈」

「…………」

　オーラを消し、遥真が姫奈に手を差し伸のべて優やさしく彼女を起き上がらせる。

　性霊の攻こう撃げきを喰らう直前、遥真はギリギリで姫奈を抱だきかかえ、地面を転がって逃にげていた。攻撃をかわし切ることはできなかったが、それでも直ちよく撃げきは避さけられたため、二人とも大事には至らなかった。

「そうだ姫奈。ひょっとしてどこか怪我してたりする？　独身術がうまく発動していなかったようだけど」

「…………！」

　戦せん闘とう中、姫奈のオーラが消えたことを思い出し、心配そうに声をかける遥真。

「何かあるなら遠えん慮りよせずに僕に相談してみてよ。力になれるかもしれないし」

「…………別に。何にも問題ないわよ」

「でも、あんなこと今までなかったし……。一体どうして独身術が……」

「たまたま調子が悪かっただけ……。私、今日はもう帰るから」

「姫奈？　どうしていきなり帰るのさ!?」

　エリスとの戦いが終わった途と端たん、急に元気をなくしてしまい一人で寮りようへ歩き出す姫奈。

　その帰り道、遥真は何度も姫奈に話を聞こうとしたが、結局理由は分からなかった。




　　　　※




　戦いを終え、遥真と別れて寮に戻もどってきた姫奈は、一人シャワーを浴びていた。流れ出るお湯で体についた汚よごれを落とし、いくつかできた擦すり傷きずもバイ菌きんが入らないよう洗う。

「………………」

　姫奈はふと、鏡に映る自分の姿に目を向けた。ライトブラウンのショートヘアーに、鋭するどい光を放つ瞳ひとみ。シャワーのお湯が微かすかに膨ふくらんだ胸に当たり、お腹なかを伝って流れていく。

　姫奈は鏡の自分に右手を伸ばし、言い慣れた言葉を口にした。

「…………独身術、『立キちー入プりア禁ウ止ト』」

　青いオーラを立ち昇のぼらせ、術を発動しようとする姫奈。だが、うまくいかなかった。

　いつものような結界が形作られることはなく、憎悪ヘイトのオーラもすぐに霧む散さん。結局何も起こらない。

「やっぱり駄だ目めだ……。偶ぐう然ぜんじゃない」

　シャワーを止め、胸の高さまでの湯船につかる。そしてお湯に浸ひたりながら、いきなり術が使えなくなった理由について考える。

　と言っても、見当はもうついていた。

「本気で恋こいをしている者に、独身術は使えない」

　独身術は、リア充たちに抱いだく憎にくしみ、つまり憎悪ヘイトの力を糧かてに発動する特とく殊しゆ能力だ。これを使いこなすためには、他のどの感情より強く、リア充への憎しみを抱いている必要がある。

　しかし今、姫奈の心の大半は別の感情で占しめられていた。

「私……………やっぱり遥真が好きだ」

　こうなった以上、さすがの姫奈も認めるしかない。エリスとの戦いの最さい中ちゆうに、遥真へ意識を移した途端に独身術が消えたのは、その何よりの証しよう拠こなのだ。

　遥真のことを考えると、なんだかじっとしていられない、ムズムズとした気持ちになる。気づけば毎日遥真のことばかり考えているし、アジトで顔を合わせると自然に笑顔になってしまう。そして潜せん入にゆうデートの時は、これ以上ないほど幸せだ。

「っっっだ──────もうっ！　ってか、最近の私何なのよ!?　あんなの完全にリア充じゆうよ！　頭の蕩とろけたバカ女じゃない！」

　ここのところの行き過ぎたイチャつきを思い出す姫奈。彼女の叫さけびが狭せまい浴室に反はん響きようし、湯気の中に消えていく。

「ホント何してんのよ私のバカッ！　コスプレだったりキスだったり……不自然にもほどがあるっつーの！　遥真に好きなのバレるって！　『潜入のため』って言い訳も明らかに無理やり過ぎだったし！　あとＨな格好見せ過ぎよ！　間近でパンツも見られたし……」

　その上一番困るのが、そんな状じよう況きようを姫奈自身が悪くないと思っていることだ。進んでパンツやコスプレ姿を見せたいとまでは思わないが、「見られたら見られたでいいかな」と、「遥真、喜んでくれるかな？」と、これまでなかった思考回路でものを考えてしまうのだ。

「これじゃあまるっきり痴ち女じよじゃない！　それに、どこかで歯止めをかけないと、本当に術を使えなくなる……」

　今はまだ感情が高ぶれば、術を使うことはできるはずだ。しかし、これから先は分からない。

　主戦力である姫奈が術を使えないとなると、クリスマスのテロに大きな影えい響きようが出てしまう。何よりも、これまで『リア充じゆう憎し』で通した自分が恋をするのは格好がつかない。

「こうなったら…………意地でも恋を乗り越こえてやるわ！」

　姫奈が何かを決心し、勢いよく湯船から立ち上がる。彼女はそのまま浴室を出て、裸はだかのままで脱だつ衣い所を抜けた。そして部屋の机に置かれていた、遥真専用のアルバムを持ち出す。

「遥真……悪く思わないでよ」

　彼女はそれをガムテープでぐるぐると巻いて封ふう印いんする。さらに特注の遥真抱き枕まくらと共にクローゼットに叩たたき込んだ。その上クローゼットの扉とびらもガムテープできっちり固定する。

「明日あしたからしばらく遥真と距きよ離りを置けばいいのよ！　これで自然に恋こい心ごころなんて忘れるはず！　そしたら力も戻ってくるわ！　そうよ！　これは名案ね！」

　自分の思い付きの素す晴ばらしさに、姫奈は裸であることも忘れて、悪役のような高笑いをした。




　　　　※




「姫奈、今日は大だい丈じよう夫ぶかな……？」

　戦いが終わった翌日の夕方。遥真は姫奈と会うためにアジトへ向かって歩いていた。

　昨日きのう、姫奈はエリスとの戦闘後に急に元気をなくしていた。さらに最近毎日送られて来ていた潜入デートのお誘さそいメールも、今日はなぜか届いていない。そのため様子が気になったのだ。

「この時間なら、姫奈はいつもここにいるはずだ……」

　アジトである廃はいビルの非常階段を上っていき、いつも皆みんながたむろしている会議室の扉を開く。

「みんな、お疲つかれ」

「あ、お疲れ遥真君」

「遥真っ！　待ってたよ～。一いつ緒しよにゲームやろうよ～！」

　中には，買い置きのお菓か子しを食べている雪と、遥真をゲームに誘うため部屋から出て来た歩夢の二人。

　そして、隅すみにもう一人。

　窓まど際ぎわに立って外の様子を物もの憂うげに見つめる姫奈がいた。

「姫奈！　良かった～。捜さがしてたんだよ。昨日はあれから大丈夫だった？」

　会えたことにホッとして、いつもの感じで姫奈に近づいていく遥真。彼女の肩かたに手を置こうとする。

「さ、触さわらないでよこの変態！」

　ベチンッ！

「え……？」

　姫奈が遥真の手を払はらった。

　遥真は一いつ瞬しゆん、何が起きたのか分からなかった。気を許していた女の子に、いきなり冷たくあしらわれる。信じられずに、もう一度手を伸ばそうとする。

「だから、触らないでって言ってるでしょ！　スケベ！　変態！　ド淫いん乱らん！」

　両手で胸を隠かくすようにして、遥真から露ろ骨こつに距離をとる姫奈。

「ひ、姫奈……？　いきなりどうしたの……？　昨日までは仲良くしてたのに……」

「そんなの、決まっているでしょう！　アンタには愛想が尽つきたのよ！　もう遥真の顔なんて見たくないの！　だって、だって……！　今よりもっと好きになったらどう責任とってくれるのよ!?」

　過去最高の怒いかり口調で、姫奈が遥真への不満を叫ぶ。

「大体何なの、このバカ遥真！　何食べたらそんなに格好よくなれるの!?　私なんかに構ってないで、勝手にアイドルにでもなれば!?」

「はうっ！」

「それでいてちょっと間ま抜ぬけなところもあるなんて、理想の彼氏かこの天才！」

「ぐはっ！」

「いつもいつも夢の中まで出てこないで！　二度と抱きしめさせてあげないんだから！」

「ぶべるぼっ！」

「分かったらもう甘いボイスで囁ささやかないで！　アンタなんか、世界で一番嫌きらいなのよっ！」

「うわあああああんっ！　ひどいよ姫奈ぁぁ～～～！」

　姫奈のまくし立てるような悪口（？）で、遥真は早くもノックアウト。滝たきのような涙なみだを流し始める。

　一方姫奈は「やってやったわ！」といわんばかりの満ち足りた顔で、悠ゆう々ゆうと部屋から出ていった。

　遥真はあまりの悲しさに、雪の胸へと飛び込んだ。

「雪ちゃあああん！　姫奈が！　姫奈が僕にひどいことを！」

「え？　あれひどいことかなぁ～？」

「だって、あんなに怒った姫奈、僕は今まで見たことないよ！」

「いや、少しも怒られてなかったよ。めっちゃ褒ほめられてたよ遥真君」

　遥真を撫なでてあやしながら、勘かん違ちがいを正そうとする雪。

　しかし遥真は、嫌われたと思い込んでいた。

「最近変だと思ったんだ。いきなり積極的になったり、突とつ然ぜん元気が無くなったり……。全すべては僕のせいだったんだね。姫奈、ゴメン。ゴメンよおおお～～～」

　涙るい腺せんが消しよう滅めつしたかのように、遥真はダバダバ泣き続ける。

「歩夢ちゃん……。さっきの姫奈のこと、どう思う？」

「さあね～。ま、姫奈も吹ふっ切れたんじゃない？　よくわかんない方向に」

「そうだよねぇ……。姫奈、遥真君のこと絶対好きだし」

「さっきのだって九割告白みたいなもんじゃん。え？　何で遥真気づいてないの？」

　遥真はおもちゃ屋で駄だ々だをこねる子供のように、寝ね転ころがり手足をじたばたさせる。

「嫌いやだい嫌だい！　姫奈には嫌われたくないのにいいい！」

「しかも完全に両りよう想おもいじゃん。もう早く付き合っちゃえばいいのに」

「う～ん。まあ姫奈は意地もあるだろうしね～。とりあえず、そろそろ落ち着こう？」

　雪が遥真を優やさしく起こし、よしよしと頭を撫でてあげる。

「遥真君、大丈夫だから。嫌われてなんかいないよ～」

「うっ、うっ……。ホント？　僕、ホントに嫌われてない？」

「そうだよ～。でもね？　遥真君も姫奈も、もっと相手の気持ちを考えるべきだと思うな～。そうすれば変なすれ違いもしないんじゃない？」

「相手の、気持ち……？」

「そうそう。例えば、姫奈が遥真君のことをどんな風に思っているかとか。あと、遥真君がどんなことをすれば姫奈が喜んでくれるのかとか。そういう気持ちが一つになれば、絆きずなも強まると思うけど」

　どうすれば姫奈が喜ぶか。遥真は少し考えるが、パッと答えが出てこない。

「例えばさ、遥真君が次のテロで活かつ躍やくしたら、姫奈も惚ほれ直すんじゃないかなぁ？」

「!!」

　遥真の瞳にやる気が満ちた。

「それだっ！　その手があったんだ！」
















　姫奈が大嫌いなリア充の首を大量に彼女へ差し出せば、好感度が上がるに違いない。短たん絡らく的に遥真は信じた。

「ありがとう雪ちゃん！　これで勝つる！　姫奈と仲直りできそうだよ！」

「うんうん。じゃあ、そろそろ泣きやもっか？　ちゃんとテロの準備をしなきゃね」

「そうだね！　リア充は全員僕の手で爆ばく発はつさせてやる！」

　決意新たに、ガッツポーズをする遥真。

　直後、遥真の頰ほおを波は動どう弾だんが掠かすめる。

　ヒュンヒュン

　ドゴオオオオオオオオオオオオン！

「…………ファッ？」

　遥真の後ろで大爆発。窓ガラスが割れ、壁かべには亀き裂れつが入っている。

　見ると、会議室の入り口に喪中の獅子のメンバーたち。オーラを纏まとっているところを見ると、今のは彼らの仕し業わざらしい。

「この野や郎ろう……。まさか姫奈と両想いとはな……」

「許せナイ……許せナイィィィ……」

「ああ、辛つらいでヤンスなぁ。かつての仲間をコロスノハ……」

　他ほかのメンバーが遥真への嫉しつ妬とで、殺さつ人じん鬼きと化していた。

「ちょ、ちょっと待って！　違うから！　姫奈とはそういう関係じゃ──」

「まぁ待て君たち。慌あわてるな。遥真君は悪くない」

　遥真の言葉を遮さえぎって、聡一が彼のもとへ歩み寄っていく。

「聡一さん！　分かってくれるんですね!?」

「ああ、分かるとも遥真君。君と姫奈君は、決してそういう関係じゃない。なぜなら……」

　聡一は一度言葉をためて、遥真の肩に右手を置く。

「この喪中の獅子は三次元での恋れん愛あい禁止。その禁を破った裏切り者は…………僕が消さなきゃいけないからねぇ」

　聡一の右手にオーラが宿り、遥真の上着を消し飛ばした。

「ひっ!?」

　彼が持つ「消失」の能力に、遥真は背筋を凍こおらせる。

「あ、それと。テロをしかける場所の件だけど、そろそろ決めてもらいたいなぁ。明後日あさつてには教えてもらえるかい？」

「はっ、はい！　了りよう解かいしましたああ─────っ！」

　遥真は上半身裸はだかのままで、一人テロの場所を探しに向かった。

















第二章　押しかけ妻と呼ばないで









　自宅で服を着直した後、遥はる真まは任務をこなすために暗くなった街を歩いていた。クリスマスを控ひかえ、いたる所にイルミネーションが施ほどこされた街。

　そんな街中を行き来するのは、やはりリア充じゆうばかりである。冬の寒さにかこつけて彼氏の体に抱だきつく女や、彼女の腰こしに手を回す男。ベタベタベタベタくっついて、仲の良さを見せつけてくる。

「人が嫌われかけてるときに……。許さないぞ、このリア充ども！　こうなったら、最高のデートスポットを見つけてそこを修しゆ羅ら場ばに変えてやる！」

　さらにテロへの意い欲よくを燃やし、任務にかかろうとする遥真。

　しかし一人ではデートスポットの潜せん入にゆうはできない。雪ゆきか歩あゆ夢むにお願いしてついて来てもらうべきだったと、遥真は早くも後こう悔かいしていた。

「どうしよう……。今まで見回った所にもいくつか候補はあるんだけど……」

　考えながら、遥真はとりあえず繁はん華か街がいへ向かう。人が集まる所に行けば、テロができる場所もあるかも知れない。大通りに沿って歩いていく。

　すると、前方に謎なぞの人だかりを発見。何十人もの男たちがたむろし、道を塞ふさいでしまっている。

「ん？　何かあったのかな？」

　少しずつ近づき、様子を観みようとする遥真。すると男たちの声が聞こえる。

「──さん！　俺とディナーに行きましょう！」

「いや、俺たちとカラオケ行きません？　一いつ緒しよに朝まで騒さわぎましょうよ！」

　どうやら彼らは一人の女性を奪うばい合い、ナンパ合戦をしているようだ。

「こんなところで迷めい惑わくな……。これじゃ通れないじゃないか」

　争いに巻き込まれないうちに距きよ離りを置くのが一番だろうが、迂う回かいするのも癪しやくである。彼らのせいで自分の行動を変えるのは、リア充に負けたみたいに思える。

「というか、どうしてわざわざ争うの？　リア充なら恋愛に困ることはないはずなのに」

　恋こいの相手なら、学校にいくらでもいるはずだ。たとえ誰だれかと好きな人が被かぶったとしても、別の子を狙ねらえばいいだけのはず。

　それでも奪い合いが発生するのは、その女子がよほど特別な存在だからか。

　そう考えると、遥真も少しだけ気になった。

「一目だけ、見ていこうかな……」

　遥真は好こう奇き心しんに負けて、ゆっくり彼らに近づいてゆく。

　リア充たちを刺し激げきしないよう注意して人ごみを搔かき分けて、彼らの先にいる女性を探す。まるで満員電車のような肉の壁をかいくぐり、彼らが作る円の中心へ向かっていく。

　そして、ようやく見ることができた。

　美しいピンクのロングヘアーに、風が吹ふいただけで揺ゆれそうな巨きよ乳にゆう。気品と可愛かわいさを両立させた、これ以上ないほど整った顔立ち。

「国くに続つぎさん！　今日こそ俺とデートしましょう！　いい感じのカフェ知ってるんすよ！」

「いいや、会長は俺と一緒にライブハウスに行くんだよ！」

「バッカ、聖せい愛ら様が庶しよ民みんを相手にするかよ。俺とショッピング行きましょう。店ごと買ってあげますよ」

「あ、あの皆みなさん！　落ち着いてください！　私わたくし誰ともデートなんて……」

　必死の男たちの誘さそいを、困り顔でさばく聖愛がいた。

「せ、聖愛さん……？」

「ですから私、デートは──ハッ！」

　その時、聖愛のピンク色の両目が遥真の姿をしっかりとらえた。彼女は遥真と目を合わせたまま、三秒ほど動きを停止する。

　その表情は次し第だいに変わり、頰が緩ゆるんで瞳ひとみがキラキラと輝かがやいていく。

　次の瞬しゆん間かん、聖愛が遥真に飛びついた。

「遥真さまあっ！　お久しぶりですっ！」

「うわわっ！」

　抱きつき、さっきまでと異なる元気な声を出す聖愛。

「寂さびしかったです、遥真さま！　最近忙いそがしかったせいで、中々お愛あいできなくて……。でもすごいです！　こうして偶ぐう然ぜん出会えるなんてっ！」

「はっ、はい！　僕も嬉うれしいですぅっ！」

　喜びのあまりテンションを急激に上げる聖愛。彼女の胸の柔やわらかさに、遥真も顔をニヤけさせる。

「ば、バカな！　聖愛様に好かれているだとぉ!?　何者なんだ、あの男は!?」

「相当なリア充にちがいねぇ！　誰か、アイツの素す性じようを探さぐれ！」

　リア充たちの嫉妬と殺気に満ちた目線が、遥真にまとめて突つき刺ささる。普ふ段だんとは立場が真逆であった。

　聖愛は遥真に甘えた後、男たちに向けて謝罪する。

「皆様。申し訳ございませんが、私これから、この方とデートをさせていただきます」

『えええっ!?』

「ですから、お誘いをお受けすることはできません。申し訳ございませんでした」

　四秒間の丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎ。その後、聖愛はニコッと遥真に微笑ほほえむ。

「さあ、行きましょう。遥真さまっ」

「あ、あの。デートって……？」

「二人でどこかに行きましょう？　せっかくお愛あいできたのですから」

　遥真の手を取り、スキップにも似た軽い足取りで人ごみを抜ぬけていく聖愛。ショックのあまり放心状態のリア充集団をその場に残して、遥真を連れて街を歩く。

「ふふっ。遥真さまと二人きりっ♪　遥真さまと二人きりっ♪」

　込み上げる幸せを隠かくしきれずに、笑えみを溢あふれさせる聖愛。

　まさかそこまで喜ばれるとは、遥真も思っていなかった。

　気き恥はずかしさを隠すため、遥真は気になっていたことを尋たずねる。

「聖愛さん、今の凄すごかったですね。さっきの人たち、皆聖愛さん目当ての人ですか？」

「あぅ……！　そ、そうみたいですね……」

　バツが悪そうに遥真から目を逸そらす聖愛。

「こういうこと、よくあるんですか？　いきなり告白されたりとか」

「恥ずかしながら……。特に、もうすぐクリスマスですから」

　クリスマスはリア充にとって最も特別なイベントだ。それをトップクラスのリア充である聖愛と一緒に過ごそうと、彼らも必死になっているのだろう。

「でも、すみません……。遥真さまを利用したみたいになってしまって」

「え？」

　さっきの状じよう況きようでは、聖愛が遥真を誘ったのはあの場から逃にげ出すためにも見える。聖愛はそれを気にしたのだ。

「で、でも違ちがいますからね！　私は本当に、遥真さまと一緒にいたくて……」

「ほ、ホントですか……？　アハハ……なんか、照れますね……」

　二人はお互たがいに顔を赤くして、テレテレと後頭部を触さわる。

　リア充の過激なイチャつきとは違う、彼らの初うい々ういしい会話。二人の間に付き合う寸前の男女のような、どこかもどかしい空気が流れた。

「どうする？　アイツ、今すぐブチのめすか？」

「いや、待て。やつは会長のお気に入りだ。ここで倒たおしたら俺たちの方が嫌きらわれちまう」

「アイツが一人になる時を待つんだ。あとは茂しげみに誘い出して……」

　遥真の耳に周囲の男の話し声が飛び込む。おそらくさっきの男たちの一部が、二人を尾つけて来たのだろう。

　自分に向けられる濃こゆい殺意に、遥真の肌はだが粟あわ立だった。

「せ、聖愛さん！　せっかくなのでどこか行きません？　ちょっと場所を変えたくて！」

　このままでは彼らに襲おそわれかねない。遥真は逃げるため提案する。

「あ。でしたら、一つ行きたい場所があります」

「何ですか!?　どこでもどうぞ！」

「それは、あの……。えっとですね……」

　なんだか言いにくそうにする聖愛。その間も、リア充の殺気が遥真を襲う。

「あの野や郎ろう、聖愛さんとあんな親しそうに……！」

「なんだ!?　どんな話をしてやがる!?　妬ねたましすぎるぞあの男！」

「もしもし、お前が掃そう除じ屋やか？　片付けて欲しい奴やつがいるんだ……」

「聖愛さーん！　どこでもいいです！　いいから早く行きましょう！」

　掃除屋ころしやを呼ばれてしまう前に、遥真が必死に逃げようとする。

「ほ、本当ですか？　それでしたら……」

　聖愛はチラチラと横目で遥真の顔色を窺うかがう。その後、控えめな声でこう言った。

「実は今日、家には誰もいないんです。だから、家に来ませんか？」

「…………………………ゑ？」




　　　　※




　聖愛の家は、とんでもないほどの豪ごう邸ていだった。

　西洋のお城を思わせる外観。野球ができそうなほど広い庭には中央に大きな噴ふん水すいがあり、芝しば生ふや花か壇だんはしっかりと手入れがされている。自宅というよりキャッスルだ。西洋の童話に出てきそうである。

「さあ、遠えん慮りよせず上がってください。さっき言った通り、今日は私しかいませんから」

「は、はい！　お邪じや魔まします！」

　立派な門をくぐり、庭をぬけ、家の中へと入っていく。中には絨じゆう毯たんが敷しき詰つめられた広い廊ろう下かが続いていた。

　遥真たちは、スリッパを履はいて二階に上がる。そして長い廊下をたっぷり一分以上かけて進んで、ようやく聖愛の部屋についた。

「散らかっているかもしれませんが、注チユー目もくしないでくださいね？」

「は、はい！」

　女子の部屋に入るという生まれて初めての経験に、遥真は思わず深呼吸。心の準備を整える。期待に胸を膨ふくらませ、聖愛に続いて入室した。

「す、すごい……」

　それは、お姫ひめ様のような部屋だった。

　天てん蓋がい付きの巨きよ大だいなベッドに、貴族が愛用してそうなオシャレなタンスや小物入れの数々。

　その隣となりにも少女漫まん画がのマスコットキャラや女子に人気のヌイグルミが、おしとやかに並べられている。

　瀟しよう洒しやな勉強机の側そばにはティータイム用の小さな机が置かれており、カップやスプーンも西洋風の可愛い品が揃そろっている。また、絨毯に置かれた丸いふわふわなクッションも、女の子らしさを醸かもし出していた。家具の色は全体的に淡あわいピンクか白で統一されており、おとなしすぎず派手過ぎず、丁度よい華はなやかさであった。

　聖愛は、「わぁー……」と珍めずらしそうに自分の部屋を眺ながめる遥真に、少しだけ恥ずかしそうになる。

「やっぱり、ちょっと緊きん張ちようしますね……。男性を上げるのは初めてですので……」

「そうなんですか？　でも聖愛さん、リア充じゆうですし。そういう経験ありそうですけど」

「とんでもないです！　女子が男子を部屋に入れるなんて、軽々とできることではありません。ですから、遥真さまが初めてです」

　キッパリと断言する聖愛。考えてみれば、確かに勇気のいる行動だろう。たとえ親しい相手でも、男子を家に入れるとなれば、襲われる危険を考えてしまう。

　ところがだ。遥真は聖愛から誘われて家族が留守中の家に来ている。逆説的に考えれば、これはもう「襲われてもいい！」ということでは……。

「あれ……？　これもうイケるんじゃ……？」

「え？　イケるって、何がです？」

「い、いや！　なんでもありませんっ！」

　思考が漏もれていたと知り、遥真は両手で口を隠す。

「私、お茶を淹いれてまいりますね。どうぞ、ゆっくりしていてください」

「は、はい！　ありがとうございます！」

　遥真の近くにクッションを置き、しずしずと部屋から出ていく聖愛。

　遥真は彼女を見送って扉とびらが閉まったのを確かく認にんする。そして自らの口に拳こぶしを挟はさみ、声が漏れないようにして叫さけんだ。

「ファ────────────────────────────────ッ！」

　これは完全にチャンスである。女子から男を家に呼ぶ。それは即すなわち『誘っている』ということなのだ。ここまできたらもうＨできる。いや、逆にしないと失礼だ。

「お、お、お、落ち着くんだ僕！　まだそうと決まった訳じゃない！　聖愛さんもそこまでは考えてないかもしれないし……」

　しかしチャンスには変わりない。この機を上う手まく利用すれば、大人の階段を上ることができる。遥真はそう確信していた。

「とりあえず、情報収集をしよう！　えーっと『女の子の部屋　その気にさせる』……」

　大人になるため、必死にスマホをたぐる遥真。書かれていることを流し見て、実じつ践せんできそうな情報を覚える。

「なるほど。『部屋に居座る口実を作れば、あとは流れでなんとかなる』か。そして『男らしさを見せつければ、Ｈの確率は高まる』……ふむふむ」

　と、ノックの音がして聖愛が戻もどる。

「お待たせしました、遥真さま…………どうしてスクワットをしているのですか？」

「フンッ！　フンッ！　どう!?　男の子らしいでしょ？」

「え、ええ……。トレーニングは男らしいと思いますが……」

「あー、やばいっ！　もうとっくに終電出ちゃってるよ！　これは居座るしかないなぁ！」

「いえ、あの……。ここに来る時電車使ってませんよね？」

　スクワットをしながら謎なぞのセリフを吐はく遥真に、さすがの聖愛も対応に困る。

「と、とりあえずお茶でもどうですか？　おいしい焼やき菓が子しも持ってきました」

「フンッ！　フンッ！　いただきます。フンッ！」

「一いつ旦たんスクワット止やめましょう？」

「あ、はい。すみません」

　優やさしく言われ、遥真は仕方なくアピールを止めて座ろうとする。

　ところが、その時足がもつれた。

　久しぶりに激しく筋トレをしたせいで、足が疲つかれてしまったのだろう。ふらつき、床ゆかに倒れ込む。

「うわっと！」

「遥真さま、大だい丈じよう夫ぶですか!?」

　心配そうに駆かけ寄る聖愛。下が柔やわらかいカーペットのため怪け我がをするようなことはないが、突とつ然ぜんのことに驚おどろいたらしい。

「あ、あはは。ちょっとバランスが……」

　情けない姿を見られてしまい、苦笑いを浮うかべる遥真。彼はすぐ起き上がろうとする。

「あれ……」

　その前に、遥真の視線が部屋の奥に置かれている本ほん棚だなへと向けられた。扉つきの上質な本棚。そのガラス越ごしに中を見ると、中央には本ではなくて、ヌイグルミが一つ飾かざられていた。

「あれ……？　あのヌイグルミ、見覚えが……」

「あっ！」

　巨大な猫ねこのヌイグルミ。それは以前、遥真がゲームセンターで聖愛にとってあげたものだ。その首には、もともとはついていなかったはずの赤いリボンが着けられている。さらに手首にはミサンガが、頭には花の冠かんむりが着けられ、全身が可愛かわいく飾られていた。

　しかも、ヌイグルミだけではない。

　その隣には、遥真と聖愛のツーショット写真。今年の夏、ホテルのナイトプールで一いつ緒しよに撮とったものである。遥真がプールに落ちていくところが写されている間ま抜ぬけな写真が、立派な写真立てに入れられて大事そうに飾られていた。しかもその写真立てまでも、フレームが花の飾りで装そう飾しよくされている。

「これ……ひょっとして、僕に関係するもののコーナー？」

「！」

　バレた！　みたいな顔をする聖愛。頰ほおは焼けるように赤くなり、冬だというのに玉のような汗あせを額から垂らす。

「い、いえ！　そういうことでは……あうううぅぅ……」

　テンパり、俯うつむいてしまう聖愛。自分の心を覗のぞかれたような恥はずかしさに、混乱しているようである。

　聖愛の様子に、遥真もなんだか余計なところをつついたと悟さとるが、今いま更さら見なかったことにはできない。何か言葉をかけねばと思い、必死に慰なぐさめの言葉を探す。

　しかし、聖愛が先に口を開いた。

「す、すみません……。どうしても遥真さまとの思い出は、見える場所に飾りたくて……」

　観念したように言う聖愛。長い髪かみで顔を隠かくして、ゆっくり言葉を零こぼしていく。

「遥真さまとは学校が違ちがって毎日会うことはできませんし、特に最近は告こく際さい恋れん合ごうのお仕事のせいで、愛あいに行くこともできなくて……。だから、遥真さまのことを想おもいだして、寂さびしさを紛まぎらわせてました……」

「聖愛さん……。そんなに僕のことを考えて……」

「でも、そんなの気持ち悪いですよね……？　勝手なことをして、すみません……」

　しゅん、と落ち込んだ様子の聖愛。
















　遥真は彼女に優しく微笑ほほえんで言う。

「聖愛さん、謝らないでください。僕、気にしてませんから」

「本当ですか……？　引いてませんか……？」

「引くわけないじゃないですか。むしろ、すごく嬉うれしいです」

　ヌイグルミと写真立ては手の込こんだ装飾を施ほどこされた上で、立派な本棚の、しかも目立つところに置かれている。これは聖愛が遥真のことを大切に思っている何よりの証しよう拠こだ。

　中にはその気持ちを『重い』という人もいるかもしれない。でも遥真はそうは思わなかった。ただ単純に、彼女の気持ちが嬉しかった。

「私……もっと遥真さまのことを考えていてもよろしいでしょうか？」

「もちろんです。僕も、聖愛さんのことはとても大事に思ってますから」

　遥真が立ち上がり、間近で聖愛と見つめ合う。美しいピンク色の瞳ひとみ。うっすらと朱しゆに染まった頰。苺いちごのように紅あかい唇くちびる……。

　やがて聖愛が、遥真に呟つぶやく。

「遥真さま……。動かないでください」

「え？　なんで──」

　遥真の口に、聖愛が人差し指を当てる。

「お口を閉じて。それと目も」

　やや嗜し虐ぎやく的な聖愛の笑え顔がおに、遥真の心臓が大きく跳はねる。

「あなたに、私の全すべてを差し上げます」

「…………っ！」

　言われた通り、口と目を固く閉じる遥真。聖愛が近づくのを感じ、遥真の全身に力が入る。あと三センチ……二センチと、二人の唇の距きよ離りが縮まる。

　そして──

「ただいま聖愛ぁー！　ご飯作って～！」

「キャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッッ！」

　突然返ってきた家族に驚き、聖愛の悲鳴が轟とどろいた。




　　　　※




　最近よくキス邪じや魔まされるなぁ……なんてことを考えながら、遥真は今回の闖ちん入にゆう者と自己紹しよう介かいを交かわしていた。

「聖愛の姉の国続優ゆう愛あで～す。ヨロシクね、遥真クン☆」

「は、はい！　よろしくお願いします！」

　テーブルを挟んで向かい合う二人。遥真は勢いよくお辞じ儀ぎをした後、優愛の姿をじっと見た。

　基本的にはとても聖愛に似た人だ。聖愛と同じピンクのロングへアーを持ち、顔立ちもかなりそっくりである。違うところは、髪に強めのカールがかかっていることと、胸が聖愛より大きくて身長も少し高いこと。そして、ピアスやネイル、アクセサリーで全身を飾っていることだ。全体的には、聖愛を少しチャラくしたような感じだろう。聖愛とあまり変わらないほど若い見た目をしているが、実際は二十代前半らしい。

「お姉ちゃん！　今日は仕事で帰らないって、朝言ってたじゃないですか！」

　遥真が優愛を見ていると、彼女の隣となりに座る聖愛が珍めずらしく怒おこった様子で言う。

「だってお仕事メンディーんだも～ん。部下の男子に押し付けてきちゃった☆　ってか、アタシがいない間に彼氏を部屋に連れ込むとか、聖愛も成長したんだねぇ～。よしっ！　記念に一枚撮ろ！」

「キャッ！　ちょっと、やめてください！」

　スマホを取り出し、優愛が素す早ばやく写真を撮る。ちゃっかり自分もピースサインで映り込んで。

「えーと『妹の男連れ込み記念～☆　帰宅したら～。妹が彼氏とちゅーしてたよぉ～』」

「止めてください！　ＳＮＳに投とう稿こうしないで！」

　聖愛がスマホを奪うばおうとするが、姉は巧たくみにそれをかわす。

「や～、こわたん～。そんな大声で怒んないでよ～」

「怒りますよ！　それに、私の部屋にいきなり入らないでください！　ノックするのが愛マナーです！」

「イイじゃん。ゆーて姉妹しまいなんだし～。あ、もしかしてヤる直前だった～？」

「や、やるって何をですか……？」

「そんなのアンタ、セッ○スに決まって──」

「や、やりません！　するわけないです！　遥真さまとそんなことっ！」

「………………………………」

「聖愛。遥真クン、今にも死にそうな顔してるけど～？」

　──僕トハ、スルワケ、ナインダネ……。

「あああ!?　違います！　そのっ、今のは言葉の綾あやで！」

「ま～でも？　聖愛とヤリたいなら、アタシが認めた男じゃないとね～。彼氏たるもの、彼女の家族にも好かれてないと～」

「優愛さん！　こちら茶菓子でございます！」

　騎き士しのように跪ひざまずき、クッキーの載のった皿を差し出す遥真。

「あははっ！　この子、おもしろ～い！　ちょっとダサいけど見み込こみはあるね」

　優愛がクッキーを一つつまみ、ニヤリと悪そうな笑みで問う。

「ねぇ遥真クン、聖愛のどこが気に入ったの？　おっぱい？　やっぱりおっぱいかな？」

「お、お姉ちゃん！　変なこと聞かないで──」

「優愛さん……。そういうのは『どこが』とかじゃないんです。聖愛さんを一目見た時に、『全て』を好きになったんです……」

　キリッと澄すました表情になり、遠い目をして遥真が答える。

「う、ううぅ……！　やめてくださいぃ……」

　一方聖愛は恥ずかしがり、クッションに顔を押しつけた。

「アハハハハッ！　すご～！　真顔でこんなこと言う人いるんだ～！　じゃあさ、聖愛のことどれくらい好き？　なんかオシャレに譬たとえてみて！」

「譬えですか、そうですね……」

　遥真は優愛の気に入る答えを得ようと、辺りに視線を巡めぐらせる。聖愛への大きな愛情を譬えるに足る巨きよ大だいな何か……。

　遥真の目線が、聖愛の胸むな元もとに注がれた。

「聖愛さんのおっぱいぐらい好きです！」

「わあああっ!?　何を言ってるんですかぁっ!?」

　聖愛が豊満な胸を両手で隠す。おっぱいが腕うでに押さえつけられ、むぎゅう、と形を撓たわませる。

「意味分かんない！　オシャレじゃないし～！　ってか、ひょっとして君、変態クン？」

「ち、違います！　今のはちょっと譬えるものを間違っただけで……」

「へぇ～。ホント？　それじゃあさ」

　優愛が立ち上がり、遥真の後ろに移動する。そして──

「こんなことしても、大だい丈じよう夫ぶだよねぇ？」

　彼を背中から抱だきしめた。

「!?」

　強い抱ほう擁よう。遥真の背中に優愛の双そう丘きゆうが押し当てられる。聖愛と同じレベルの巨きよ乳にゆうが、柔やわらかさと弾だん力りよくを伴ともなう奇き跡せきのような感かん触しよくが遥真の理性を奪っていく。

「こ、これは……。うぼあああああああああああっ！」

　刺し激げきに耐たえきれず、遥真が鼻血を噴ふき出した。

「照れてるの？　キャー！　遥真クンカワイイー！　よし、この写真も投稿しよう。『妹の彼、寝ね取とっちゃった♪』」

「お姉ちゃん！　何してるんですかッッッ!!」

　さすがの聖愛も、姉の行いに激げき怒どした。遥真の腕を引っ張って、優愛から彼を引きはがす。そして遥真は興奮のあまり、くたぁと床ゆかに座り込んだ。

「あんっ。もう、怒りっぽいんだから～。ちょっとしたスキンシップだって」

「胸を当てるのはスキンシップの域を超こえています！」

「性せい徒と会長のクセに固いね～。リア充じゆうだったら普ふ通つうだって。それにさ～」

　優愛が聖愛の耳元に近づき、遥真に聞こえないように問う。

「アタシ、遥真クンのこと気に入っちゃった～。この子は私がもらうから」

「な……な……っ!?」

　聖愛の顔色がみるみる青くなっていく。

「やめてください！　そんなの、絶対許しませんっっっ！」

「えー？　遥真クンの気持ちも聞いてみようよ。ねぇねぇ、ちょっと質問だけど～」

「は、はい……？」

　鼻からつーっと血を流したまま、遥真が虚うつろな表情で振ふり向く。

「私と聖愛、どっちの布ふ団とんで一いつ緒しよに寝たい～？」

「ブシュワアアアアアアアアアア──────────！」

　再び大量の血を噴き出し、頭から床に倒たおれる遥真。

「何て質問するんですかあああああああああああああああっ！」

「え？　だって重要じゃん？　ねぇ遥真クン。私と一緒に寝てくれたら、色々サービスしちゃうよ～？」

「やめてください！　上着のボタンを外しながら遥真さまに近づかないで！」

　聖愛が必死に優愛の脱だつ衣いを止めにかかる。

　その時、大量の血を流し正気を失ってしまった遥真が、虚ろな目でこう呟いた。




「…………姉妹しまい丼どんという選せん択たく肢し……」




「遥真さまっ！　すぐにお帰りください！　これ以上毒されないうちに！」

「はっ！　聖愛さん、僕は何を──うわっ！」

「早く出て行ってくださいいいいっ！」

　聖愛が無理やり遥真を引きずり、家の外まで連れていく。敷しき地ち外がいへと放ほうり出し、さらに門と玄げん関かんに何重にもロックをかけた。

　その様子を見て、遥真は誰だれにともなく言う。

「アレ……？　僕、フラれたの？」

　事態がいまいち吞のみ込めず、遥真は寒風吹ふきすさぶ中、しばらく一人で立ち尽つくした。




　　　　※




「はぁ……。昨日はやっちゃったなぁ……」

　翌朝。寮りようの布団で転がって、愚ぐ痴ちをこぼす遥真の姿があった。昨日の国続家での出来事について、何度も重いため息をつく。

　せっかく家に招かれるほど聖愛と仲が良かったのに、最後には無理やり追い出されてしまった。さすがに嫌きらわれたのだろう。

「うう……。姫ひ奈なといい聖愛さんといい、どんどん女子に嫌われるなぁ……」

　もともと仲がよかった分、リア充の女子たちに馬ば鹿かにされるよりよっぽどダメージがデカかった。考えれば考えるほど、どんどん気分が沈しずんでいく。

「あーもう！　悩なやんでいてもしょうがない！　とりあえず気分転てん換かんだ！」

　心の傷を癒いやそうと、遥真が布団から飛び起きる。

　彼は押入れの戸を開き、上段に入った段ボール箱を取り出した。埃ほこりを払はらい、『参考書』と太字で書かれたその箱を開ける。中に入っていたものは……。

　肌はだ色いろとピンク色の目立つ、ＤＶＤのパッケージ。Ｈなビデオの数々だった。

「フフフ……。今日は久々に珠しゆ玉ぎよくのコレクションを堪たん能のうしてやる！」

　レンタルショップの中古品などを漁あさって揃そろえた自じ慢まんの品たち。現実で満たされない欲よつ求きゆうは、いつもこれらで満たしてきた。今日とて、それは例外ではない。

　一番気に入っている巨乳ものの作品を選び、小型のプレイヤーにセットする。近くにティッシュを用意して、再生ボタンをスイッチオン。あとはゆっくり楽しむだけだ。

「デジタルでもおっぱいはおっぱい！　さあ、僕のムスコを慰なぐさめてくれ！」

　ピンポーン。

　狭せまい部屋に、来客を知らせるチャイムが響ひびいた。

「ぬがああああああっ！　もうっ、こんな時に誰さ!?」

　いいところでの妨ぼう害がいに苛いら立だち、遥真は乱暴に扉とびらを開ける。

「はいはい、どちら様ですか──っ!?」

「遥真さまっ！　おはようございます」

「…………んん？」

　遥真は自分の目を疑った。

　玄関前に立っていたのは、嫌われたはずの聖愛だった。

「せ、聖愛さん……？　なんで、どうして……？」

「すみません。失礼かとは思いましたが、家を調べさせていただきました。今日は少しお願いしたいことがあって……」

「お、お願い……？　でも、僕のこと嫌いになったんじゃ……」

「そんな！　嫌いになんてなりません！　遥真さまは、一番大事な人ですから！」

　聖愛の切実な表情と声が、彼女の気持ちを強く訴うつたえる。

　それを聞き、遥真の目から涙なみだがこぼれた。

「遥真さま!?　大丈夫ですか？」

「は、はい……。ちょっと安心しちゃって……。あ、そうだ！　それよりお願いって何ですか？　僕にできることは何でもしますよ！」

「えっと、その件なんですけど……。実は昨日、遥真さまにお帰り頂いた後で姉と喧けん嘩かになりまして……」

　聖愛は優愛に、自分の彼氏に淫みだらな誘ゆう惑わくを仕し掛かけたことを夜通し𠮟しかり続けたらしい。しかし話を真しん剣けんに聞かず適当な態度ではぐらかす彼女にとうとう聖愛も限界がきて、つい家出をしてしまったのだとか。

「あれだけ色々と言った以上、しばらくの間帰り辛づらくて……。それで、本当にご迷めい惑わくかとは思いますが…………しばらく泊とめてもらえないでしょうか……？」

「と、泊める!?」

「はい……。やっぱり、突とつ然ぜん失礼でしたか……？」

　不安そうに尋たずねる聖愛。

　だが遥真は、むしろ感かん極きわまっていた。

「そんなことないです！　僕ん家ちで良ければ、是ぜ非ひどうぞ！」

　聖愛と二人きりになれると思うと、はしゃがずにはいられない。これでまた彼女と仲よくできる。一度嫌われたと思ったからこそ、その喜びもひとしおだった。

「よかったぁ──！　凄すごく嬉うれしいです！　聖愛さんと一緒にいられて！」

「本当ですか!?　ありがとうございます！　実は遥真さまと一緒に暮らすの、とても楽しみにしていたんです！」

　聖愛も笑え顔がおを弾はずませて、持参した荷物を玄関に置く。

　特大のリュックサック一つに、手て提さげ鞄かばんも大きいサイズの物を三つ。さらにショルダーバッグもあり、一人で北極にでも向かう旅人のような重装備だった。

「あの、聖愛さん……。数日家に泊とまるだけならこんなに荷物は必要ないんじゃ？」

「必要あります！　遥真さまとの『新しん性せい活かつ』を始めるにあたって、これくらいは必要不可欠です！」

　なんだか『生活』のニュアンスが若じやつ干かん違ちがった気がするが、遥真は特にツッコめなかった。聖愛のテンションが高かったからだ。

「例えばですね、こっちのカバンはお洋服や装そう飾しよく品ですね。お泊とまりセットも入っていますよ？　しばらくここにいられるように、一年分のアメニティを揃えて来たので安心です！　あと、これはお料理セットです。私が家で使っていた道具を一式持参させていただきました。使い慣れた道具の方が美お味いしいものを作れますから。その他ほかにもスリッパや枕まくら、お箸はしやコップなどの日用品もしっかり用意してあります！」

　これで一緒に過ごせますね！　と、これ以上ないほどニコニコする聖愛。

　泊まるどころか、ずっと居座る気満々だった。気合いを入れ過ぎてしまったのだろう。遥真は思い至っていないが、はたから見ればまるで押しかけ妻である。

「あっ！　すみません！　一人で長々と語ってしまって……」

「い、いえ！　僕も一緒にいられて嬉しいですし！　とりあえず、中に入りましょうか？」

　そのとき、彼の耳に声が届いた。

『あんっ、あんっ！　入れちゃダメえぇ！』

　……ＡＶ、つけっぱなしだった………………！

「それでは、早さつ速そくお邪じや魔ましても──」

「じゃあ、聖愛さん。三時間後にまた来てください」

　玄関を塞ふさぎ、聖愛の侵しん入にゆうを防ぐ遥真。

「え……？　どうして三時間も……？」

「いや、あの……。今ちょっと中が散らかってて！　掃そう除じだけしておきたいなって」

「でしたら、お片付けさせていただきますよ！　これから置いていただくのですから、それくらいは私がやります！」

　マズい！　確実にお片付けされる！　ＡＶを処分されてしまう！

「片付けちゃダメです！　あれは僕のムスコにとって、とても大切なものなんです！」

「む、ムスコ……？　えええええっっっ!?　遥真さま、息子いらっしゃるんですか!?」

　聖愛が今まで出したことのない金切り声を響かせる。両目はまん丸に見開かれ、今の発言が人生最大の衝しよう撃げきであると物語っていた。

　しかし遥真はそんな聖愛の反応を気にせず、落ち着いた風を装よそおって言う。

「当然です。男はみんな、立派なムスコを持っているんです！」

「そ、そんな……。すでにお子さんが……」

　ショックを受け、フラッと倒れそうになる聖愛。遥真が彼女の体を支える。

「聖愛さん？　どうかしたんですか？」

「どうもこうも、子供がいるなんて…………。息子さん、もう大きいんですか？」

「むっ、ムスコの大きさですか!?　そんなこと聞いちゃうんですか!?」

「だって気になります！　今どれくらい大きいんですか!?　とても重要なことですよ！」

「え、えぇー……!?」

　剣けん幕まくに押され、遥真は一度聖愛に背を向けて自分の股こ間かんを確かく認にんする。

　そして人差し指と親指で隙すき間まを作って大きさを示した。

「そ、その……これくらい……？」

「え!?　人間の息子さんですよね？　そんなの小ちっちゃすぎますよ！」

「ち、ちちちちちち小っちゃくないよ！　え!?　小っちゃくないよねぇ!?」

「いくら子供でも、あまりに小っちゃいと思います！」

「でも大人（バトルモード）になったらこの二倍くらいありますよ！」

「いや、それでも小っちゃいです！」

「ぐはあああああああああああああああああああああああっっっ！」

　遥真の心に会心の一いち撃げき。メンタルライフがゼロになる。

「その身長、まるで小人じゃないですか！」

「いや、これくらいのチン長ちようは普ふ通つうさ！　皆みんなこんなものですって！」

「そんなわけないじゃないですか！　そんなに小さな人なんていません！」

「じゃあ、普通はどれくらい大きいんですか？」

「それは、身長なら百センチとか……」

「そんなの化け物じゃないですか！　え？　そんなの中に入るの!?」

「入るって、何に入れるんですか？」

「それは女性のアレに……って、あれ？」

　ふと、遥真が会話に違い和わ感かんを抱いだく。

「そもそも、母親は誰だれなんですか!?　誰とのお子さんなんですか──っ！」

　遥真に詰つめ寄り、ガクガクと彼の体を揺ゆする聖愛。

　遥真はそこで勘かん違ちがいに気付く。

「あ、あの聖愛さん！　違いますよ！　本当の子供じゃないですからね？」

　涙ながらに叫さけぶ聖愛に、遥真が慌あわてて説明する。

「えっ……？　誰かが遥真さまのお子様を、出産したという話ではなくて？」

「違いますって！　僕まだ高校生ですよ？　子供なんていないです！」

「な、なんだ……。よかったです……。あれ？　では、ムスコって何のことです？」

「…………………………」

　──えっと、どうやって誤ご魔ま化かそう？

「いや、その……。息子じゃなくて木須肉ムースーローと言ったんです！　ほら、あのきくらげと豚ぶた肉にくと卵を炒いためた中ちゆう華か料理の！　お昼ご飯に食べたいなって！」

「あ、では私がお作りします！　料理には自信がありますから」

「あっ、待っ──」

　ほんの一いつ瞬しゆんの隙すきを突つき、聖愛が遥真のディフェンスを突とつ破ぱ。玄げん関かんで靴くつを脱ぬぎ始める。

『イクッ！　イクううっ！　なんか出ちゃう～～～～～～！』

「あれ？　声が聞こえますけど──」

「うわあ─────っ！　手がものすごく滑すべったぁ──────！」

　下げ駄た箱ばこの上にあった置時計をプレイヤーに向けてブン投げる。大きくて重量のある時計は見事プレイヤーを撃げき破はして、ＤＶＤの再生を止めた。

「はあっ、はあっ……。間に合った……」

「何がっ!?　えっ？　何をしたんですか!?」

　ボンッ、と小さな爆ばく音おんを立てて、プレイヤーが煙けむりを吐はいた。
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　遥真のプレイヤーが死亡した頃ころ。近くにある独ひとつ橋ばし高校の女子寮りようでは、姫奈が寝ね床どこで悶もだえていた。

「ヤバい……。遥真が好きすぎる……」

　巻きずしのように布ふ団とんにぐるぐるくるまった姫奈が、そんな恥はずかしい独り言を漏もらす。

　姫奈は恋こい心ごころを抑おさえるために遥真と距きよ離りを置くことにしたが、その試練の大変さが全く分かっていなかったのだ。

　昨日、遥真を冷たい態度で突っぱねたところまではよかった。だが、時間が経たつごとにそれは後こう悔かいに変わっていった。「あんなこと言わなければよかった」「あんなひどいことを言ってしまって、嫌きらわれたに決まってる」。そんな気持ちが次々と湧わき、時間を戻もどしたい思いに駆かられる。

　また、単純に遥真と会えない寂さびしさもあった。考えまいと思っても毎分毎秒遥真のことばかり頭に浮うかぶ。その気持ちを物語るかのように、遥真アルバムや遥真抱き枕の封ふう印いんはすでに解き放たれて、姫奈のベッドに転がっていた。

　その上、ふと気が付けば『好きな男子にモテるコツ』とネットで検けん索さくをする始末。恋心を無くすどころか、むしろ悪化してしまっていた。

「えーっとなになに……？　男は舌ったらずな女子が好き？　バカな子を守ってあげたくなる？　なるほどね……。あ、ドジっ子にもやっぱ萌もえるんだ……」

　布団から出て、洗面所の鏡の前に立つ姫奈。そして舌ったらずな声を作る。

「は、はりゅま……愛してりゅ」

　もはや恋という病の末期症しよう状じよう。完全に痛い子になっていた。

　姫奈は人差し指を頰ほおに当てたり、一回転して「あはっ☆」と可愛かわいくウインクをしたりと、様々な仕草で遥真への告白ゼリフを試ためす。遥真を落とすことのできる、最強の告白方法を探して。

　そして最後に、潤うるんだ瞳ひとみと上うわ目め遣づかいの表情で、ひどく甘えた声を出す。

「はりゅま君……。姫奈ね、じゅ～っと、はりゅま君のこと愛してりゅんだよ？　りゃから、結けつ婚こんしてくれりゅ？」

　女の子らしさ全開の表情。保護欲よくをくすぐる仕草と目線。鏡に映った自分を見て、姫奈は首を縦に振ふる。

「う、うん……！　これなら！　これならきっといけるはず！」

「いや、さすがにないと思うなぁ……」

　不意に投げかけられる声。

　姫奈の部屋の玄関が開かれ、入り口に雪が立っていた。

「キャ──────────────────────────────────ッ！」

　腰こしを抜ぬかし、まるで幽ゆう霊れいを見たかのように甲かん高だかい悲鳴を上げる姫奈。

「な、ななっ、何でアンタがいるの────っ!?」

「いや、チャイム鳴らしたけど出なかったから……。それに玄関開いてたし」

「そんなの理由にならないわよ！　っていうか、見た!?　ねぇさっきの見た!?」

「えっと……ゼンゼンミテナイヨー？」

「あからさまに気ぃ遣うんじゃないわよ─────！」

　窓ガラスが割れそうなほど勢いのある姫奈のシャウトに、雪の体がビリビリと震ふるえる。

「ごめんごめん。でも、なんか懐なつかしかったなぁ。中学生の時の姫奈も『モテるための練習よ！』って、ああいうことよくやってたよね」

「そういうこと言わなくていいから！　いちいち思い出させないで！」

　先日雪が読み上げた黒歴史ノートが頭をよぎり、姫奈は今すぐ死にたくなった。

「うん。今のもすぐに黒歴史入りしそうだねっていう追い打ちはおいといて……。姫奈さ、そんなに遥真君が好きなら、もう告白すればいいんじゃないかな？」

「んみゅわっ!?　何ソレ!?　全然好きじゃないですけど!?」

　動どう揺ようしつつも、大声で否定しようとする姫奈。

　恋心を自覚するだけでなく、他人にまで認めてしまう。それは姫奈にとって超こえてはいけない一線だった。

　もし他人に自分の気持ちを話したら、おそらくもう独どく身しん術じゆつは使えなくなる。自分の心に押しとどめることができない程ほどに恋心が強くなってしまえば、相対的に憎悪ヘイトの力は弱くなるからだ。そんな状態では今までのようにリア充じゆうと戦うことはできない。独身術の使い手から、ただの恋する女子になるのだ。

　その変化が、姫奈は怖こわかった。

　それは今までの自分を否定することに繫つながってしまう。自分は恋なんかしないんだ、リア充とは違ちがうんだというプライドが、ズタズタに傷つけられてしまう。

　持ち前の負けず嫌いのせいで、姫奈はそれを許せない。

　自分の心を守るためにも、打ち明けるわけにはいかなかった。

「いやでも、愛してるって言ってたじゃん。さすがに今いま更さら誤ご魔ま化かせないよ」

「ぐっ……！　違うし！　あんなの冗じよう談だんに決まってるでしょ！」

　あの練習を見られた以上隠かくし通すのは不可能だが、姫奈は絶対に認めない。

「昨日も遥真君によく分からないこと言ってたけど、自分の気持ちに噓うそをついても余計に好きになるだけじゃない？」

「だ、だから好きじゃないんだって！　そりゃあ、昨日は言いすぎたけど……」

「そう？　でも、姫奈が本当に遥真君のこと好きじゃないなら、私が告白しようかな～」

「はぁ!?」

　雪の唐とう突とつな発言に、姫奈は分かりやすく面めん食くらう。

「私、遥真君となら付き合いたいって思ってるよ？　困った時に泣きついてきたり、結構可愛いトコあるし。あと小学校からの付き合いだから、割と気心も知れてるし」

「そ、そんな……」

「でも遥真君結構モテるから、告白するなら早めがいいよね。歩夢ちゃんもよく遥真君とＨなゲームして遊んでるし。ゆっくりしてたらとられちゃうよね」

「と、とられちゃう……!?」

「よし、そうと決まれば遥真君の家うちに行こうっと。思い切って告白しちゃって、恋こい人びと同士になっちゃおう～」

「ま、待って！　待ちなさい雪ィ！」

　家から出ようとする雪の手を取る。

「どうしたの～？　遥真君のこと好きじゃないなら、私が告白してもいいよね？」

「だ、ダメよ！　その……今から私、遥真に昨日のこと謝りに行くの！　悪口はやっぱりよくなかったから、しっかり謝罪しようと思って。だからアンタはついて来ちゃダメ！」

　頭をフル回転させて、雪を止めるための言い訳を生み出す。

「え～？　でも私、姫奈がいる前で遥真君に告白してもいいけど？」

「そんなこと絶対に許さないからね!?　とにかく、アンタは来ちゃダメだからーっ！」

　叫び、雪の遥真家訪問を断固として認めない姫奈。

　とはいえ、雪のおかげで遥真に会いに行く理由ができた。雪にこう言ってしまった以上、謝りに行かないわけにはいかない。

　姫奈は雪を家に帰した後、すぐさま身み支じ度たくを整えて遥真の寮へと向かっていった。




　　　　※




　聖愛が来てから数十分。遥真の家は早くも様子が変わっていた。

　玄関の扉とびらにフェルトのドアカバーが取り付けられて、ピンク色の絨じゆう毯たんが廊ろう下かに綺き麗れいに敷しかれている。洗面所には遥真がいつも使っている青色のコップ・歯ブラシの隣となりに、聖愛が持参した桃もも色いろのコップ・歯ブラシが並ぶ。五畳じよう半はんしかない狭せまいリビングルームには、明らかに遥真の私物ではないモフモフのクッションが置かれていて、机やテレビの周りには小さなヌイグルミの数々が。さらに寝しん室しつには二人分の枕まくらと、遥真が聖愛に取ってあげた猫ねこヌイグルミが降臨している。

　もうここは遥真の家ではない。遥真と聖愛の愛の巣である。

　そしてそんな巣の中で。

　遥真は聖愛に、耳みみ掃そう除じをしてもらっていた。彼女の膝ひざに頭を預けた、『膝枕』の態勢で。

（ふ　・　と　・　も　・　も──────────────────────っ！）

　遥真が心の中で叫ぶ。ムッチリとした太ももに遥真の頭が沈しずんでいた。しっかりとした弾だん力りよくがありつつ、来るものを受け入れる柔やわらかさもある。その太ももは、彼女の人ひと柄がらを表しているようだった。そう。太ももとは、心なのだ。その人の心が、人格が、そのまま太ももに現れるのだ。

「遥真さま、おかゆいところはありませんか？」

「は、はいぃ！　幸せですぅ───！」

　嬉うれしさのあまり、涙なみだを流して返事をする遥真。

　女子の膝枕、耳掃除付き。後頭部に当たるふよふよポヨンな太もも様の感かん触しよくと、耳掃除での気持ちよさ。こんな最上級プレイ、リア充でなければアレなお店でしか体験できないと思っていた。それ程の大きな幸せを、自分は味わっているのである。

　遥真の中で聖愛はすでに、自分に幸せを届けてくれる尊い天使になっていた。

「はい、耳掃除終わりましたよ～」

「あ、ありがとうございましたあっ！　今までの僕の人生で、一番気持ちよかったです！」

「いえいえ、これくらいなんでもないですよ。お姉ちゃ──姉のお世話に比べたら……」

　優愛のことを思い出し、ふぅ、とため息をつく聖愛。

　聖愛はいつも家事を押し付けられてしまったり、様々ないたずらをされたりと、優愛に振り回されているのだった。

「本当にひどい姉ですよ。その上、私のプリンは勝手に食べるし、私のクッキーは勝手に食べるし、私のおせんべいは勝手に食べるし、とても迷めい惑わくな人なんです！」

「あ、あはは……。毎日大変なんですね……」

　ケンカして家を出ただけあって、聖愛が姉に抱いだいているフラストレーションは相当なものだ。遥真は彼女の話を聞いて、うんうんと同意してあげる。

「確かに姉も、この学園都市の最高責任者を務めてますからストレスは多いと思います。でもやはり家族である以上、最低限の愛マナーというのが──」

「え？　待ってください。優愛さんって、十五地区の責任者なんですか？」

「あ、はい。そうですよ？　大学を卒業した後に、親から権利を譲ゆずり受けたんです」

　聖愛が告際恋合の長なら、優愛はこの都市全体の長。超ちよう絶ぜつリア充姉妹しまいであった。

「そもそも恋れん愛あい適性制度を作ったのは、私のひいお爺じいちゃんですから。両親は共に政治家で、姉も都市の責任者であると同時に今の『恋愛適性』制度の事実上の責任者です」

　これは全く知らなかった。だが、聖愛の圧あつ倒とう的なリア充オーラを考えると、妙みように納なつ得とくできてしまう。

「でも、私は今の制度があまり好きではありません。人を差別化してしまう嫌いやな空気がありますから。私も告際恋合の議長として、そこは変えようとしているのですが……」

　告際恋合はリア充の中ではかなりの権力を有しているが、社会を変えるほどの力はない。聖愛は悲しそうにため息をついた。

「そうなんですか……。本当に苦労しているんですね……」

「私の力では、姉には遠く及およびませんので。政治のことも、愛あい気き道どうも……」

「え？　でも聖愛さんの愛気道なら、お姉さんだって倒たおせそうな気がしますけど……」

　遥真は以前、姫奈から聖愛の愛気道について聞いていた。

　聖愛の『性せい域いき』の愛気道は、全すべての脅きよう威いから術者を守る絶対防ぼう御ぎよの能力だ。一度発動してしまえば、どんな攻こう撃げきも聖愛に届くことはない。

　この力があれば聖愛は無敵。そう確信する遥真だったが、彼女は落ち込んだ声で言う。

「いいえ……。私程度の愛気道では、姉には絶対に通用しません。それどころか、私以外の愛気道も、独身の方の独身術も、姉の力には勝てないでしょう。あの、とてつもない愛気道には……」

　身み震ぶるいし、冷たい汗あせを流す聖愛。優愛の能力を思い出し、本気で恐きよう怖ふしているようだ。

「そ、そんな……。それほどあの人は強いんですか……？」

　それは遥真にとっても聞き捨てならない情報だ。もし彼がこの世界を変えるためリア充と戦い続けるなら、いずれ優愛とも戦うことがあるだろう。しかし、聖愛ですらも震えるような恐おそろしい力の持ち主に、果たして勝つことができるのだろうか……。

「もしも姉を倒そうとするなら、独身術でも愛気道でもない、別の力が必要でしょう。それよりも、ずっと強い力が。あの人の愛マナに惑まどわされない、強力な新しい能力が」

　言い換かえればそれは、現状では何をしようとも優愛には勝てないということだ。リア充生徒の現トップである彼女の言葉に、遥真は軽く絶望しかける。

「あっ、すみません！　こんな暗い話は止やめましょう！　せっかく二人きりなのですから！」

　重い雰ふん囲い気きを取り払はらおうと、努めて明るく言う聖愛。

「そ、そうですね。今考えても仕方のないお話ですし……」

「ええ！　それより、まだ何かお力になれることはありますか？　私にして欲しいことがあれば、何でも仰おつしやってみてください」

「えっ!?　他ほかにもいいんですか！」

「はい。今日から一いつ緒しよに暮らすのですから、頼たよってくださって構いませんよ？」

　このイベントはもう聖愛の中では、『家出』ではなく『同どう棲せい』だった。

「じゃ、じゃあ！　マッサージをお願いしてもいいですか？　憧あこがれなんです！　女子に全身をほぐしてもらうの！」

「フフッ。もちろんいいですよ」

　聖愛は遥真を俯うつぶせにさせ、彼の肩かたから腰こしまでを力をこめてマッサージする。

「うあっ……！　あぁ～、凄すごいです……。ちょうどいい力加減ですよ……」

「そうですか？　じゃあ、まずは背中から集中的にいきましょう」

「あぐうっ！　この刺し激げきっ、痺しびれますうっ！」

「うふふ。遥真さま、そんな声出して、可愛かわいいです」




　　　　※




「遥真、許してくれるかな……」

　遥真の寮りように向かいながら、姫奈はずっと考えていた。昨日の自分の発言のことを。

　昨日の暴言（？）は遥真を深く傷つけたはずだ。ひょっとしたら自分と遥真の心の距きよ離りに大きな溝みぞを作ったかも知れない。それがあの時の狙ねらいとはいえ、本当にそうなってしまったら、悔くやんでも絶対に悔やみきれない。

　なぜあの時、もっとよく考えなかったのか。姫奈の後こう悔かいは募つのるばかりだ。

「許してもらえなかったらどうしよう……？　でも遥真だし、ちゃんと謝ればきっと分かってくれるよね……？」

　そうして思考を巡めぐらせる内に、遥真の部屋の前に到とう着ちやく。あとはチャイムを鳴らすだけだ。

「考えてても、しょうがないか……。よし！　当たって砕くだけてやるわ！」

　逡しゆん巡じゆんの後、覚かく悟ごを決める。そして、姫奈がチャイムのボタンへ右手を伸のばす。

『あぐうっ！　この刺激っ、痺れますうっ！』

『うふふ。遥真さま、そんな声出して、可愛いです』

　部屋の中から聞こえた声に、姫奈は腕うでをひっこめた。

「な、なに……？　今の声……？」

　聞き覚えのある二人分の声。これはおそらく、遥真と聖愛のものだろう。なぜか聖愛が遥真家にいて、遥真と何かをシているようだ。

　断続的に彼の喘あえぎ声が聞こえてくるような行いを。

『んぐっ……！　ああっ！　はあっ……はあっ……！』

『フフッ。遥真さま、気持ちいいですか？』

『は、はい！　こんなの、初めてです……っ！』

「ちょ、コレ……！　まさかアイツら……！」

　漏もれ聞こえて来る彼らの声に、姫奈は思わず聞き入ってしまう。扉に耳を当て、さらに様子を窺うかがおうとする。

『それでは、ここはどうですか？』

『い、痛いです！　そこはダメです、聖愛さん！』

『大だい丈じよう夫ぶです。痛いのは最初だけですよ。すぐに気持ちよくなりますから』

『あ……っ、ホントだ……。段々快感が勝まさってきました……！』

「なっ……!?　まさかのＳＭプレイ!?」

　間ま違ちがいなく、二人でいかがわしいことをしていた。しかも、案外マニアックなやつだ。

「あ、アイツら───っ！　すぐに止めないと！」

　急がなければ、遥真が一線を越こえてしまう。姫奈は急いで中に突とつ入にゆうしようとする。

　しかし、扉には鍵かぎがかかっていた。普ふ通つうに入ることはできない。

『わぁ……！　遥真さまの、とっても固くなってますよ……！』

『せ、聖愛さん！　僕、もう耐たえられません！』

『分かりました。それでは、そろそろフィニッシュです！』

「させるかあ────！」

　姫奈は咄とつ嗟さに青いオーラを身に纏まとう。

　遥真への愛でほだされているときは使用できない独身術も、聖愛たちへの憎悪ヘイトの方が強い今なら発動できる。

　ドガアアアアアアアアアアアン！

　けたたましい音を立て、姫奈が扉とびらを波は動どう弾だんで粉ふん砕さい。

「待て────っ！　この巨きよ乳にゆうオバケども────────っ！」

　そして部屋の中に飛び込む姫奈。彼女がそこで見たものは……。

「遥真さま、とってもお体が固くなってましたね。施せ術じゆつのし甲が斐いがありました」

「ぐはあっ……！　あ、ありがとうございます……。もの凄く気持ちよかったです……！」

　服を着たまま、ごく普通にマッサージをしていた聖愛たちだった。




　　　　※




「それで……どうして姫奈がここに……？」

　マッサージの後、遥真は扉を破って侵しん入にゆうしてきた姫奈に対して、事情聴ちよう取しゆを行っていた。

　考えてみれば、姫奈と会うのは喧けん嘩か別わかれになって以来だ。強ごう引いんな侵入の仕方といい、恨うらみでも晴らしに来たのかと、遥真はつい身構えてしまう。

　ところが、姫奈の口から出た言葉は、思いのほか素す直なおなものだった。

「そ、それは……。アンタと、話がしたかったからよ……」

「え……？」

「昨日さ……。アンタに色々言っちゃったじゃない？　だから、ちゃんと謝りたくて……」

　姫奈は遥真から目を逸そらし、もじもじしながら声を出す。

「ちょっと色々悩なやみがあって、つい八つ当たりをしちゃったの。でも、とりあえず吹ふっ切れたから。もうあんなことは絶対にしないわ。だから、できれば許してくれる……？」

「姫奈……」

　ごめん、と言うのが恥はずかしいのだろう。やや遠回りな言い方で、遥真に謝罪の気持ちを伝える。

　その姿に、遥真は安心する。別に自分が嫌きらわれたわけではなかったのだと。姫奈との絆きずなは健在なのだと。

「大丈夫。僕は全然気にしてないよ。僕の方こそ、潜せん入にゆうデートとかで姫奈に迷めい惑わくかけてると思うし、お互たがいさまってことで、どうかな？」

「……！　そ、そう！　アンタがそう言うならしょうがないわね！」

　姫奈が蕩とろけそうなほどの笑え顔がおを見せる。あからさまに機き嫌げんがよくなっていた。

「それじゃあ、この話は終わりってことで……。アンタも話を聞かせてもらえる？　なんで聖愛がここにいるのか……」

　聖愛と、彼女が持ち込んだ様々なグッズを見て問う姫奈。その顔に一いつ瞬しゆん前の笑顔はなく、遥真への不信感に満ちていた。

「まさか、非リアのクセにコイツと同棲してたってことは……」

「いや、違うよ！　これにはいろいろ事情があって……」

　遥真は姫奈に、聖愛がここにいる理由について一通りの説明をした。聖愛が姉と喧けん嘩かして、家出先として遥真のもとを頼ったこと。彼女はついさっき来たばかりで、やましい行こう為いはしていないこと。

　遥真が昨日聖愛の家に行ったことは、高度に政治的な判断から一いつ切さい触ふれないことにしたが、それ以外の事情はおおむね隠かくさず説明をした。

「なるほどね。一応、話は分かったわ。でも、納なつ得とくはできないわね。どうして巨乳オバケのケンカに遥真が巻き込まれてんのよ」

「それは確かに申し訳ないと思っていますが、巨乳オバケって言わないでください」

「うるさいオバケ。遥真も遥真よ。こんな奴やつ家に上げちゃって……。油断してると取り憑つかれるわよ？　本気でしばらく泊とめるつもり？」

「うん。放っておくわけにもいかないからね」

「このお人よしめ……。（優しいところも超ちよう好きだけどね！）」

　姫奈がニヤけそうになる口元を押さえ、必死に本心をひた隠しにする。そして、自らも提案する。

「分かった。それなら私も一いつ緒しよに泊まるわ！　ここで遥真と一緒に暮らす」

『えっ!?』

「聖愛が出てくまで、私も住むって言ってんの。一人くらい増えてもいいでしょう？」

　強引に決めにかかる姫奈。だが、聖愛はそれを許さない。

「よくありません！　あなたには泊まる理由がないはずです！」

「そんなの、仲間同士で親しん睦ぼくを深めるためでしょう。ね、遥真。まさか聖愛はよくて私はダメなんて言わないわよね？」

「え、えっと……」

　彼女の言う通り、聖愛だけ許して姫奈を拒きよ絶ぜつするわけにはいかない。部屋が狭せまいため三人で暮らすのは正直きついが、それを言っても姫奈は引き下がらないだろう。

　何より、せっかく仲直りできそうなのにここで関係を拗こじらせたくない。

「わ、分かった……。じゃあ姫奈もしばらく一緒に住もうか」

「そんな！　ダメですよ遥真さまっ！」

　二人きりの時間を壊こわされて、聖愛は悲しそうにする。

　逆に姫奈は遥真と一緒にいられるためか、ひどくテンションを上げていた。

「じゃあ遥真。泊めてもらえるお礼に、私は料理を作るわね。聖愛と違って私は役に立つんだから」

「なっ……！　そんなことはありません！　私だって料理くらいできます！」

「へぇ～？　それじゃあ勝負してみる？　どっちが料理で遥真を喜ばせられるのか」

「望むところです！　負けません！」

「えっと……。どうすればいいのかな、これ……」

　見えない火花を散らす二人に、遥真は余計な口をはさめなかった。

　早さつ速そくキッチンに向かう聖愛。一方姫奈は、荷物を持って別の場所へ移動。

「遥真！　ちょっとトイレ借りるわね！」

「え、うん……」

「遥真さま！　冷蔵庫にある食材は全すべて使ってもよろしいでしょうか？」

「い、いいですけど……。僕も、何かやりましょうか？」

「では、こちらで見ていてください！　伊い集じゆう院いんさんに勝つところを！」

　もう聖愛はやる気満々だった。争いを好まなそうな彼女も、遥真絡がらみでは別のようだ。

「それではいきます！　私のメニューは……カレーです！」

「あ、はい……」

　聖愛が持参したまな板にじゃがいもやニンジン、玉ねぎなどの野菜を並べ、その下処理を開始する。道具を持って来ただけあって、その包丁さばきには確かに目を瞠みはるものがあった。すさまじい速さで野菜の皮をむいていき、綺き麗れいな形で切りそろえていく。

「どうですか、遥真さま！　私、料理は得意と自負していて──」

「ふん。全然大したことないわね」

　聖愛の声に、不ふ遜そんなセリフが重なった。もちろん、姫奈の声である。

　彼女は水玉模様のエプロンを纏まとい、キッチンへと足を踏ふみ入れた。

「その程度で遥真の気を引けると思ってるの？　リア充じゆうのクセに、甘いわね」

「伊集院さんっ……!?　あ、あなた……その格好は……？」

「見て分からない？　エプロンだけど。あ、リア充はエプロンしない？」

「ち、違います！　そうではなくてっ……！」

　聖愛は震ふるえる手で姫奈を指し、𠮟しかりつけるような大声を出した。

「どうして服を着ていないのですかっ!!」

　そう。姫奈はエプロンの下には何も身につけていなかった。シャツやスカートはもちろんのこと、おブラもおぱんちゅも脱ぬいでいる。いわゆる『裸はだかエプロン』姿だ。

　前はエプロンで隠れているが、後ろ姿は腰こしにエプロンを縛しばるための細い紐ひもが巻かれているだけで、露ろ出しゆつ度どはほぼ百パーセント。小ぶりなお尻しりがプリッと丸見えになっていた。
















「う、うわあっ！　姫奈！　見てないよっ！」

　裸を見たら怒おこられる。そう思い、両手で顔を覆おおう遥真。

　ところが、逆に怒ど鳴なられた。

「バカッ！　ちゃんと見なさいよ！　誰だれのためにしてると思ってんの!?」

「ええっ!?」

　理り不ふ尽じんな罵ば声せいに遥真が怯ひるむ。

　姫奈は遥真の意識を聖愛から自分に向けるため、恥ずかしさを我が慢まんしてわざわざこんな格好をしていた。遥真への恋こい心ごころを誰にも悟さとられたくないのと同じで、遥真を誰かにとられるのも絶対に我慢できないのだ。それを防ぐための作戦である。

　しかし聖愛は、当然姫奈の行いを責める。

「はしたないですよ、伊集院さん！　そんな手で遥真さまの気を引くなんて！」

「フン。悔くやしいなら、アンタも同じ格好してみる？　ま、できればの話だけどね」

「で、できるわけないじゃないですか！　大体、非常識すぎますよ！」

「そうだよ姫奈！　それにこんな状じよう況きよう、誰かに見られたら誤解されるよ!?」

　二人で姫奈にやめるよう言うが、彼女は吹っ切れているのだろう。涼すずしい顔で受け流す。

「誰にも見られるわけないでしょ。遥真の寮りように誰が尋たずねて来るって言うのよ？」




雪「遥真く～ん。姫奈の様子が気になって来ちゃった～」

歩夢「遥真ー。新作のエロゲやろうよー」

杏あんず「遥真！　新しい服買ったから見てー！」




「マンガかぁ──────っ！　タイミング良すぎるよ──────っ！」

　姫奈に扉を壊されたままの玄げん関かんを抜ぬけて、女子三人が遥真の部屋に訪おとずれた。

「わっ。姫奈すごい格好だね～。遥真君にアピール中？」

「楽しそうじゃん。歩夢を差し置いて生意気なっ！」

「ってか聖愛もいるし！　アンズの遥真を奪うばう気か～！」

　三人とも姫奈の裸エプロンを見て、それぞれのリアクションをとる。

　そして、手持ちのバッグから皆みんながエプロンを取り出した。

「じゃあ、私も交ざろっかな～」

「歩夢もやるよ！　仲間外れは許さないからね！」

「アンズだって参加するから！　ちょっと裸になってくる！」

「いや、どういうことソレ!?　なんで全員エプロン持ってきてるのさ！」

　当たり前のようにエプロンを取り出した三人に、遥真がすかさずツッコミを入れる。

「うん。こんなこともあろうかと思って、家から持って来たんだよ」

「なんでそんな予測立てれるの!?　エスパー!?」

「歩夢はエロゲの特典がヒロインの着るエプロンだからさ！」

「アンズはたまたまエプロンも買っていたんだよ！」

　三人は姫奈と同じ格好になるため、躊ちゆう躇ちよなく上着を脱ぎ脱ぎしだす。

　それを見て、聖愛は「ぐぬぬ……」と拳こぶしを握にぎった。

「そういうことなら……私もエプロン買ってきます！」

「あぁ、待って聖愛さん！　皆に流されなくていいから！」

　遥真は混乱を収めるために『裸エプロン禁止令』を敷しいた。




　　　　※




　全員で仲良くカレーを作り、それをおいしく食した後。

　遥真たちは全員で一日中遊びつくしていた。

　皆で動画サイトを見たり、遥真家にある漫まん画がを読んだり、遥真家のエロ本を捜さがしたり。狭い家で窮きゆう屈くつにしながらも、全員で楽しい時間を過ごした。

　そして、外がすっかり暗くなった頃ころ。

『うっ……ひっく……。うええぇん……』

　遥真や姫奈たちがパソコンの前で泣いていた。

「なんなんですか、このゲーム……。凄すごく感動しちゃいました……」

「最初に死んだヒロインが、主人公をずっと守ってたなんてね……」

「アンズも、こんなの耐たえられない……っ！」

　歩夢が持って来たエロゲをプレイし、感かん極きわまっているのであった。

　雪や杏、さらにはエロゲと聞いてプレイに難色を示していた聖愛も、意外なほどのストーリーの良さに涙なみだが止まらなくなっている。死別したヒロインが生き返り、主人公と抱だき合う終しゆう盤ばんのシーンで気持ちが込こみ上げてきたのだった。

「ううっ……。ぐすっ……。姫奈、大だい丈じよう夫ぶ？　姫奈もティッシュ使うかい？」

「な……っ！　泣いてない！　泣いてないわよ……っ！」

　鼻をすすり、手で目元を拭ぬぐう姫奈。彼女は立ち上がり、逃にげるように部屋から出て行った。他人に涙を見られるのがよっぽど恥はずかしいのだろう。

　一方歩夢はいつもと変わらない様子だった。

「う～ん、そうかな？　結構よくある話だけどね～」

　歩夢がキャラのボイスを聞きつつ、クリックでゲームを進めていく。

　すると、ストーリーが次のシーンへ移動。涙を流して抱き合っている主人公とヒロインの絵から、別の一枚絵に切りかわる。

　ヒロインが主人公と一緒にお風ふ呂ろに入り、股またを触さわられているイラストに。

『！！！？？』

　一同の目が点になり、歩夢はガッツポーズを作った。

「キタキタキタァ！　エロシーン！　これを待っていたんだよ！」

「キャアアアアアアッ!?　何ですかコレは!?」

「わぁ……。こんなことしちゃうんだぁ……！」

「なるほどね！　この触り方は気持ちいいかも！」

　感動系からのエロシーン。聖愛は顔を両手で覆い、雪は目を逸そらすフリをしてこっそり画面を盗ぬすみ見て、杏はガッツリ参考にしていた。

「あ、歩夢ちゃん！　セーブして！　またここからゲーム始めたいから！」

「りょーかい！　それじゃあ進めるよ～！」

「遥真さまっ！　乗り気にならないでください！　Ｈな部分は禁止です！」

　聖愛がパソコンの電源を切り、ゲームを強制終しゆう了りようさせた。

「あっ！　何すんのさ国続聖愛！」

「こういったシーンは十八歳未満禁止です！　高校生はやっちゃいけません！」

「ぐっ……！　ガチガチの正論できたか……」

　そこを突つかれると、歩夢も言い返せなかった。仕方なくそこでゲームを終えて、ごろんと怠たい惰だに寝ね転ころがる。

「ふ～～っ。さすがに目が疲つかれたね。もうここで朝まで寝よっかな～」

「私わたくしも少し疲れました……。遥真さま、申しわけありませんが、お風呂を貸していただいても……？」

「はい。もう沸わいている頃だと思います。さっきタイマーを入れといたんで」

「遥真君、私はおトイレ借りてもいいかな？」

「あ、うん。場所教えるよ。ついて来て」

　遥真の寮では、洗面所に向かって右側の扉とびらが浴室に、左側がトイレになっている。そして洗面所を脱だつ衣い所としても扱あつかっていた。

　聖愛が服を脱ぎ終わって浴室へと消えた後、遥真が雪を連れてトイレに向かう。

　そして、何気なく扉を開けた。

「じゃ、こっちがトイレだから──あっ」

「え……？」

　遥真がトイレの扉を開けると、そこには姫奈が座っていた。ズボンを下ろし、パンツも膝ひざ下したあたりまで脱いでいる。ムッチリとした太ももが遥真の目に飛び込んできた。

　────姫奈さん、こちらにいらしたんですね？

　予想外過ぎて、遥真も姫奈も凍こおったように動きを止めた。その間扉は開かれ続け、ちょろちょろという微かすかな音が遥真の耳に漏もれ聞こえる。

「えっと……。遥真君、閉めなくてもいいの～？」

　若じやつ干かん呆あきれた雪の声で、姫奈が先に我へと返る。

「こ……の……っ！　閉めろバカ─────────────ッ！」

「ぼぐわっっ!!」

　涙まじりの絶ぜつ叫きようとともに、姫奈が無意識に立キちー入プりア禁ウ止トを発動させた。裸はだかエプロンは許せても、おトイレ中を見られるのは許容範はん囲い外がいだったらしい。

　扉の前に結界が張られ、遥真が弾はじかれて後ろに吹ふき飛ぶ。その先にあるのは浴室の扉。

　遥真は扉を突き破り、浴室の中に転がり込んだ。

「つ～～～～～～っ！　あ、頭打った……」

　後頭部を押さえ、目を開ける遥真。するとそこには、全ぜん裸らになった聖愛がいた。

「え？　なんですか、今の音……？」

　彼女は固く目をつぶり、ピンクの髪かみを洗っている。扉が壊こわれる音は聞いたが、遥真の侵しん入にゆうには気付いていない。

　だから、裸を隠かくさなかった。大きなお胸にスッとしたウエスト、可愛かわいらしいおへそに湯気のかかった股こ関かん節せつ。そして肉感のある太ももに、すらりと伸のびた白い足。その全すべてを遥真の前に晒さらす。

「ぐはっっっ！」

　毎度の如ごとく、鼻血を出して倒たおれる遥真。

　その音に聖愛も薄うす目めを開き、仰あお向むけで倒れる遥真に気付く。

「ッ!?　キャ───────────────────────────────!!」

　聖愛の悲鳴が、浴室に強く反はん響きようする。

　その後、遥真は女子全員にボコされた。

















第三章　今宵こよい初めてのパーリナイ









「今度ばかりは死ぬかと思った……」

　冷たい夜風に震ふるえながら、ネオンやイルミネーションの光る繁はん華か街がいを歩いていく遥はる真ま。

　姫ひ奈なと聖せい愛らの怒おこりようはかつてないほどのものだった。少しの間女子の裸が遥真のトラウマになりそうなほど、それを見ることがいかに悪いのか、彼女たちに思い知らされた。

　その後、さすがに居い心ごこ地ちが悪くなり、一いつ旦たん家から離はなれたのだった。

「それにしても、騒さわがしいなぁ」

　街の様子を見てみると、カラオケ店やレストランなど、あらゆる店の店頭にクリスマスツリーや雪だるまなどの置物が置かれ、煌きらびやかな電でん飾しよくがつけられている。それらがムードを盛り上げるせいか、リア充じゆうたちのイチャつきも普ふ段だんより大だい胆たんになっていた。

　歩きながら何度もディープキスをしているカップル。馬ば鹿か笑いしながら彼女の胸を揉もみしだく公こう序じよ良りよう俗ぞくに反した彼氏。彼氏に胸を押し付けながら高価なプレゼントをねだる彼女。

「こいつら、本当に死ねばいいのに！　異性の体をあんなにベタベタ触るなんて！」

　姫奈の下半身や聖愛の全裸をガン見したことは、完全に棚たなに上げていた。

「いや、僕が直々に倒してやる！　クリスマスなんて、デートテロで潰つぶしてやるさ！」

　拳こぶしを握にぎり、周りのリア充に聞こえないように言う遥真。

　その時、彼はふと思い出す。

「あれ？　デートテロと言えば…………。しまった、テロの場所決めてなかった！」

　聡そう一いちからの命令で、遥真はたくさんのリア充が集まるデートテロスポットを見つけなければいけなかったのだ。しかも、期限は明日あしたである。明日までに聡一に伝えなければ、彼の消失の独どく身しん術じゆつが自分に飛んでくるかもしれない。

「マズい……！　今すぐ探し始めないと！」

　遥真は急いでスマホを取り出し、近場のデートスポットを探す。そしていくつか目星をつけ、そこまでのルートを検けん索さくしていく。

「ああもう、どれも電車を使わなきゃ駄だ目めか……。面めん倒どうくさいけど行くしかない！」

　実際に行って確かめなければ、テロにふさわしいか分からない。現地に行くため、まずは駅に走る遥真。

「あ─────────ッ！　待ちなさイ！　そこの非リア───！」

「うわっ!?」

　と、急ぐ遥真の目の前に、いきなり少女が飛び出してきた。ツインテールにした金きん髪ぱつと、日本人離ばなれした顔立ちの少女。

　以前遥真と戦った、セクスフォードの性せい徒と会かい長ちようだ。

「八や木ぎ遥真ッ！　やっと見つけタ！　ずっと捜さがしていたんだかラ！」

「き、君は……！　エロスなんとか!?」

「だから違ちがウ！　エリス・ローナン！　いい加減ちゃんと覚えなさイ！」

　目に角を立てて怒ど鳴なるエリス。何度も名前を間違えられ、さすがに本気で怒っていた。

「というか、捜してたって……僕を？」

「他ほかに誰だれがいるノ？　私がアナタを捜していた確率……当然百パーセントじゃなイ」

　マズい奴やつに見つかった、と遥真は思わず歯は嚙がみする。彼女の愛あい気き道どう『性せい霊れい召しよう喚かん』は強力だ。以前遥真が勝てたのも、彼女が油断をしたからである。今彼女に勝負を挑いどまれたら、遥真だけでは勝ち目がない。

「安心しなさイ。今日は戦いに来たわけじゃないワ」

「え……？」

「今夜はネ……。ちょっと違う目的があるノ」

　エリスがニヤッと怪あやしく笑い、敵視しているはずの遥真へ平然と歩み寄ってくる。

　遥真は逆に警けい戒かいし、彼女から距きよ離りをとろうとした。

　しかし、彼女はその前に遥真の腕うでを摑つかんで阻そ止し。彼の腕を引っ張りながら、その懐ふところに飛び込んだ。

「しまっ……！」

　この態勢は、彼女にとって絶好の攻こう撃げきチャンスである。痛みを覚かく悟ごし、歯を食いしばる。

　ところが遥真の予想に反して、エリスがとった行動は……

「わっ……。え、エリスさん……!?」

　彼の腰こしに両手を回し、おでこをぐりぐり遥真の胸むな板いたに押しつける。彼女は唐とう突とつにカップルのような甘いイチャつきを遥真に仕し掛かけた。

「な、なにを……っ？」

「八木遥真……いいえ、ダーリン！　私、アナタのことが気になるノ！　以前の戦い、私のデータがアナタには通用しなかっタ。そんな男、アナタが初めてなノ。だからダーリンを捜していタ。アナタのこと、もっと知るためニ」

　エリスが顔を上げ、トロンと酔よったような瞳ひとみで遥真の顔をじっと見つめる。

　それは、はたから見れば告白のように思える状じよう況きよう。羨うらやましすぎる光景だ。

　しかしエリスの目的は、遥真に告白することではなかった。

　彼女は確かめようとしているのだった。自分のデータが遥真にどこまで通用するのか。

　エリスが自分で言った通り、以前の戦いで彼女のデータは遥真に通用しなかった。知り尽つくしたはずの相手に負ける。エリスにとって、未いまだに信じられないことだ。

　だからエリスは自分の最も得意とする「恋れん愛あい」という分野において、遥真にデータが通用するか、彼を落とすことができるのかを、徹てつ底てい的に試すつもりなのだ。

（今までこんなに好こう奇き心しんをくすぐられた男は初めてヨ。ダーリンは、絶対私が落とス！　そして証明するんだかラ！　私のデータは正しいト！）

　エリスが遥真の服を摑み、猫ねこなで声ごえを出して言う。

「そういうことだかラ……。今夜の相手、してくれル？」

　遥真に陶とう酔すいした表情。そして、エロい展開を仄ほのめかすセリフ。どちらも彼女が独自に調べた、男にモテる秘技の一部だ。

（これらを合わせて誘ゆう惑わくした時、男が私に落ちる確率……なんと八十六パーセント！　八割以上が落ちる技わざで、私にキュンとしてもらうワ！）

　計算しつくしたモテ仕草に、勝利を確信するエリス。

　しかし、遥真は申し訳なさそうに言った。

「ご、ゴメン……。僕、今日はちょっと用事があって。悪いけどまた今度でいい？」

「はアッ!?」

　予想外の返答。エリスが声を上ずらせた。

「じゃ、僕は行くとこあるからっ」

　遥真がゆっくりエリスの体を遠ざける。

　彼はエリスが遠回しに自分へ告白したことに、全く気が付いていなかった。その上、彼女のエロい誘さそいにもまるで興味を示さない。

　いや。普段の遥真なら、間違いなく誘いに乗っていただろう。しかし今の遥真はテロの場所探しで頭がいっぱいになっていた。明日までに場所を決めないと、聡一の力に襲おそわれてしまう。その恐きよう怖ふが彼を興奮から守る。

「ま、待っテ！　待ちなさイ！」

　駅に向かおうとする遥真の腕を、エリスが強ごう引いんに摑んで止める。

「用事なんて別に後でいいデショ？　私がイイコトしてあげるかラ」

　外であることも気にせずに、服をめくって胸を見せるエリス。黒色のセクシーなブラジャーが、姫奈よりもやや大きいくらいの比ひ較かく的小さなオパーイを包む。

（このパターンの男には、遠回しなエロじかけは通じなイ。でも直接誘って落としにいけば、釣つれる確率九十五パーセントを超こえる！）

　頭の中で遥真に対する情報を修正。即そく座ざに彼に合ったイチャつきに変へん更こう。

　だが、遥真は堅かたく目を瞑つぶった。

「ハダカハ　ミテハ　イケナイノデス……。ハダカハ　ミテハ　イケナイノデス……」

「何で私より日本語下手になってるノッ!?」

　遥真の頭に、さっきのお仕置きがフラッシュバック。姫奈と聖愛に『裸はだかを見るな』と体に叩たたきこまれたばかりで、エリスの胸は見られなかった。

「こノ……ッ！　ダーリン！　とにかく一いつ緒しよにデート来なさイ！」

「ゴメン！　無理だよ！　デートスポットを探さないと、明日消されてしまうんだ！」

　どうせならエリスと一緒にデートスポットを回ればいいのに、バカな遥真は気付かない。

「明日より今を楽しみなさイ！　ホラ、二人でホテルへ行きましょウ？　ナースのコスプレしてあげル」

「だからダメだって！　僕にはやるべき任務がある！　君に構ってる時間は無いんだ！」

　しつこく自分を誘うエリスに、遥真は強い口調で断る。

　すると彼女は叫さけぶのを止やめ、彼を摑む手の力を緩ゆるめた。その両目は大きく見開かれ、次し第だいに水が溜たまっていく。

「そんなに…………私と一緒にいたくないノ……？」

「あっ……！」

　涙なみだがエリスの頰ほおを伝い、地面に小さなシミを作る。彼女はそのまましゃがみ込み、両手で顔を覆おおい隠かくした。

「うっ……うっ……！　ダーリンの、バカァ……っ！」

　声を殺してエリスが泣く。彼女の様子に、近くを歩くカップルが遥真のことを指差した。

「ねぇねぇ。アイツ、彼女泣かせてない？」

「あ～あ。女可哀かわい想そうだなー。もうすぐクリスマスだってのに」

「ぐうっ……！」

　エリスは別に彼女ではないが、確かに言い過ぎたかもしれない。自分を誘ってくれている女子に、あの態度は良くなかっただろう。

　反省し、彼女を泣き止ませるセリフを必死な思いで考える。

　それが噓うそ泣きであるとは知らずに。

（フフン♪　ダーリン困ってるわネ。女子の涙を目の前にすれば、男は何も言えなくなるワ。女子の要求を全すべて受け入れ優やさしく抱だきしめる可能性……安心安定の百パーセント！　女の子を慰なぐさめるには、抱きしめるしかないんだかラ！）

　遥真の方から抱きついてくれば、自分に落ちたも同然だ。エリスは顔を隠したまま、邪じや悪あくな涙を流し続ける。

　遥真はエリスの狙ねらい通り、泣いている子を慰める手段を考える。そして、それを実行に移した。

「い、いないいないばぁ～～～！」

「私は幼児カ─────────────────ッ！」

　怒いかりのあまり、エリスが噓泣きを止めて叫んだ。

「どうしてそこで『いないいないばあ』なノ!?　赤ちゃんだってそんなに単純に泣き止まないわヨ！　ムカつク、ムカつク！　なんで完かん璧ぺきな私のデータが一いつ切さい通用しないのヨ!?」

「で、データ？　何のこと？」

「うるさいバカ！　ああもう、どうしよウ……？　今日のところは他に手ガ……。一いつ旦たん仕切り直すしカ……」

　しばらくブツブツと呟つぶやくエリス。やがて彼女は何かを決意したかのように、一度大きく頷うなずいた。

「ダーリン！　アナタを招待してあげル！」

　エリスがポケットから一枚のチラシを取り出して、遥真の胸に突つきつける。

「このパーティーで意地でも虜とりこにしてあげるかラ！　絶対にちゃんと来なさいヨ！」

「え？　パーティーって……」

「絶対落としてみせるんだかラ──────────────────ッッッ！」

　一方的に自分の要求を叩きつけ、エリスは逃にげるようにこの場を去った。

　残された遥真は、最後に渡わたされたチラシを見る。

「えっと……『性せい府ふ主しゆ催さい、クリパ開かい催さいのお知らせ』？」

　それは、二十四日に開催されるクリスマスパーティーのチラシであった。パーティーの場所や開催時間など基本的な情報が書かれていて、チラシの下には招待券がついている。

「まてよ……。コレ、テロの場所にちょうどよかったりして……？」

　性府主催のパーティーなら、この学園都市の権力者も会場に現れるかもしれない。彼らの目の前で自分たちがテロを成功させれば、現体制への自分たちの不満を強くアピールすることができるし、敵の権けん威いを失しつ墜ついさせられるかもしれない。クリスマステロにふさわしいデートスポットと言えるはずだ。

「よし！　これなら消されずに済みそうだ！」

　遥真は聡一にチラシを見せるため、彼がいるであろうアジトへ向かった。




　　　　※




　そして十二月二十三日。

　デートテロが翌日に迫せまったこの日、聡一が喪も中ちゆうの獅し子しメンバーの前で作戦の最終確かく認にんをしていた。

「では、テロの流れをおさらいしよう。今回狙うのは『パーリナイ』で行われる性府主催のクリスマスパーティー。我々はここにリア充じゆうやスタッフを装よそおって侵しん入にゆう。そのまましばらく奴やつらと共に催もよおしを楽しむフリをしながら、それぞれ所定の位置につき、パーティー終しゆう了りよう予定時刻の午後九時から攻撃を始める。中のリア充を全員撃げき破はし、来ているであろう性府の要人に我々の実力を見せつける、と……。ざっとこんな感じだね。みんな、何か質問はあるかい？」

　聡一の問いに、メンバーの一人が手を挙げる。雪ゆきだ。

「あの～。パーリナイって、どういう場所なの？」

「パーリナイは、この十五地区の中心に建てられたホテルだよ。恋愛適性制度が施し行こうされた当初、十五地区ができたばかりの頃ころは、都市唯ゆい一いつのラブホテルとしてかなり重要な場所だったらしい」

　このホテルは今でもリア充たちに大人気の、特とく殊しゆなラブホテルであるらしい。というのも、ここでクリスマスの夜を恋こい人びとと過ごすと、そのカップルは別れないというジンクスがあるのだ。クリスマスイブにそこで一夜を過ごすことは、リア充にとって一つのステータスとなっている。

「注意点として、このパーリナイは三十階建てと巨きよ大だいな上に、敷しき地ちも広い高級ホテルだ。当然パーティー会場もかなりの広さだと思われる。その上詳くわしいタイムテーブルも明らかになっていないから、やりにくいこともあるだろう。だが、君たちならきっとできると信じている。リア充を我々で潰つぶすのだ！」

『おおっ!!』

　作戦会議が終了し、テロへの意い欲よくを高める独身貴き族ぞくたち。もちろん遥真もやる気は人一倍だった。憎にくきリア充を倒たおすためにも、そして姫奈にもっと好かれるためにも、活かつ躍やくしようと意気込んでいる。

「ねぇ遥真。ちょっと相談なんだけど」

　遥真の肩かたを指でちょんちょんと叩く姫奈。

「あっ、姫奈。どうしたの？」

「聖愛だけど、明日どうやって誤ご魔ま化かすつもり？」

　聖愛は未いまだに遥真の家で暮らしていた。姉と仲直りしようとしてもなかなか連れん絡らくを取ることができず、どうしても帰り辛づらいのだという。必然的に、姫奈もまだ遥真の家で暮らしている。

　そのせいで、遥真は毎晩苦労することとなっていた。布ふ団とんを敷しいて皆みんなで寝ねる時、姫奈と聖愛に挟はさまれた彼は毎回争いに巻き込まれるのだ。




「伊い集じゆう院いんさん！　遥真さまにくっつき過ぎですよ！　もっと離はなれていただけませんか！」

「部屋が狭せまいからしょうがないでしょ！　ってか、そっちこそくっついてるじゃない！」

「そんなことありません！　ちゃんと離れてるじゃないですか！」

「その突き出た胸が遥真の腕うでに当たってんのよ！　やっぱりアンタは巨きよ乳にゆうオバケね！」

「それこそしょうがないですよ！　好きでこうなった訳じゃありません！」

「あーもう！　だったら…………遥真、アンタは外で寝なさい」

「ここ僕ん家ちだよね!?　そうだよね!?」




　女子にサンドイッチされるのは、天国に見えて意外と地じ獄ごくだ。女子二人がケンカをするせいでＨな展開にはならないし、そうなると寝ね苦ぐるしいだけである。

　それはともかく。聖愛と暮らしているこの状態では、明日あした二人がパーリナイへと向かう時、聖愛に動きがバレるかもしれない。姫奈はそれを危き惧ぐしていた。

「アイツ、一応告こく際さい恋れん合ごうのトップでしょ？　バレたら絶対妨ぼう害がいされるし、何か手を打っておかないと……」

「あ、それなら大だい丈じよう夫ぶだよ。聖愛さん、明日は大事な用事で朝から出かけるらしいから」

　遥真が昨日聖愛に予定を聞いたところ、彼女はそんなことを言っていた。遥真と一緒にいられずにとても残念がっていたが、おかげで争いになる心配はない。

「そう。それなら安心ね。じゃあ私は先に帰ってるから。ちょっとコンビニ寄りたいし」

「うん。僕も片付けたら帰るよ。あ、できればお弁当とか買っておいてくれると嬉うれしいな」

「しょうがないわね。あとでお金返しなさいよ」

　遥真が会議室から出る姫奈を見送る。そして自身もすぐに帰ろうと、荷物の片づけを始めようとした。

　その時、殺気が遥真を襲おそう。

「……っ！」

　すぐに机の下へしゃがむ遥真。直後、ズダダダダダン！　という銃じゆう撃げきが遥真の頭上を抜ぬけていく。独身術による攻こう撃げきだ。

　見ると、喪中の獅子の仲間たちがピストルのように手を突き出して、青いオーラを纏まとっていた。

「み、みんな……？　どうして……？」

「どうして、だと……？」

「姫奈殿どのとあれだけ仲良くしといて、よくそんな口が利きけるでござるな……」

「しかも今さっきの会話……。同どう棲せいカップルのそれっスよ……！」

「許せないよ、遥真クン。イケメンのボクよりモテるなんてね」

　遥真と姫奈の距きよ離り感かんに嫉しつ妬とし、メンバーたちの憎ぞう悪おが燃える。その中には颯そう太たの姿まであった。彼は独身術を使えない代わりに、エアガンを手に持っている。

　さらに、聡一がにこやかに歩み寄ってきた。

「やあ、遥真君。この間の忠告は覚えているかな？」

「そ、聡一さん……！」

　言われて、以前聡一に言われた言葉を脳内再生する遥真。

『この喪中の獅子は三次元での恋れん愛あい禁止。その禁を破った裏切者は…………僕が消さなきゃいけないからねぇ』

「ひいっ！」

　服を消されたことを思い出し、遥真は激しく身み震ぶるいする。

「そう言えば、遥真君って最近普ふ通つうにリア充だよね～。今も姫奈を家に連れ込んでるし」

　見ていた雪が吞のん気きに言う。彼女に悪気はないのだろうが、火に油を注いでしまっていた。

「なるほどね……。さっきの会話は、やっぱりそうか」

　聡一はいつもの笑え顔がおを消して、急に真ま面じ目めな表情になった。そして遥真の目の前に立ち、彼の目をじっと見ながら話す。

「遥真君、いいかい？　我々は反リア充組織だ。三次元での恋を憎み、そして自ら禁じねばならない。我々に許された恋の形は、二次元への恋愛のみだ。『虹にじ（二次）は綺き麗れい。惨さん事じ（三次）は汚きたない』。この精神を心に刻み、現実の女子との交友は最低限にしないといけない」

「は、はい……」

「だから君が姫奈君と懇こん意いにするのは、あまり褒ほめられたことじゃない。遥真君なら分かるだろう？」

　リア充を倒そうとしているものがリア充になっては示しがつかない。聡一は組織のリーダーとして、遥真を諫いさめようとする。

　だが今の聡一の話を聞いて、遥真は疑問を感じてしまった。

「あの、聡一さん……。それだと、僕たちのやってることもリア充たちと変わらないんじゃ……？」

「なに……？」

「リア充も、僕たち独身の恋愛ごとを禁止します。それにリア充の中でもイチャつき方を指示したりします。僕たちはそういう社会が嫌いやで、彼らと戦っているんですよね？　僕たちが束そく縛ばくされないような、自由な社会を作るために。でも聡一さんが言っていることは、僕らの目的と矛む盾じゆんしてる気が……」

「そんなことはないよ。遥真君」

　遥真が全すべて言い切る前に、聡一が静かに遮さえぎった。

「僕はこの組織の団結力を守るために、そういうルールを敷いているだけさ。強い組織は、みんな同じ目的に向かって努力している。その中で一人だけ異い端たん者がいたら、周りの士気が下がるだろう？」

　非リアは負け組などではない。そして二次元への恋愛も社会的に認められるべき。喪中の獅子の根幹にあるその思想を守るには、それを組織の力とするには、遥真のような現実の女子に恋する者は認められないと聡一は言った。

「これも、世界を変えるためなんだ。ちゃんと協力してくれるかな？」

「……はい」

「よろしい。では、みんな解散だ。明日は忙いそがしいからね。しっかり休んでおくように」

『イエス！　虹（二次）は綺麗。惨事（三次）は汚い！』

　笑顔に戻もどった聡一の指示で、他ほかのメンバーはオーラを消してそれぞれの家路へとついた。

「…………これで、本当にいいのかな？」

　聡一たちが去った後も、遥真は何だか釈しやく然ぜんとしないままだった。彼の主張も理解はできる。喪中の獅子も組織である以上、メンバー全体が共有するべき一つの理念があるはずだ。しかし聡一が言うそれは、どうしても自分の望む世界に繫つながるものとは思えなかった。

「遥真君、私たちも帰ろ。姫奈、家で待ってるんでしょう？」

「う、うん……」

　雪に促うながされ、遥真は違い和わ感かんを抱いだきながらも急いで帰り支じ度たくをした。




　　　　※




　そしていよいよクリスマスイブ。

　遥真たちは喪中の獅子の仲間とともに、ホテル『パーリナイ』のイベントホールにリア充じゆうを装よそおい忍しのび込んでいた。

「ここが、今日のイベント会場……」

「なるほど。さすがに広いわね……」

　ホールは遥真たちが見たことないほど広大な面積を誇ほこっており、事前に調べた情報によると、最大二千人ほどが一度に入場できるらしい。

　ちなみにクリパイベントは立食スタイルのイベントらしく、フロアの一角に和洋中様々な種類の食事や、美しい食器が用意されている。

　遥真たちは、等とう間かん隔かくに設置されているたくさんのテーブルの一つを囲んで、パーティー開始を待っていた。その服装はいつもの制服やダサい私服などではなく、パーティーにふさわしい正装である。遥真は黒のスーツに身を包んでいる。

　だが、女の子たちは違ちがっていた。

「ったく……何で私がこんな格好を……！」

　姫奈を始めとする女子の格好は、クリスマスのコスプレ衣い装しようの定番。すなわち、サンタ服だった。真っ赤な可愛らしい衣装。袖そでや裾すそには白いモコモコがつけられていて、いいアクセントになっている。しかし、スカートは冬物とは思えないくらいのミニミニサイズとなっていた。太ももがほぼ見えてしまうほど、極ごく小しようサイズのミニスカート。会場内は温かいため防寒上の問題はないが、姫奈は単純に恥はずかしい。さっきからスカートの裾を伸のばして、遥真から太ももを隠かくそうとしている。

　女子たちは支給されたミニスカサンタに着き替がえさせられ、会場入りをしたのだった。

「遥真……。じろじろ見ないでもらえる？　さっきから視線飛ばし過ぎ」

「えっ!?　なんのこと!?　分からない！」

　姫奈の白い足、主に太ももをずっと見つめていた遥真は、顔を逸そらしてすっとぼける。

「はぁ……。まあいいわ。これもリア充を滅ほろぼすためよ。テロが終わるまで我が慢まんするわ」

　この間、幼よう稚ち園えん服で遥真に迫せまったことを思えば、サンタコスなど恥ずかしくない。姫奈はそう考えることにして、パーティー開始の時間を待つ。

　今は十七時五十五分。あと五分でその時がくる。

「ところで遥真。パーティーが始まっちゃう前に、少しツッコみたいんだけど……」

「どうしたの、姫奈？　何か気になることでもあった？」

　姫奈が神しん妙みような面おも持もちで、自分の左ひだり隣どなりに立つ一人の女子を指差して言う。

「なんで……なんで聖愛がここにいるのよっ！」

「ふぇ？」

　それは、凄すさまじい勢いでパスタをすする聖愛だった。彼女もまた、ミニスカサンタのコスプレ服を大変可愛かわいく着こなしている。やや服のサイズが小さいのか、胸とお尻しりがムッチリと強調されていた。

「アンタ、今日は予定があるんでしょ!?　しかもまだパーティー始まってないし！　なんで先に食べてんのよ!?」

「このパーティーの準備と参加が私の今日の仕事なんです！　それに、これはお昼ご飯の代わりですから！　忙しすぎて食べている時間が無かったんです！」

　言い訳をしながら、聖愛がおかわりを取りに行く。彼女はリア充生徒一の巨きよ乳にゆうを作り出すことができるほど、かなりの大おお喰ぐらいなのだった。

「あはは……。まさか、聖愛さんと被かぶるとは……」

　聖愛は告際恋合の代表として、この性府主しゆ催さいの大規模パーティーに参加しなければならないのだった。そこで遥真たちがいるのを見かけて、このテーブルに来たのである。

「結局聖愛も一いつ緒しよなんて……。というか、コイツだけじゃないわ。もう一人おかしい奴やついるしっ！」

　次に姫奈は、右隣にいる女子へツッコむ。

「このビッチ！　アンタ、颯太はどうしたの!?」

　ビッチ、もとい茅ちケが崎さき杏あんず。彼女が着ているサンタ服は大だい胆たんに胸むな元もとが開いていて、その上ヘソだしスタイルだ。姫奈たちと比べて、かなり扇せん情じよう的である。

　彼女はもともと颯太と一緒に潜せん入にゆうしているはずだったが、なぜか今このテーブルにいた。

「だって遥真と一緒にいたいんだも～ん。それに颯太なら、あそこにいるよ」

　杏が指さす方を見ると、ホテルスタッフの女性から飲み物を受け取る颯太の姿が。

「うわあああっ！　体全体が滑すべったァァァ！」

「お客様！　これで何度目ですか！　ひょっとしてわざとやってます!?」

　もらった飲み物を一いつ瞬しゆんでカーペットへとぶちまける颯太。ポンコツ王子は伊だ達てじゃない。

「まったく……。あんな奴、来ない方がよかったんじゃないの？」

「伊集院さんこそ、どうしてここにいるんですか？」

　皿いっぱいにパスタをよそって帰ってきた聖愛が、姫奈に問う。

「これは性府主催のパーティーですよ？　まさか、またテロをしかけるつもりじゃ──」

「ち、違います！　僕らも誘さそわれたんですよ！　ほら、みんな招待券も持ってますし！」

　核かく心しんを突つかれる前に、遥真が急いで言い訳をする。

　招待券をもらったのは正確に言うと遥真だけだが、面めん倒どうだから伏ふせておく。ちなみに遥真以外の招待券は、聡一が精せい巧こうにコピーしたものだ。リア充側もそこまで厳しくチェックしないのか、バレることなく潜入できた。

　このテーブルにいない他の仲間は、別のテーブルに紛まぎれたり、スタッフと同じ服を着てホテルのボーイを装ったりしている。雪や歩あゆ夢むも今いま頃ごろは、どこかに潜ひそんでいるはずだ。

「そ、そうですか……。それならいいのですが。アレ？　でも、どなたが遥真さまたちに招待券を──」

　と、聖愛が聞こうとしたその時。

　会場全体の照明が落とされ、代わりに舞ぶ台たいのライトが灯ともる。

　そして、サンタコスをした司会の少女が舞ぶ台たい袖そでから飛び出した。

『レディ──────ス＆ジェントルメ──────ン！　大変お待たせ致いたしましタ！　只ただ今いまより、性府主催のクリスマスパーリーを始めマ─────────────スッ！』

　マイク片手に、壇だん上じようで声を張る少女。リア充たちが拍はく手しゆをし、開会式を盛り上げる。

　だが、遥真と姫奈はそれどころではなかった。ツインテールの金きん髪ぱつを見て、二人が顔を見合わせる。

「は、遥真！　アレ……！」

「う、うん……！　あの子は……」

　その人物は、エリスだった。遥真と姫奈が港で戦い、そして遥真に招待券を渡わたした少女。彼女はリア充らしいハイテンションで、イベントの前口上を述べる。

『今日は豪ごう華かな食事や、ちょっと過激なイベントを用意しているから楽しんでいってネ！　そしてなんと、私からも重大発表がありマース！』

　エリスは一度言葉を切ると、まるで誰だれかを捜さがすかのように参加者たちをキョロキョロ眺ながめる。そして遥真と目が合い、エリスが彼を指差した。

『このセクスフォード高校性徒会長、エリス・ローナンが誓ちかいマス！　今日のパーティーが終わるまでに、そこのテーブルに立っている八木遥真を私が落としましょウ！』

「…………え？」

　スポットライトが遥真を照らす。そして、エリスがダメ押しの一言。

『さあ、八ダ木ー遥リ真ン！　アナタは必ず今日の夜、私とセッ○スすることになるわヨ！』

『オオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！』

　突とつ然ぜんすぎる肉体関係宣言に、遥真たち以外の参加者が沸わいた。




　　　　※




（フフッ……！　完かん璧ぺきに決まったわネ）

　壇だん上じようでの宣戦布告を終えた時、エリスはこれ以上ないドヤ顔をして、盛り上がる参加者の中にいる遥真のことを見下ろしていた。

（これでダーリンは私のことを無視できなイ！　このパーティーの間中、自分に告白をした女子として私を意識することになるワ。しかも私はパーティーの司会！　ダーリンは嫌いやでも私を見続けることになル！）

　人は頻ひん繁ぱんに顔を合わせる相手に好意を抱く傾けい向こうがある。エリスは遥真に自分を強く意識させた上で、司会者という立場を利用して、この効果で遥真を落とそうとしていた。

（と言っても、それはあくまで作戦の一ツ。私のデータ戦術には一ミリの隙すきも存在しなイ！　今度こそそれを証明するワ！）

　エリスが壇上でグラスを掲かかげ、参加者たちに呼びかける。

「それでは皆みな様さま、心行くまでお楽しみくださイ！　カンパ────────イッ！」

『カンパ───────イッ！』

　エリスの掛かけ声でリア充たちがグラスを合わせ、和気あいあいと語り出す。カップルたちは相手のおでこにキスをしたり、間接キスをするために互たがいのグラスを交こう換かんしたり、一分に一回はキスをしイチャつく。

　そうこうする内、次し第だいにバイキングの列が混み始め、料理に人だかりができてきた。

「さて。私もそろそろ次の作戦に移るわヨ」

　最初のイベントが始まるまで、まだ少しだけ時間がある。その間はエリスも自由だ。

　彼女は他ほかのリア充と同じく、バイキングコーナーに赴おもむいた。しかしこれは、自分の料理を取るためではない。遥真の好物を持っていき、彼に接せつ触しよくするためだ。もちろん遥真の好物は、全すべて入念に調べてある。

「前回私がダーリンを落とせなかったのは、データ収集が足りなかったかラ。でも今回はぬかりないワ。あの敗北を糧かてにして、恋れん愛あい全体のデータだけでなく、彼独自のデータも調べあげたもノ！」

　恋愛の基本テクニックと、狙ねらう相手の個人情報。二つのデータが揃そろった時、エリスの理論は完璧になる。

　遥真の好む中ちゆう華か料理を中心に取り、エリスは彼がいるテーブルへ向かう。

　──その時、

「見つけたわよ、このド変態！」

　一人の女子が、エリスの前に立ちはだかった。

「やっぱり来たわネ……。伊集院姫奈！」

　彼女が遥真に好意を寄せていることは事前の調査で知っている。遥真を狙おうとしている自分に妨ぼう害がいを仕し掛かけてくることは、当然予想の範はん囲い内だ。

「この金髪、頭おかしいんじゃないの!?　何よさっきの宣言は！　公衆の面前であんなこと……！」

「リア充じゆうだったら当然でしょウ？　それよりどきなさイ。私はダーリンに話があるノ」

「どくわけないでしょ！　アンタみたいな変態、遥真の所へは行かせない！」

「だったら、力ずくで行かせてもらうワ。アナタと戦って負ける確率……二パーセントってところかしラ」

　エリスの体がピンク色に光る。愛マナのオーラが顕けん現げんし『性霊召喚』を使う準備が整えられる。

「くっ……！」

　姫奈も青いオーラを噴ふき出して対たい抗こう。だがその力は、やはり以前の彼女より弱い。

「そんな力で私に勝てると思っているノ？　前に結界が消えたのを忘れタ？」

「確かに、今の私の力だけじゃアンタを倒たおせはしないでしょうね。でも……」

　意味ありげな笑えみを浮うかべる姫奈。

　直後、彼女の後ろから二人の女子が現れた。

「おやめなさい、エリスさん」

「アンズの前で、遥真に手出しはさせないよ」

　国くに続つぎ聖愛と茅ケ崎杏が、ピンクのオーラを揺ゆらしながら姫奈の隣となりに並び立つ。

「ワオッ！　どうしてアナタたちまデ……!?」

　二人の登場に動どう揺ようし、エリスの愛マナのオーラが消える。

　自分と非リアの戦いに彼女たちが口を挟はさむ理由はないはず。考え、エリスは目を見開く。

「まさか、二人までダーリンのことヲ……!?」

「ええ。遥真さまは私がお守りいたします」

「アンズの遥真への愛の力は、どんな敵にも負けないからね！」

　リア充のトップと元ハーレム女王まで遥真が好きだとは計算外だ。姫奈一人なら楽勝だが、この二人、特に聖愛の妨害をこえて遥真に近づくのは容易ではない。

「クッ……！　なんでダーリンは非リアのクセにこんなに競争率高いのヨ!?」

　複数のリア充に好かれる独身。そんなもの、データベースには存在しない。エリスは唇くちびるを嚙かみしめた。

「それならこっちも徹てつ底てい的にやってやるワ！　三人とも、覚かく悟ごしておきなさイ！」

　エリスは一いつ旦たん遥真への接触を諦あきらめて、舞台袖へと走り去っていった。

「金髪ビッチめ。二度と来ないでほしいわね」

「Ｈな方は、遥真さまには近づかせません！」

「遥真の童どう貞ていはアンズのものだよ。誰にも渡さないんだから！」

　遥真を守り、得意気になる女三人。

　彼女たちの近くに、お皿を持った遥真が近づく。

「あれ？　姫奈たち、まだ料理取りに行ってないの？」

　彼は食事をしながら吞のん気きな声で、姫奈たち三人へ話しかける。

「ここの中華料理おいしいよ？　みんなも早く取ってきなよ」

「アンタね……私たちが大変なときに～～～～～」

「そうですよ！　遥真さま！　大体、あなたは女性に好かれ過ぎなんです！」

「もっとセクハラとかしなよ！　そんでアンズ以外には嫌きらわれて！」

「え、セクハラって──痛い痛い！　姫奈、やめて！　つねらないで！」

　三人の怒おこる理由が分からず、遥真はひたすら形だけの謝罪をするしかなかった。




　　　　※




「遥真のやつ、なんで毎回リア充の女に好かれてんのよ。ホントに恋愛適性０なの？」

「恋こいのライバルが多すぎます……。私が最初に遥真さまを好きになったのに……」

「順番なんか関係ないよ！　大切なのは気持ちだからね！」

　ぐびぐびとジュースを呷あおりながら、女子たちが遥真の取り合いをする。新しいライバルであるエリス撃げき退たいには協力しても、彼女たちもまたライバルであることに変わりない。

「なんか今日、みんな怖こわいなぁ……」

　遥真は怒られたこともあり、三人から少し離はなれた所でちまちまと料理を口にしていた。

　そんな中、再びエリスが壇上に立つ。

『お待たせしましタッ！　本日最初のプログラムを開始したいと思いマ──スッ！』

　このパーティーはただの立食パーティーではなく、いくつかの催もよおしが用意されている。内容は明らかではないが、恋こい人びと同士がその絆きずなを深められるものらしい。

『それではプログラムの発表デス。まず一つ目は──ベストカップル決定戦デ──ス！』

『ワアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッッッ！』

　ノリの良いリア充たちが沸わき、会場が熱気に包まれる。

「ベストカップル、決定戦……？」

　頭に疑ぎ問もん符ふを浮かべる遥真。すると、エリスが解説を始める。

『今から私がカップルナンバーを読み上げマス。その番号を持つカップルは二人で舞ぶ台たいに上がってくださイ！　そこで十秒イチャついてもらって、一番盛り上がったカップルをベストカップルとして称たたえマス！』

『ウオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ！』

　エリスの説明に、またもやカップルたちが沸く。

　カップルナンバーとは、入場の際にカップルたちに配られた『カップルカード』の番号のことだ。

『それじゃあ早さつ速そくいきますヨ──ッ！　カップルナンバー５１２番！　さあ、舞台に上がりなさイ！』

　エリスが四角い箱の中からランダムにカードを一枚引き、書かれた番号を読み上げる。

　そして同じ番号を持つカップル一組が登とう壇だんし、見苦しいイチャつきを開始した。

「いくぜ、舞まい子こ！　俺たちのコンビネーションを見せるぞ！」

「いつでもいいわよ、力りき哉や君！」

　二人が舞台の両りよう端たんに分かれ、離れた位置から相手を見つめる。そして同時に走り出し、舞台中央へ向かっていく。

「舞子！」

「力哉！」

『愛してるっ！』

　そしてセンターの三歩手前で、二人が相手に向かってジャンプ。彼らは宙を飛びながらちょうど舞台の中央でキスした。

『ま、まさかあれは『ジャンピングキス』！　キス四十八手の最難関を見せてきター！』

　エリスがイチャつき方を解説。そして見ていたリア充たちが、二人に盛せい大だいな拍はく手しゆを送る。

　一方、遥真と姫奈はポカーンとしていた。

「なにこれ……？　意味が分からないんだけど……」

「何でこんなの見せつけられなきゃいけないのよ……」

　見ず知らずの男女のよく分からないイチャつきを見ても、別に何とも思わない。それどころかむしろ不快である。

　だが、リア充は盛り上がっていた。

「スゲー！　『ジャンピングキス』を使いこなすなんて！」

「この大会、レベルが高いわね……」

「俺たちも負けてらんねぇぞ！」

　彼らに触しよく発はつされたのか、その場で色々なキスの仕方を試ためすリア充。ジュースを口移しで飲ませたり、相手の体の色々な部分にキスをしたりと、試行錯さく誤ごを繰くり返す。

「皆さま、単純に人のイチャイチャを眺ながめるのが好きなんですよ」

「それに周囲がラブラブだと、自分たちも思いっきりラブラブできるじゃん？」

「あっそ。理解に苦しむわ……」

　うんざりとした表情の姫奈。

『じゃあ次いきマス！　カップルナンバー３０２番！』

　エリスが次のカードを引き、カップルナンバーを読み上げる。

　しかし、誰だれも壇だん上じように上がらない。次し第だいに会場がざわついていく。

『コラ！　早く出てきなさイ！　逃にげようとしても無む駄だなのヨ！』

　エリスが怒り、周囲もさらに騒さわがしくなる。

　遥真は、嫌いやな予感に身み震ぶるいした。

「ねぇ姫奈……。僕らの番号、何番だっけ？」

「は？」

　姫奈は胸ポケットからカードを出して、カップルナンバーを確かく認にんする。そこには、３０２番の文字。

　次は、姫奈たちの番だった。




　　　　※




（さあ、どうすんノ？　伊集院姫奈）

　引いた３０２番のカードを指の先で弄もてあそび、エリスは嗜し虐ぎやく的に笑う。

　このカード、姫奈たちの番号を引いたのはエリスが仕し込こんだことだった。彼女は事前に遥真と姫奈が持つカードを調べ、いつでもそれが引けるように箱に細工をしておいたのだ。

「よく来たわネ。八木遥真に伊集院姫奈！」

　舞台に上がって緊きん張ちようしている様子の二人に、エリスが威い圧あつ的な声をかける。

「あ、はい……よろしくお願いします……」

「～～～～～！」

　がちがちの遥真に、今にも泣いてしまいそうな姫奈。二人とも、人前に出るのは苦手なようだ。

　一方客席のリア充は、先ほどエリスが肉体関係宣言をした男が登場したことで、さっきより盛り上がっていた。

「おいおい！　これって修しゆ羅ら場ばだよな？」

「でもあのカップル、なんか地味じゃない？」

「あんな女が相手なら、エリスちゃんの圧勝じゃねーか」

　エリスたちの関係に、参加者が大きく関心を向ける。

　このタイミングが絶好のチャンス。そう思い、エリスが姫奈に提案をした。

「ねぇ、伊集院姫奈。私と勝負してみなイ？」

「しょ、勝負……？」

「私たちでダーリンに甘えて、どっちが彼をキュンとさせることができるか競うノ。それでもしも私が勝ったら、ダーリンの彼女の座をもらうかラ」

「はあっ!?　何ソレ！　そんなの納なつ得とくできるわけ──」

「皆もこの勝負、見たいでショ──────!?」

『お─────────────────────────ッ！』

　姫奈が返事をするより前に、エリスがリア充じゆうに問いかける。こうして周りを味方につけて、後に引けなくするつもりだ。

「あ、それとも伊集院姫奈。まさかイチャつく自信もなイ？」

「い、いや……それは……」

「もしも自信がないんだとしたら、それこそ遥真から手を引くべきヨ！」

「うぐっ……！　分かったわよ！　やってやるわよ！」

　極度の緊張で判断力を失った姫奈が、簡単に勝負を受けてしまう。

（この状じよう況きようなら聖愛たちも邪じや魔まできなイ。伊集院を倒たおして、遥真をもらうワ！）

　エリスが遥真に、勝ち誇ほこった視線を飛ばす。

「姫奈、こんな勝負受けて大だい丈じよう夫ぶなの？　甘えるの、ハードル高いんじゃ……？」

「う、うるさい！　問題ないわよ！　昔はそういうの勉強してたし……」

　姫奈は、最近頻ひん繁ぱんに向き合っている黒歴史のことを思い出す。中学の時に得た知識を使えば、これくらい乗り越こえられるはずだ。

『それじゃ、早速やってみなさイ！　十秒イチャつき、スタート─────────ッ！』

　エリスが高らかに合図を出す。

「………………っ！」

　姫奈はすぐに覚かく悟ごを決めて、遥真の目の前に歩み寄る。

　胸の前に両手でハートマークを作り、遥真にそれを突つき出しながら、精せい一いつ杯ぱいの甘い声で言った。

『お、おいしくな～れ！　萌もえ萌えキュンキュン☆』

『………………………………………………………………………………………………』

　ダダ滑すべりとは、このことだった。

　スベリ笑いすら生まれない、正しよう真しん正しよう銘めいの沈ちん黙もくがパーティー会場の空気を冷やす。周りのリア充たちはもちろん、聖愛や杏、エリスや、そして遥真すらも、言葉を失い停止する。

　やがて姫奈の両目から、ぶわっと水すい滴てきが零こぼれ出す。

「うわあああああああああああんっっっ！　なんで何も言わないのよおおおおおおっ！」

　悲しさと恥はずかしさのあまり、姫奈が壇上から逃げ出した。

『え、えーっト……。予想以上にひどかったケド、伊集院姫奈のターンは終しゆう了りようーッ！』

　エリスが何とか声を出し、悲しい氷河期を終わらせる。

『さあ、今度は私のターン。ダーリン、覚悟することネ！』

「わ……っ！」

　遥真の懐ふところに入り込み、彼の顎あごを指で撫なでるエリス。マイクを捨て、彼の耳元で囁ささやく。

「私がアナタをキュン死させるかラ」

　ゾクッ、と遥真の体が震ふるえる。しかし、これは嫌な震えではない。何かに目覚めてしまいそうな、性的快感を伴ともなった震え。

　エリスが遥真の頭を摑つかみ、自分の唇くちびるへと寄せる──




「待ちな、金きん髪ぱつ」




　一筋の槍やりが、エリスに向かって飛んできた。

「なっ……！」

　気付き、遥真を離してバックステップでかわすエリス。彼女の鼻先を槍が掠かすめて、舞台の壁かべに突き刺ささる。

「俺の獲え物ものに手ェ出すんじゃねェよ」

「あ、アナタ……！」

　一人の男が舞台上に飛び乗った。目つきの悪い、赤い髪かみをした少年だ。その上彼を追うように、背の低い少女も舞台に上がる。

　久しぶりに見たその姿に、遥真は無意識の内に呟つぶやく。

「恭きよう介すけさん……美み咲さきさん……！」

　荒あら木き恭介に、鈴すず音ね美咲。以前遥真が戦って倒した、法ほう性せい学院のツートップである。

「……恭介。勝手に前に出ていかないで」

「まァまァ、そう言うなよ美咲。こんな状況、黙だまって見てられねェだろォ？」

　恭介は自分たちの登場で動どう揺ようしているエリスを睨にらむ。

「なに、アナタ……。どうして私の邪魔をするノ？　何か私に恨うらみでモ？」

「そういうわけじゃねェよ。ただなァ。コイツらは非リアにしちゃあ珍めずらしく、ガチの絆きずなを持った奴やつらだ。お前みてェな後出し女にこの二人の邪魔はさせたくねェのさ」

　恭介は以前戦った時と変わらない、挑ちよう戦せん的な目で遥真を見る。

「それに……遥真と姫奈が仲なか違たがいしたら、このコンビと戦えなくなっちまうだろ？　俺はコイツらにリベンジしなきゃ気がすまねェんだ。それまでは別れさせるわけにいかねェ」

「勝手なことヲ……！　そんなこと言って、オーディエンスを敵に回す気？　私とダーリンのイチャラブを皆も見たがってるんだけド？」

　エリスが観客を振ふり向くと、彼らの怒ど号ごうが聞こえてくる。全すべて恭介へのものだ。

『ふざけんなー！　荒木恭介！　エリスちゃんの邪魔するなー！』

『エリスのイチャつき見たいのにー！　空気読めないバカはひっこめー！』

「るせーな雑ざ魚こども！　静まりな！　こいつと遥真のイチャつきよりも、スゲーの見せてやるからよ！」

　恭介が叫さけび、観客たちを怯ひるませる。

　その隙すきに彼は美咲に振り向き、さらに観客たちへ宣言。

「見てろよ、テメーらァ！　これが俺たちのイチャつき方だァ！」

「なっ……？」

　呆あつ気けにとられたエリスの前で、恭介が美咲の肩かたを摑み、彼女を壁かべ際ぎわへ追い詰つめる。

「……！」

　いつもはほとんど無表情な彼女が、驚おどろいたように少し目を開く。

　しかし恭介は動きを止めない。壁にもたれる美咲の前に立ち、自分の足を彼女の股またの間に入れた。そして、ドンッ！　と膝ひざで壁を蹴ける。

　美咲のスカートが恭介の足に押し上げられて、白い太ももがチラリと見えた。

「………………ッ！」

　表情は変えず、しかしわずかに白い頰ほおを色づかせる美咲。

「どうだ？　俺のイチャつき奥おう義ぎ、『壁ドン』ならぬ『股ドン』だ」

　恭介が遥真に向けてドヤ顔をする。

　その直後、リア充女子たちの『キャ───ッ！』という歓かん声せいが響ひびき渡わたった。

「股ドンじゃん！　イケメンしか許されない股ドンじゃん！」

「自信満々にあれをやるなんて、さすが性徒会長ね！」

「私も一回やられてみたい！」

　女性を壁際に追い詰めた後にその壁を叩たたくのが壁ドンだが、同じく壁際に追い詰めた後、女性の股に足を入れて壁を蹴るのが股ドンである。

　女子からすればかなり恥ずかしい形になるが、周囲の反応を見てみると、女子ウケはかなりいいらしい（ただしイケメンに限る）。
















　恭介は満足そうに頷うなずき、美咲の股から自分の足をひっこめた。

「へッ。こんだけ盛り上がれば観客も文句ねェよな、美咲」

「恭介。ちょっと壁際に立って」

　美咲が恭介の服を摑んで、自分との立ち位置を交代させる。恭介が壁にもたれる形だ。

「ん？　どうかしたのか美咲？」

「私も、一回やってあげる」

　無表情のままそう言うと、美咲が彼の足の間に細くて綺き麗れいな足を入れる。そして──

　渾こん身しんの力で股こ間かんを蹴った。

「ンギャ─────────────────────────────ッッッ!!」




　　　　※




　歓かん談だんの時間、遥真は恭介とテーブルを共にし、彼と言葉を交かわしていた。

「恭介さん、さっきはありがとうございます。一応、助けてくれたんですよね？」

「別に助けたワケじゃねェよ。あんなくだらない余興なんかでお前と姫奈が別れたら、リベンジできなくなるだろうが。俺はそれが嫌いやなだけだっての」

「あはは……。やっぱり、また戦うつもりなんですね……」

「たりめーだ。前にも言ったろ？　次会った時は全力で叩き潰つぶすってなァ。俺らの愛はあの時よりもさらに深まってるからな。今はゼッテー負けねェぜ？」

「その割に、メッチャ蹴られてましたけどね……」

　美咲の全力の蹴りを思い出し、遥真は両手で股間を押さえた。

「アイツはちょっと照れ屋なんだよ。ホントはああ見えて喜んでんだ」

　恭介が隣となりのテーブルに目をやる。

　そこには恭介の彼女、美咲の姿。彼女もパーティーの決まりに則のつとり、サンタ服で身を包んでいた。フリーサイズのサンタ服は、彼女にはやや大きいのだろう。腕うでが袖そでに隠かくれてしまい、指だけがかろうじて外に出ている。

　彼女は、姫奈と聖愛と杏に交じって、女子会のように語らっていた。




「しっかし、まさかアンタたちまで来てたとはね……」

　恥はずか死しから立ち直った姫奈が、やや警けい戒かいしながら美咲に言う。

「それは、私たちのセリフ。本来非リアは入って来ちゃダメ」

　美咲がくぴくぴとお茶を飲む。

　その後、彼女は世間話でもするような顔で、姫奈たち三人に問いかけた。

「あなたたちは、全員八木遥真を取り合っているの？」

『！』

　いきなりのデリケートな話題。

　姫奈は狼狽うろたえて言葉を無くし、その一方で聖愛と杏は少し恥ずかしがりながら答えた。

「まぁ……そういうことになりますかね……？」

「最後に勝つのはアンズだけどね。遥真はアンズの胸が好きだし」

「大人気……。杏に、聖愛まで惚ほれてるなんて……」

　普ふ通つうリア充じゆうは非リアの人間に恋こいをしない。美咲はとても意外に思った。

「聖愛と杏は、彼のどんなところが好きなの？」

「そう、ですね……。改めて言うと恥ずかしいですが、頼たよりになるところが大好きです」

「アンズは、遥真が素すのアンズを認めてくれたからだねぇ。あと変態なところも好きだよ！　なんか世話してあげたくなるよね！」

「そうなんだ。……じゃあ、姫奈は？」

「ぶっ!?」

　自分にくるとは思っておらず、姫奈が飲みかけのジュースを噴ふく。

「なっ……なんでわざわざ私にも聞くのよ？」

「単純に、気になったから」

「何ソレ……。だったら、何であんたはあの槍男が好きなワケ？」

「……………………」

　姫奈の問いに、美咲は何も答えず俯うつむく。顔を姫奈たちから逸そらし、唇に少し力を込こめる。

　彼女はしばらく時間をかけて、その後ゆっくりと口を開いた。

「…………私のために、一いつ生しよう懸けん命めいになってくれるところ……っ」

『!!』

　顔を赤くし、やや泣きそうな声でのセリフに、女子たちの心臓が締しめ付けられた。

「み、美咲さん！　今のとってもキュンとしましたっ！」

「この照れ屋さんが～っ。今の恭介に言ってあげなよ～」

「いいわね、あんた……。そんなに可愛かわいい性格で……」

　美咲に抱だきつく聖愛と杏。そして、若じやつ干かん彼女に嫉しつ妬とする姫奈。

「……そんなことない。私も、あなたと同じようなもの。なかなか素直になれないから」

「美咲……」




「よく聞こえないけど、なんか仲良くなってるね……」

「まァ、女どうしで仲良くなるのはいいけどよ……。テメェ、美咲のこと狙ねらってたりしねーだろうなァ？」

　恭介が今までで一番敵意のこもった眼光を飛ばす。

「え？」

「テメェ、非リアの割には随ずい分ぶん女をたぶらかしてるようじゃねェか。それに、美咲は神が作りし究極可愛い女の子。誰だれに狙われてもおかしくねェ」

「い、いや！　狙うわけないですよ！　二人が愛し合ってるのは僕らが一番よく知ってますし！　確かに可愛いとは思いますけど……」

「やっぱり狙ってやがったかァ！　この腐くされ童どう貞てい野や郎ろうがァァァ！」

　恭介が遥真の胸むなぐらを摑つかんだ。

「ええ!?　いや、可愛いって言っただけで……」

「言い訳なんか聞いてたまるか！　俺の美咲に近づくんじゃねェ！　いや、視界にすらいれさせねェぞ！」

　恭介は女子たちのテーブルに乱入。美咲を自分の後ろに隠す。

「邪じや魔まはさせねェ！　特に今夜は、俺と美咲の初夜なんだよォ！　俺は今日こそ満を持して、美咲と淫みだらな夜を過ごすんだ！」

「恭介、一人で眠ねむってて」

「うぽぴゃあ!?」

　美咲の手刀が恭介の脇わき腹ばらを突つき刺さした。

「何でだよ美咲ィ!?　今日は美咲の方からこのパーティーに誘さそったんじゃねェか！　それも、ホテルまで予約して！」

「うん、予約した。……別々の部屋を」

「まさかの別居宣言だとォ!?」

　膝をついてうな垂れる恭介。

　遥真たちは彼の無様な姿に、つい笑いをこぼしてしまう。

「っていうか、恭介さん……童貞？」

「うるせ─────────────────ッ！」




　　　　※




　遥真たちがバカをやっている様子を、エリスが舞ぶ台たい袖そでから眺ながめていた。

「アイツらメ……。こうなったらもう許さなイ！　全員、力ずくで打ち負かしてあげル！」

　エリスがマイクを固く握にぎりしめ、再び舞台上に立った。




　　　　※




『次のプログラムは、「パーティー・オブ・ザ・キス」デ──────────スッ！』

　エリスがそう宣言すると、舞台前の床ゆかが開いた。そして中から巨きよ大だいなクリスマスツリーが現れる。

『内容はいたってシンプルデス！　カップル達には順番に、いま登場したクリスマスツリーのもとに集まってホットなキスをしてもらいマス！　その様子はスタッフたちが写真に撮とって納めますので、張り切って愛を深め合いまショー！』

　要するに、ただ恋こい人びと同士でキスをするだけの催もよおしのようだ。イベントにするには、やや地味ではないかと遥真は思う。

『しかし、このツリー、ただのツリーではありませン！　何といっても『ヤドリギ』が大量に飾かざられていますかラ！』

　ヤドリギ。幸福をもたらす聖なる木として、ケルト神話や北ほく欧おう神話で語られている縁えん起ぎの良い植物だ。このヤドリギの下では『キスを拒こばんではいけない』という言い伝えがあり、逆にヤドリギの下でキスをすると、その男女は永遠に幸せになれると言われている。

「なるほどね。それでみんなで幸せになろうっていうイベントか」

　よく考えると、巨大なツリーもこんなイベントでなければ見られない。それだけで案外盛り上がるものだ。

『カップルみんなでキスをして、全員で幸せになりまショー！　それでは、ツリーの下にお集まりくださ───イ！』

　と、エリスが開始を告げた瞬しゆん間かん。

　遥真は両手を摑まれた。

「遥真さま！　私と一いつ緒しよにツリーの下へ行きましょう！」

「いいや！　遥真は渡わたさないよ！　アンズとキスをするんだから！」

「ふ、二人とも!?　痛い！　痛いよ！　両側から引っ張らないで！」

　聖愛と杏が遥真の腕を摑んで引っ張る。遥真が苦しんでいるのにも構わず、二人は全力で彼を取り合う。

　それもそのはず。もし遥真が自分以外の女子とヤドリギに入ってしまったが最後、その二人がキスをするのは不ふ可か避ひ。絶対に彼を別の女子にとられるわけにはいかないのだ。

　二人は瞬しゆん時じにこのことを理解し、すぐ遥真の腕を摑んだのである。

　一方姫奈は遥真の奪うばい合いに参加せず、聖愛と杏を止めようとしていた。

「や、やめなさいよアンタたち！　遥真痛がってるじゃない！」

「伊集院さん。確かに心苦しいですが、やめるわけにはいきません！」

「そうだよ！　それにアンタはいいの？　そんな悠ゆう長ちように構えてて。アンズたちが遥真奪っちゃうよ？」

「ぐっ……！」

　杏の言うことはもっともだ。姫奈も遥真のことが好きならば、今すぐ二人と同じように遥真を奪おうとするべきである。

　しかし、それはできなかった。

（こ、こんなところでキスなんかできるかっっ！）

　このツリーの下でキスをするということは、遥真への恋こい心ごころを公おおやけに認めることになる。そして同時に、遥真にそれを知られるということ。今まで散々遥真に対して恋することを否定してきたのに、自分から遥真に告白まがいのことなどできない。

　しかもこの気持ちを認めてしまえば独身術が使えなくなり、今日この後のデートテロで一いつ切さい戦えなくなるだろう。

（私は、非リアの戦士なのよ……！　この気持ちは絶対に認めるわけにはいかないわ）

　この間は遥真にキスすることで、逆に恋心を否定しようとしたこともあったが、あんな言い訳はもう通じない。なぜなら姫奈が完全に恋心を自覚しているのだから。

「伊集院さん。あなたは遥真さまとキスをしたくはないのですか？」

「し、したくないし！　こんなのとキスとかありえないし！」

「ぐぼァ！」

　聖愛の問いに噓うそをつく姫奈。

　その答えに遥真の心が屠ほふられた。

（ああああ！　変なこと言っちゃったあああああ！　ゴメン遥真！　ホントゴメン！）

　つい恋心を隠かくそうとして真逆のことを言ってしまう姫奈。心の中で謝るが、その声は遥真に届かない。

　そして聖愛たちは変わらずに、遥真の奪い合いを続ける。

「さあ、遥真さま！　私とツリーへ！　せっかくのイベントなのですから！」

「遥真はアンズとキスしたいよね？　アンズの方がキスのテクあるし！」

「ま、待って！　行くから！　順番に行くから！　だからそれ以上引っ張らないでー！」

　女子とは思えないほどの力に、遥真も悲痛な声を出す。

　その上、さらなる刺し客かくが襲しゆう来らい。

「待ちなさイ！　ダーリンは私とキスするノ！」

「え、エリスさん!?」

　彼女は司会の仕事を放ほうり、遥真の前に現れた。このイベントでキスをして、彼を我が物にするために。

「来ましたね、エリスさん！」

「アンズ、絶対負けないよ！　誰にも遥真は渡さない！」

「フフ……。そううまく私を出し抜ぬけるかナ？」

　遥真の服を摑むエリス。彼女はそのまま遥真を引っ張り、彼の腕うでを摑んだ聖愛たちごとツリーのもとへ引き連れていく。

「そんなっ！　なんて馬ば鹿か力ぢからですか!?」

「マズい……！　このままじゃ引きずり込まれる！」

「どんな手段を使ってでも、先に連れ込めば私の勝ちヨ！」

　よく見ると、彼女の体は薄うすいピンク色に発光していた。

　エリスは性霊召喚の愛気道を使い、精力剤ざいの性霊を自分に憑ひよう依いさせていたのだ。それにより各能力が絶ぜつ倫りんになり、怪かい力りきを発揮しているのである。

「え、エリスざぁん……首がいだい……！」

　襟えりを摑まれ、泡あわを吹ふきそうになっている遥真。

「く……っ！」

　争う彼らの様子を眺め、姫奈がギリッ、と歯を鳴らす。

　三人が遥真を取り合う中で、姫奈だけはそれに交ざれない。独身術を守るためにも、自分のプライドを守るためにも。

　しかし、それでも。

　遥真が他ほかの女子にとられるのを、黙だまって見てはいられなかった。

「やめなさい、このリア充じゆう共！　遥真は非リアよ！　女子とキスなんかしないから！」

　せめてもの抵てい抗こうで、三人のことを止めようとする姫奈。聖愛たちの前に立ち、クリスマスツリーへの道を阻はばむ。

「遥真はね！　恋れん愛あい適性０点なのよ！　そんな非リア中の非リア男にキスができるわけないでしょう！　きっとものすごく下手なんだから！」

「そんなことないよ！　アンズのテクでカバーするし！」

「カバーできるレベルじゃないわよ！　多分アレよ！　キスしようとしたら唇くちびるガブッと嚙かまれるわよ！」

「そんな人間いるわけないワ！　私のデータでも見つからないもノ！」

「データにないほど遥真がダメダメってことよ！　キスなんて絶対やめるべき！　コイツとじゃロクな結果にならないわよ！」

　自身の恋心を隠しながらリア充たちを止めようと、姫奈が遥真の悪口を吐はく。

「伊集院さん……。いくら何でも言い過ぎでは……？」

「ううぅ～……。姫奈ぁ～、ひどいよぉ～」

　遥真を見ると、ぼろぼろ涙なみだを流していた。

（うわあああああああああ！　遥真ああああああああ！　ごめんねえええええええ！）

　また姫奈が心中で謝罪するが、当然その声は届かない。

「ちょっと伊集院！　アンズの遥真をいじめないでよ！」

「今のはさすがにひどすぎるワ！　パートナーなら、相手をいたわるべきじゃないノ？」

「うぐっ……」

　悪者になり、戸と惑まどう姫奈。正論になにも言い返せない。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。きっと遥真のキスは素す敵てきだから。ほら、アンズで試ためしてごらん？」

「杏さん！　抜け駆がけは許しませんよ！」

「コラ、ダーリン！　試すなら私で試しなさイ！」

「み、みんなっ！　だから痛いって～！」

　遥真をツリーへ引きずる三人。

　こうなるとさすがに口は出せない。姫奈はもう、その姿を黙って見るしかなかった。

「私だって……遥真のこと大好きなのに……」

　姫奈が漏もらした呟つぶやきは、遥真たちには届かなかった。




　　　　※




「あ～～～疲つかれた……。ひどい目にあったよ……」

　ホテルの男子トイレの中で、遥真は大きくため息をついた。洗面の水で顔を洗い、だるい気分を変えようとする。

　結局あれから、遥真は誰だれともキスすることなく、パーティー会場を抜けだしていた。もちろん女子と普ふ通つうにキスできるなら遥真としてもありがたい。しかし、あの状じよう況きようでは三人がいがみ合っていて、誰とキスしても角が立つ。だから彼女たちの隙すきをつき、ここまで避ひ難なんしてきたのだ。

「それにしても、エリスさんたちあんなに力が強いとは……。先が思いやられるなぁ」

　もうすぐパーティーも大おお詰づめのはずだ。それはつまり、デートテロを仕し掛かける時がすぐそこに迫せまっているということ。エリスや聖愛と戦うことになると思うと、どうしても気分が重くなる。

　遥真は頃ころ合あいを見計らい、トイレから出て会場へ向かう。おそらくもうキスパーティーは終わり、みんな歓かん談だんしているだろう。

　人ひと気けのない廊ろう下かを歩き、ゆっくり会場へ移動する。

　と、その途と中ちゆう。角を曲がったところで見覚えのある人物を発見。金きん髪ぱつのツインテール……エリスだ。

「っ！」

　さっきの争いを思い出し、遥真は咄とつ嗟さに身を隠す。ひょっとしたら自分を捜さがしに来たのかもと思い、こっそり様子を窺うかがった。

「あんなところで、なにしてるんだろ……？」

　彼女は司会で色々多た忙ぼうなハズである。そんな彼女が壁かべに手をつき、何やら悲しげに俯うつむいている。

　そのまましばらく見ていると、エリスは堅かたく拳こぶしを握にぎり、ありったけの力で壁を叩たたいた。そして、かなりの声量で叫さけぶ。

「あ─────────────────もウッ！　ダーリンはどうして私に惚ほれてくれないのヨ────────────────────────────────ッ!?」

　いきなりの怒ど声せいに、遥真の体がビクゥ！　と強こわ張ばる。

「伊集院とか聖愛とか、何か変な邪じや魔まばっかり入るシ！　ダーリンも私のこと全然注目してくれないシ！　いい加減にして欲しいわヨ！　そう言えば、前の私の色いろ仕じ掛かけも全然通用しなかっタ……。一体、どうすれば落ちるのヨ────────────────！」

　どうやら彼女、思おも惑わく通りに遥真が自分のものにならず、苛いら立だっているようだった。

　なんだかとても気まずい場面に遭そう遇ぐうしてしまったようだ。遥真は見なかったフリをしてやり過ごそうかと考えたが、会場へと戻もどるにはこの廊下を通る以外にない。エリスが去るまで待とうとしても、彼女はブツブツと遥真に対する恨うらみ言ごとを呟いてばかりで、なかなか立ち去る様子はなかった。

　仕方なく、遥真は声をかけることにした。

「あ、あの……。大丈夫？」

「ワッツ!?」

　声をかけると、エリスはようやく彼に気が付き、一いつ瞬しゆん「ヤバッ！」という顔になる。

　そして、慌あわてて笑え顔がおで取り繕つくろった。

「だ、ダーリン！　アハハ……。こんな所で何してるノ？」

「えっと、トイレの帰りだけど……。エリスさんこそ、一体なにを……？　なんか、すごい叫んでたけど……」

　そのセリフに、エリスの表情が凍こおりつく。

「ダーリン、まさか……今の……見て、タ？」

「え、えっと……。それは……。アハハハハ──」

「キャ───────────────！　イヤ───────────────！」

　恥はじらいと気まずさで叫ぶエリス。

　あの光景はどう考えても見られちゃダメな場面である。八つ当たりする女性ほど男のポイントを下げるものもそうない。

　もはや開き直るしかない。エリスは遥真の胸むなぐらを摑つかみ、ガクガク揺ゆすりながら問う。

「ねぇダーリン！　もう直接聞くワ！　アナタ、どうして私に惚れないノ!?　全員の前でアナタに告白みたいなことして、その上何度もアピールしてル！　心理学的なデータでも、アナタの好み的データでも、こんな風に尽つくす女性はかなりポイント高いはずヨ！　確かに私はダーリンの好む巨きよ乳にゆうではないけど……それでも惚れなきゃおかしいワ！　私のデータは完かん璧ぺきなのヨ！　それでも私に振ふり向かないって、よっぽど私が嫌きらいなノ？　一体何が、気に入らないノッ!?」

　遥真が口を挟はさむ余よ裕ゆうがないほど、一気にまくし立てるエリス。

「え、エリスさん、落ち着いて──」

「落ち着いてなんかいられないわヨッ！　とにかく早く教えなさイ！」

　エリスが乱暴に遥真の襟から手を離はなす。

　遥真はゲホゲホとせき込みながら、乱れた襟えり元もとを整える。その間もエリスの瞳ひとみは鋭するどく遥真を射い貫ぬいていた。

「そ、その……。僕は別に、エリスさんのこと全然嫌ってなんていないよ？」

「それなら、どうして惚れないのヨ!?　私はこんなにもダーリンのデータを知っているのニ！　理想の彼女になれるのニ！　どうして私のデータ戦術が、ことごとく通用しないのヨ!?　恋愛なんて、データさえあれば全部上う手まくいくはずなのニ！」

　嵐あらしのような勢いで遥真に疑問をぶつけるエリス。

　遥真は彼女を刺し激げきしないよう、なるべく穏おだやかな口調で話す。

「い、いや……。それは違ちがうと思うよ？　むしろ恋愛にデータなんて、必要ないと思うけど……」

「ハァ!?」

　予想外の言葉に、エリスが間の抜ぬけた顔になる。

「だって恋愛に必要なことって、相手にしっかり自分の気持ちを届けることでしょ？　好きだって気持ちを隠かくさずに、まっすぐ相手に伝えること。その純じゆん粋すいな気持ちの方が、データよりずっと大切なんじゃ……」

「そ、それハ……！　でモッ！　気持ちだけじゃ、狙ねらった相手を落とせる保証はないじゃなイ！　やっぱりデータも必要ヨ！　相手のことを勉強して、効果的な落とし方を調べル。そうやって色々工く夫ふうをしないと、恋こいの戦争には勝てないワ！」

　現にさっきエリスは、姫奈や聖愛、杏といった恋のライバルと争うことになっていた。そういう相手に差をつけるため、データが必要になってくる。

「そうかな？　僕はデータがなくても勝てると思うよ？　どんなに下手なやり方でもしっかり気持ちを伝えれば、それはきっと相手に届くから。少なくとも僕はそういうやり方の方が好きだな。……って、非リアの僕がこんなこと言っても、全く説得力ないけどね……。僕もモテる方法とか、結構ネットで調べたりしてるし」

　頭をかきながら、恥ずかしそうに言う遥真。

「だけど……だけド！　恋こい人びとのことを深く知るのは重要でしょウ!?」

「確かに、付き合う上ではそうだと思う。でもそれは、徐じよ々じよに知っていけばいいことじゃないかな？　付き合う前に無理に調べることじゃない。最初は『好きだ』って気持ちがあれば、それでいいと僕は思ってる」

　いくらデータが豊富にあっても、気持ちが欠けている恋愛は無意味だ。当然のことだが、恋愛することが目的化しているリア充じゆうたちは忘れている。エリスもその中の一人なのだ。

「僕は、恋愛はデータなんかじゃないと思う。気持ちさえあればどんな恋でもきっと最後は報むくわれる。少なくとも、そう信じていたいな」

　そう言い、遥真がエリスに微笑ほほえみかける。

「………………くッ！」

　その意見と遥真の表情に、エリスは何も言い返せなくなってしまう。

「それに、エリスさんは可愛かわいいからさ。データなんか頼たよる必要ないよ」

「はウッ……!?」

　いきなり飛び出た誉ほめ言葉に、不覚にも赤くなるエリス。

『可愛い』なんて、エリスはリア充の男たちに今まで何度も言われてきた。しかし今回は不思議なほど、彼女の心に響ひびいたのだ。

　データ云うん々ぬんが関係ない、遥真の純粋な心からの気持ち。相手を落とすための計算や、社交辞令にも属さない、彼の本心から出た言葉。

　そんな真っ直すぐな『可愛い』が、エリスの心を射貫いていた。

「あ、あの……エリスさん？」

「っっっ～～～～～～～～～！」

　何も言えないまま、どんどん顔を赤くするエリス。

　彼女は顔を見られぬよう俯き、遥真の足へと視線を向ける。男に本気で照れている姿。そんなのは恥ずかしくて見せられない。そう思い、何とか隠そうとする。

　そして彼女は、逆に見てしまった。

　遥真のとてつもなく恥ずかしいところを。

　彼の、開いた社会の窓を。

「ダーリン……。ズボン、チャック開いてル……」

　赤くなった顔を元に戻すエリス。

「え……？　あっ!?」

　今度は遥真が顔を赤くし、慌ててファスナーを引き上げた。

「あ、あのこれは……！　違うから！　パーティー中、ずっと開いていたわけじゃないから！　さっきトイレに行ってたせいで……」

「ふ……フフッ。アハハハハッ！　チャックが開いた状態で女の子を口説いているなんて、台無しにもほどがあるじゃなイ！　ダーリンって本当に恋れん愛あい適性０点なのネ！　さすがにカッコ悪過ぎヨ！　アハハハッ！」

「そ、そんなに笑わなくてもいいじゃん！　それに別に口説いてないし！　……っていうかヤバい！　僕、そろそろ行かないと！」

　テロの時間が近づいていることを思い出す遥真。作戦開始時は姫奈と一いつ緒しよに行動することになっているのだ。早めに戻らないと怒おこられる。

「エリスさんもまだ司会あるでしょ？　早く戻った方がいいよ！」

「フフッ……！　言われなくても戻るわよ、バーカｗ」

　慌てて駆かけ出す遥真の背中を見送りつつ、明るい声でエリスが言う。

　そして彼女は、さっき遥真に言われた言葉を慈いつくしむように呟つぶやいた。

「恋愛は……データなんかじゃなイ……！」




　　　　※




　会場へ戻ると、予想通りキスパーティーはもう終わっていた。

　今は歓かん談だんの時間となり、リア充たちが和気あいあいと会話を楽しんでいるようだ。

　中にはいまだにキスをしようと画策している者たちもいるが……。




「美咲ィ～！　一回くらいキスしてくれよ～！　最近全然してねェだろ～！」

「そんなにしたいなら、させてあげる……。床ゆかと」

「美咲!?　やめろ頭を踏ふむんじゃねェ！　口が！　口が床につくゥ！」




　彼らを横目に眺ながめながら、遥真は姫奈のもとへ向かう。もうすぐテロ開始ということで、彼女は聖愛たちと離れ、一人で壁かべ際ぎわに立っていた。

「姫奈、いよいよもうすぐテロ開始だね！　今日は独身術、大だい丈じよう夫ぶ？」

「え、ええ……。問題ないわ」

　姫奈はどこか気まずそうに遥真の言葉に相づちを打つ。さっき色々言ったことを彼女なりに気にしていたのだ。

「姫奈？　なんか様子違くない？」

「だ、大丈夫よ！　それより、今はテロのことにだけ集中しましょう」

　姫奈は今の言葉を遥真より、自分に向けて言っていた。

　遥真が好きだからと言って、恋愛感情に惑まどわされている場合ではない。しっかりとテロをするべきだ、と。

『それでハッ！　いよいよ本日最後のプログラムデ──スッ！』

　エリスの声に、会場全体が舞ぶ台たい上の彼女を振り向いた。

　彼女は遥真との言い争いが噓うそだったように、明るい表情になっていた。

『時刻はまもなく、午後九時になりマス！　そして、クリスマスイブの午後九時と言えば──その通リ！　性の六時間デ─────────スッ！』

「ついに来たわね、性の六時間……」

　性の六時間とは、クリスマスイブの午後九時からクリスマスの午前三時まで指す時間帯だ。一年の中で最もＨする人たちが多いということで、そんな呼ばれ方をしている。

「要するに、一番リア充が調子に乗っている時間帯だよね……！」

　遥真は残った料理を平らげながら、エリスの動きに注目する。

　遥真たち『喪中の獅子』の計画では、この時間に一いつ斉せい攻こう撃げきを仕し掛かける予定だ。おそらく聡一や雪たちが、奇き襲しゆうの準備をしているはず。このパーティー最後のプログラムがどんなものかは知らないが、それが終わるときが作戦開始の瞬しゆん間かんだ。

　いつでも攻撃ができるよう、遥真も心構えをしておく。

　エリスが告げるプログラムの内容を、強こわ張ばった顔で聞きながら。

『という訳で、最後はみんなに性の六時間を楽しんでもらおうと思いマ────スッ！　カップル諸君、準備はいいわネ？』

『お──────────────────っ！』

　エリスの問い掛かけに、周囲のリア充がこれ以上ない盛り上がりを見せる。尋じん常じようではないテンションの上じよう昇しよう。これから起こる出来事に対して、強い期待を抱いだく表情。

　そして、エリスが大声で叫さけぶ。

『それではまずは、男子諸君。彼女のおっぱい揉もんじゃっテ─────！』

　エリスの合図で、リア充の男が一斉に彼女の胸を揉み始めた。

「え……っ？　ええぇ!?」

　目の前で起きた光景に、遥真は自分の目を疑う。

　何十組ものカップルが、同時に胸を揉む光景。男は欲よく望ぼうのままに服の上から彼女の胸をまさぐって、女子たちは「あん……っ！」と甘い声を漏もらす。

「な、なにこれ……！　どうなってるの……!?」

　困こん惑わくのあまり、姫奈も小声で疑問を呈ていすることしかできない。

　さらにその時、壇だん上じように一人の女性が現れた。

「やばば～！　これ、今からはじまるトコロかな～？」

　ピンクの髪かみを揺ゆらしながら、舞ぶ台たい袖そでからエリスに向かって歩く人物。

　十五地区のトップにして、恋愛適性の責任者。国続優ゆう愛あがそこにいた。

「ワォ、優愛さン。お待ちしてましタ。あとはよろしくお願いしマス」

「ん、任せて～！　バッチリ決めちゃうよ～！」

　優愛がエリスからマイクを受け取り、エロ行こう為いにふけるリア充へ問う。

『みんなー！　セッ○スしたいか───────!?』

『いぇ─────────────────いっ!!』

『男はずっぽり入れたいか─────────!?』

『うお───────────────────!!』

『女はバッコリはめたいか────────────!?』

『ワ─────────────────────ッ！』

　優愛の声に、ますますテンションを上げるリア充。

　ここまでくれば、彼らが何をするつもりなのか遥真にだって理解できる。ぼーっとしている場合じゃない。遥真は急いで舞台に駆け寄り、優愛たちを止めようとする。

「優愛さん！　ちょっと待ってください！」

「あ、遥真クン！　おひさ～。多分来てると思ってたよ～ん」

　優愛がにこやかに遥真へ手を振ふる。派手なドレスに、ちりばめられたアクセサリー。相変わらず聖愛とは違ちがい、煌びやかな格好をしている。

「優愛さん！　これ、どういうことですか!?　まさかここでＨなことを……！」

「うん、正解ー。今から乱交パーティーしまーす！」

「なっ……」

　パーティー最後のプログラムとは、ただのセッ○スなんかではなく、乱交パーティーということだった。リア充たちの性の時間は、遥真の予想を超こえていた。

「ん～、でもこの光景ヤバくない？　全員やる気マンマンじゃ～ん！　そうだ、イン○タに上げとこう」

「ダメですって！　炎えん上じようします！　いくらリア充でも、不健全過ぎだと思いますよ！」

　しかし遥真の苦言をスルーし、スマホで撮さつ影えいを開始する優愛。

「いいねー、いいねー！　みんなバイブス上がってるゥ～～！」

「優愛さん、こんなの撮っちゃダメです！　あと乱交もまずいですって！」

「俺も遥真に賛成するぜ」

　遥真の隣となりに、恭介と美咲が歩み寄ってきた。

「乱交なんてしてたまるかってんだよ。美咲は俺だけの彼女なんだ。別のやつには一いつ瞬しゆんたりとも渡わたさねェ」

「ふ～ん……。君、荒木恭介君だっけ。なぁに？　アタシに逆らうのかな～？」

「たりめーだ！　こういうことは、二人ッきりで大事にするべき──」

「シャシャんないでね～？　クソガキ君」

　満面の笑えみで優愛が言う。途と端たん、彼女の体から愛マナのオーラが暴風のように噴ふき出した。オーラは恭介と美咲を襲おそい、彼らを後ろへ吹ふき飛ばす。

「うおおッ!?」

「くっ……！」

　二人はテーブルに背中から激げき突とつ。派手な音を立てながら倒たおれた。

「リア充じゆうはね、クリスマスにセッ○スするものなの！　それにせっかく性の六時間なんだから、たくさんＨしないと損でしょ～？　ねっ、遥真クン。そう思わない？」

「そ、それは……」

　彼女の愛マナははっきり言って計り知れない。今の恭介への攻撃でヤバい相手だというのは分かった。言葉を選んで会話しないと、一瞬で葬ほうむられてしまう。

「お姉ちゃん、止やめてください！　遥真さまを困らせないで！」

「そうだよ！　アンズの遥真に手ぇ出しちゃダメ！」

　聖愛と杏が乱入してきた。二人はそれぞれ遥真をかばうように立つ。

「大体なんですか、このイベントは！　私、こんな進行聞いていませんよ！」

「だって聖愛に言ったら絶対反対されちゃうでしょ～？」

「当たり前です！　こんなの、いくらクリスマスでも許されることではありません！」

「そう？　でもあの子は乗り気みたいだけど」

　そう言い、優愛が遥真の隣を指す。

　いつの間に舞台を下りたのか、エリスが遥真の側そばにいたのだ。

「私はダーリンとＨするワ！」

「えっ!?」

　エリスが遥真の腕うでを取り、自分の胸に押し当てる。

　大きさ的には、姫奈よりわずかに大きいくらいのちっぱいだ。しかし柔やわらかさはおっぱいそのもの。聖愛や杏の巨きよ乳にゆうにも決して引けはとらなかった。

「恋こいはデータなんかじゃないって、ダーリンは私に教えてくれタ。だから私は体を張ってダーリンを虜とりこにしてみせル！　さあ、早さつ速そく私とヤりましょウ！」

「いきなり何を！　あ、ダメ！　ベルトを外さないで！」

　ズボンのベルトをガチャガチャと外し、ズボンを脱ぬがせようとするエリス。

「ほらほら～。聖愛たちも早くしないと、好きな子取られちゃうんじゃな～い？」

「あうっ……！」

　エリスに襲われる遥真を見て、聖愛と杏が危機感を抱く。このままでは彼の貞てい操そうが危あやうい。エリスに遥真の童どう貞ていを、初体験を奪うばわれてしまう。

「ダメです！　遥真さまは私のものです！」

「いいや、アンズのものだもん！」

　優愛にそそのかされてしまい、聖愛と杏がエリスから遥真を奪おうとする。

「ええええ!?　待って！　聖愛さんまで何するんですか！」

「す、すみません！　でも私、遥真さまになら体を捧ささげる覚かく悟ごがあります！」

「アンズだって、覚悟はいつでもできてるよ！」

　遥真を取り合う聖愛・杏・エリスの三人。

　一方姫奈が、彼女たちを止めるために動く。

「や、やめなさい！　立キちー入プりア禁ウ止ト！」

　遥真の周りに結界が展開。聖愛は事前に察知して避よけ、エリスと杏は弾はじかれた。

「あぐっ！　何するのさ、伊集院！」

「アンタらこそ何してんのよ！　バカじゃないの!?　犯罪よ犯罪！」

　遥真を守るため、姫奈が彼の隣に立つ。

「やっぱりリア充は変態ね……。遥真！　今すぐテロを始めるわよ！　この痴ち女じよ共もまとめて倒すの！」

「おっと。そうはいかないな～」

　瞬間、姫奈の結界が音を立てて砕くだけ散る。

「なっ!?」

　姫奈が後ろを振り向くと、舞台上の優愛が手に銃じゆうを持ち、それを自分たちに向けていた。

「あれは……性せい遺い物ぶつの『リア銃』!?」

　性遺物。強力な愛マナが込こめられた、リア充たちにとっての切り札。その一つを優愛が持っていた。

「この銃は、非リアのみを攻撃する銃。相手の恋れん愛あい適性が低いほど威い力りよくが増していくんだけど……今日はかなり強力ね～？　アナタ、どれだけモテないの？」

「う、うるさい！　乱交を推すい奨しようする変態よりマシよ！」

「いいのかな～？　アタシにそんな口きいて」

　優愛が銃を懐ふところにしまい、代わりに金色に輝かがやく布を手に取る。

「あ、あれは『性せい骸がい布ふ』です！　セクスフォードの性遺物！」

　聖愛がそう口にした直後、性骸布が遥真へと伸のびていく。

「うわあっ！」

　布は一瞬で遥真の全身を包みこみ、そのまま遥真ごと優愛の手元へ舞まい戻もどる。

「遥真っ！」

「この布は強度最強、伸しん縮しゆく無限。捉とらえられたら絶対出れない。という訳で、遥真クンは頂いてくね？」

　次の瞬間、眩まばゆい光。

　優愛が発した愛マナのオーラが、会場の全すべてを明るく包む。太陽のように激しい光に、姫奈たちも全員目を閉じた。

「うう……っ!?」

　そして次に目を開けた時、優愛の姿は消えていた。

















第四章　世界を変える告白を









　ホテル『パーリナイ』の最上階。

　そこにはＶＩＰ専用の豪ごう華かな部屋が用意されていた。

　ワンフロアを丸々一つの部屋とした設計。夜景の見えるリビングに、ジャグジー付きの広大なお風ふ呂ろ。ワインバーも併へい設せつされて、ベッドは一度に四人ほども寝ね転ころべそうな程ほど広い。

　それ程贅ぜい沢たくな客室に、優ゆう愛あが遥はる真まを連れて来ていた。

「うわあっ！」

「アハハッ。二人っきりだね、遥真クン☆」

　遥真を性せい骸がい布ふの拘こう束そくから解き、ベッドの上へ突つき倒す優愛。

　彼女は強力な愛マナの光で姫ひ奈なたちの目を眩くらませて、その隙すきに遥真を攫さらったのだ。そして、遥真と一いつ緒しよにこの部屋に来た。彼をたっぷり味わうために……。

「ここなら邪じや魔まは入らないよ～。さ、とりまアタシとイイコトしよ？」

「で、でも……どうして優愛さんが僕と……？」

　優愛はこの社会の責任者であり、いわば聖せい愛ら以上の究極完全体リア充。なぜそんな彼女がたった二回しか会ってない自分にこんなアプローチを仕し掛かけるのか。それがどうしても分からない。

　しかも彼女は、自分が聖愛の彼氏だと思っていたはずだ。妹の彼氏になぜ手を出そうとしているのか。

　その問いに優愛は、当たり前のことのように答える。

「決まってるでしょ？　ひ・と・め・ぼ・れ☆」

「ひ、一ひと目め惚ぼれ……？」

「うん、そうそう～。聖愛が遥真クンを連れて来たときね。アタシ、ビビッと来ちゃったの。絶対カレシにするべきだってね」

　優愛が遥真の隣となりに座る。

　ベッドに座る二人きりの男女。その状じよう況きようが、遥真にいかがわしい妄もう想そうをさせる。

「で、でもダメですよ！　僕はみんなのトコロに行かないと！」

　今いま頃ごろパーティー会場では、姫奈たちがテロを始めているはずだ。すぐに合流しなければならない。

「優愛さん、僕は姫奈たちと一緒に戦わないといけません！　だから──」

「アタシの胸、ちょっち聖愛より大きいよ～？」

「──帰してほしいのはやまやまですが、胸触さわってからでも遅おそくはないよね！」

　ここまで誘さそってもらった以上、何もしないのも失礼だ。遥真は紳しん士し的決断をして、彼女に土ど下げ座ざを決め込んだ。

「お願いです！　揉もませてください！」

「アハッ。正直ですっごく可愛かわいい～。いいよ、アタシとスッキリしよっか？」

　優愛がベッドに寝転がり、遥真の服の裾すそをつまむ。

「アタシの胸、好きに使わせてあげるよ～？」

「は、はいっ！　いただきま────すっ！」

　馬乗りになり、優愛の胸へ手を伸ばす遥真。聖愛以上の爆ばく乳にゆうが、彼の手の平いっぱいに広がる。

　と、思いきや。優愛が嗤わらった。

「フフフッ……。なんてね♪　残念でしたぁ！」

　優愛が寝転がったまま、遥真の股こ間かんを蹴けり抜ぬいた。

「ふおあわっ!?」

　あまりの激痛に、遥真はベッドから転がり落ちた。股間を押さえ、その場に小さくうずくまる。

「っ！　っ!?」

「アハハハハッ！　君、誘ゆう惑わくに弱すぎっ！　ホントおバカだねぇ！　かわいそ～」

　いきなり態度を変える優愛。先ほどの甘い声とは違ちがう、人をバカにするような声こわ色いろ。

　遥真は涙なみだの浮うかんだ瞳ひとみで、ベッドの上の優愛を見る。

「ど、どうしてこんなこと……！」

「分かんない？　キミたち非リアを倒たおすため」

　優愛がネイルで光る指を、遥真の顔に突き出した。

「最初に見た時分かったんだけどさ、遥真クンかなり強力な独どく身しん術じゆつを持ってるでしょ？　しかもあの『喪も中ちゆうの獅し子し』のメンバーらしいし～？　放ほうっておいたら、いずれこの街の大きな脅きよう威いになるかもしれない。だから私が誘惑して、隔かく離りさせてもらったの。デートテロが始まっても、キミが手出しをできないようにね」

「くっ……！　なんて汚きたないことを！　そのために男心を弄もてあそぶなんて、こんなの絶対に許せない！　おっぱい触らせてくれるまで断じて許すことはできません！」

「うわ～！　この期ごに及およんでまだ触ろうとしてるんだ？　キミ、本物の変態だね」

　優愛が遥真の前でしゃがみ、彼の股間に手を当てる。

「ひっ！」

　潰つぶされる！

　危機感から遥真が身を引こうとするが、優愛が残った片かた腕うでで遥真の肩かたをがっしりと摑つかむ。

「安心して？　痛くしないから。それどころか、今度こそチョー気持ちいいよ？」

　優愛の体がピンクに光る。愛あい気き道どう発動の合図であった。




　　　　※




　優愛と遥真が消えた後、パーティー会場は修しゆ羅らの巷ちまたと化していた。

「オラオラオラ─────！　モテる奴やつらは地じ獄ごくに落ちろ─────────っ！」

「汚きたねぇ裸はだか見せてんじゃねぇぞ！　セックスなんてな、今や二次キャラとできるんじゃい！」

「三次元は潰すナリ！　三次元は潰すナリ！」

　喪中の獅子の男たちが、乱交寸前のリア充じゆうたちへ容よう赦しやなく独身術を撃うつ。聡そう一いちの合図で、いよいよテロが始まったのだ。

「うわ、非リアキモッ！　セッ○スの邪魔しないでくれる!?」

「しょうがねぇ。先にアイツらぶっ飛ばすぜ、怜れ音み！」

　一部の愛気道を使えるリア充が、非リアへ抵てい抗こうを試みる。

「いくわよ、手て繫つなぎ四十八手！『恋こい人びと繫ぎ、バージョンダブル！』」

　二人は向かい合い、両手で恋人繫ぎをした。

「うおお、来たぜ！　大量の愛マナがな──────────っ！」

　イチャつき、彼らの体から泉のように愛マナが湧わき上がる。

　だが、それでも非リアは止まらない。

「見苦しいね。さっさと別れるがいい！」

『ギャアアアアアアアアアアアアアアッ！』

　聡一が『消失』の力を放ち、二人の愛マナを綺き麗れいに消す。

「キャアアッ！　変態！　キモイキモイ！　胸揉まないでよ通報するわよ！」

「そっちが揉ませてきたんじゃねーか！　このド淫いん乱らん！　風ふう俗ぞくへ帰れ！」

　電撃破局ハートブレイクを引き起こし、また一組のカップルが消えた。

「みんな！　リア充共が奇き襲しゆうに混乱している内に、全員壊かい滅めつさせてやれ！　汚い三次のセッ○スに死を！」

『ＹＥＳ！　虹にじ（二次）は綺麗！　惨さん事じ（三次）は汚い！』

　奇襲攻こう撃げきと溢あふれんばかりの憎にくしみにより、独身たちは一気に優位に立っていた。




　　　　※




　一方その頃ころ、遥真を攫われた女子たちは……。

「あの女────────────！　遥真をどこにやったのよ────────っ！」

　姫奈の怒いかりの絶ぜつ叫きようが、ホテルの広い廊ろう下かに響ひびく。

　姫奈、聖愛、杏あんず、エリスは遥真を捜さがし出すために、ホテルを走り回っていた。

「ねぇ聖愛！　アイツ、アンタのお姉さんでしょ!?　どこにいそうか分からないの!?」

「おそらく最上階のＶＩＰルームです！　このホテルに来たときは、お姉ちゃんはいつもあそこを使っていたはずです！」

「アンズ、さっきトイレ行ったときに直通のエレベーター見たよ！」

「早くいくわヨ！　いくら相手が優愛さんでも、ダーリンは絶対奪うばい返すワ！」

　四人は優愛がいると思おぼしき最上階へと向かうため、エレベーターホールへと走る。

「見つけたぞ、非リアとその一味！」

「ここから先にはいかせない！」

　途と中ちゆう、数組のカップルが姫奈たちの前に現れる。

「邪魔ヨ！　いでよ、四よん大だい性せい霊れい『エロメンタル』！」

　エリスが愛気道によって、地水火風の力を操あやつる四体の性霊を出現させた。性霊たちは大地を揺ゆるがし、水流を放ち、業ごう火かを噴ふいて、その上さらに暴風を起こした。天変地異のような攻撃の嵐あらしに、リア充たちはひとたまりもなく吹ふき飛ばされる。

『ギャアアアアアアアアアアアアッ！』

「助かりました、エリスさん！　強い攻撃系の能力は、あなたしか持っていませんから」

「別に、自分のためにやってるだケ。それより、エレベーターはどこにあるノ？」

「こっちだよ！　その角を右に曲がったとこ！」

　廊下を駆かけ抜け、四人はやっとエレベーターホールへ到とう着ちやく。姫奈が上りのボタンを押す。

　ところが、反応しなかった。

「なにこれ！　エレベーター動いてないじゃない！」

「まさかお姉ちゃん、私たちが来るのを読んで……」

　実際、ここに来るまでに何度かリア充に襲おそわれた。パーティーに出ていたリア充は、聡一たちが相手をしているはずなのに。ということは、さっきの相手は優愛が用意した刺し客かくだろう。優愛が聖愛たちの行動を予測し、適確に妨害しているのだ。

「くっ……！　あんな奴に、あんな奴に遥真を渡わたしたくない！」

　苛いら立だち、ボタンを殴なぐる姫奈。

　その時、雪ゆきと歩あゆ夢むが左の道から駆けてきた。

「みんな～！　遥真君見つかった～？」

「あ～、もう……疲つかれたぁ……。帰って寝ねたいよぉ……」

　彼女たちはテロが始まる前、後方支し援えん役として会場外に待機した時に、優愛が遥真を攫さらう様子を偶ぐう然ぜん目もく撃げきしていたのだった。そして姫奈と連れん絡らくを取りつつ、二人も遥真を捜していたのだ。

「それが……多分上にいるはずだけど、エレベーターが止められてるのよ」

「エレベーター？　そういえば、奥の方に物資運うん搬ぱん用のエレベーターがあったけど……」

「え？　それホント!?」

「うん。従業員の人が使うらしくて、普ふ通つうに動いてたと思う」

　それを聞き、四人の顔に希望が灯ともる。

　同時に、不ふ穏おんなセリフが後ろから聞こえた。

「おい、非リアがいたぞ！　早く囲め！」

「応おう援えん要よう請せい！　非リアはエレベーターホールにいるわ！」

　姫奈たちが来た道を通り、カップルが一組走ってくる。その手にはスマホを持っていて、援えん軍ぐんを呼んでいるようだ。

「くっ……！　この時間のない時に！」

「どうやら、全員倒してからでないと行かせてもらえないようですね……」

　仕方なく姫奈たちが身構える。

「優愛様の命令だ！　悪いが足止めさせてもらうぜ！」

「大人しくそこで倒れてなさい！」

　やはり彼らは、優愛の命令で動いているようだ。姫奈だけではなく、聖愛やエリスなど、遥真と結ばれようとするリア充も敵とみなしている。

　敵は愛マナによって波は動どう弾だんを作り、姫奈たちへと発射する。

「──恋れん成せい、槍spear」

　その直後。槍を持った少年が、姫奈の目の前に飛び込んだ。愛マナで生み出した槍を振ふるい、敵の攻撃を綺麗に打ち消す。

「よう、非リア。苦労してんなァ」

「きょ、恭きよう介すけ……!?」

「だけじゃない。私もいる」

　恭介と美み咲さきが、敵から姫奈たちをかばうように立つ。

「おい、お前ら！　カップルのクセに邪じや魔まするのか!?」

「これは優愛様の命令なのよ！」

「るせェな、雑ざ魚こが。喚わめきやがって」

　槍を構え、カップルの前に移動する恭介。そして瞬しゆん時じに槍を振るう。

「ぐあ……！」

「うそ、見えない……っ！」

　シュン、と風を切る音の後。敵のリア充は気絶した。

「あ、アンタ……何で私たちを助けるの？」

「あァ？　俺たちも優愛のやり方に賛同できねェだけだっての」

「人には、それぞれのイチャつき方があると思う。それを認めないのは、おかしい」

　恭介と美咲が手を繫ぎ、愛マナを大きく立ち昇のぼらせる。

「他ほかの敵は、私たちがここで食い止める」

「だからテメーらは遥真を捜しな。そんで優愛もぶっ倒してくれ」

　遠くから、複数の足音が聞こえてきた。すぐそこまでリア充が迫せまっているのだろう。

「アンタたち……。分かったわ！　しっかり頼たのむわよ！」

「ありがとうございます！　恭介さん、美咲さん！」

　姫奈たちが礼を言い、雪と歩夢の案内でもう一つのエレベーターへと向かった。




　　　　※




　広いベッドルームで、遥真は優愛に襲われていた。

「安心して？　痛くしないから。それどころか、今度こそチョー気持ちいいよ？」

　優愛の体がピンクに光る。愛気道発動の合図であった。

　そして遥真の股こ間かんに当てた手に、愛マナが凝ぎよう縮しゆくされていく。

「遥真─────────────！　どこ────────!?」

　扉とびらを蹴け破やぶる音と共に、姫奈たち六人が突とつ入にゆうした。

「ひ、姫奈!?　みんなも！」

「もう来ちゃったの？　いいところで～。せっかくバイブス上がってたのにぃ～」

　優愛が遥真の背後に立ち、右腕で彼の首を絞しめて捕とらえる。

「うぐっ！」

「で、みんななんか用～？　とりま話だけ聞いたげるよ？」

「決まってんでしょ！　さっさと遥真を返しなさい！　でないと──」

　憎悪ヘイトをたかめ、オーラを出現させる姫奈。遥真をとられた怒いかりからか、独身術が弱まる前とほぼ同じくらいのオーラの強さだ。

「待ってください！　伊い集じゆう院いんさん！」

　攻撃しようとする姫奈を、なぜか聖愛が慌あわてて止める。

「何でよ！　こいつを倒たおさないと遥真が──」

「お姉ちゃんは、非常に強力な愛気道を持っています！　私の『性せい域いき』でも防げない、大変危険な愛気道を……」

「えっ……！」

　姫奈は以前、聖愛の『性域』に全すべての攻撃を無効化されたことがある。ゆえに、その強さは把は握あく済みだ。

　それでも相手にならないとなると、さすがに警けい戒かいせざるを得ない。

「遥真さまが人ひと質じちに取られている今、お姉ちゃんを下手に刺し激げきするのは得策ではありません。ここは、私が言葉で説得します」

　姫奈に耳打ちし、聖愛が一歩前に出る。

「お姉ちゃん。お願いします。遥真さまを返してください」

「うわ、聖愛。男に『さま』付けとかウケる～！」

「茶化さないでください！　遥真さまは、私の大事な人なんです。誘ゆう惑わくしたりしないでください！」

　相手のペースに吞のまれないよう、毅き然ぜんとした態度をとる聖愛。

　だが、優愛は交こう渉しように応じない。

「だ～め。アンタは自覚ないんだもん。リア充じゆうのトップにいるクセに、なんで非リアとらぶぽよなのよ？　恋れん愛あい適性の低い奴やつに、恋愛をする資格は無いのよ？　ここはアタシがちゃんと引き離はなしてあげないと」

「別にいいではないですか！　リア充でも、非リアでも！　誰だれが誰を好きになっても、それは個人の自由のはずです！　お姉ちゃんみたいに差別する方がおかしいです！」

「いや、ダメだから。非リアと恋とか、社会のルールから外れてるもん。あなた自身の恋愛適性も問われることになっちゃうわよ？」

「だったら、なんでお姉ちゃんは遥真さまを誘惑するんですか!?」

「分かんない？　一つはこの子をデートテロから遠ざけるため。んでもう一つは……。今の社会を守るため」

　急に優愛が真ま面じ目めな声のトーンをつくる。

「聖愛。アタシはね？　この社会を守る義務がある。恋愛適性の高いものが恋愛をし、低い者はしっかりと独身として管理される社会を。だから非リア同士の恋愛も、リア充が非リアに恋こいすることも、取り締しまらないといけないの。そして、今回アタシが問題視するのは、八や木ぎ遥真の存在よ。この男さえいなくなれば間ま違ちがった恋愛はこの世から消える。だから、消させてもらうわよ」

「け、消す……？」

「うん。非リア同士の恋だけならまだしも、告こく際さい恋れん合ごうレベルのリア充を惚ほれさせるような危険な非リアは、放ほうっておくわけにいかないからね。コイツはもう十五地区から追放する。アタシの力で誘惑して、この子をアタシの言いなりにしてね♪」

　優愛が聖愛の姉とは思えないほど嗜し虐ぎやく的に笑いながら告げる。

「ゆーてこの子、非リアだし？　アタシの愛気道にかかれば、それくらい秒で終わるから。ってわけで、早さつ速そく始めるよ～」

「うぎゃっ！」

　優愛が遥真の背中を蹴けり、彼をベッドに飛び込ませる。

　彼を人差し指でさし、その先せん端たんに小さな愛マナの球体を生み出す。

「イクよー、遥真クン！　サキ──」

「うりゃあああっ！」

　優愛が技わざを放つ直前、何もないはずの空間から声。そして、優愛が尻しり餅もちをつく。

「キャッ!?」

　姿の見えない謎なぞの存在に、彼女が突つき飛ばされたのだ。

「な、何コレ……！　イミぷー！」

　驚おどろき、起き上がろうとする優愛。しかし見えない何かが自分に抱だきついているようで、うまく体を起こせない。

　しばらくして、いきなり優愛の目の前に二人の女子が現れた。

「姫奈！　今の内に遥真君を助けて！」

「あ～もう……。歩夢、こういうのガラじゃないのに～」

　雪と歩夢の二人だった。歩夢が『透とう化か』の術を使用して、自分と雪を見えなくしてから優愛に奇き襲しゆうを仕し掛かけたのだ。

「うわ、ヤバみ！　離してよ！」

　暴れる優愛を二人が押さえる。二人ともあまり力はないが、足止めくらいは十分だ。

「遥真、早く逃にげるわよ！」

「ねぇ遥真！　貞てい操そう守れてる!?　童どう貞ていはアンズのものなんだよ!?」

「う、うん……。残念──もとい、危ないところだったよ」

　姫奈たちが遥真の手を取って、この部屋からすぐ逃げようとする。

「ヤバッ！　全員今すぐ伏ふせなさイ！」

　エリスがその場にしゃがみこみながら、声を張り上げて注意を促うながす。

　そのすぐ後に、部屋の扉が消しよう滅めつした。青い波動が光線となり、部屋の中に飛び込んできたのだ。

「うわっ！」

　遥真たちは間かん一いつ髪ぱつで光線をかわして、部屋の中央へ退いた。

「おやおや、かわされてしまったか」

　扉の消し飛んだ入り口を通り、一人の男が入室する。

　青い波動で遥真たちに攻こう撃げきを仕掛けた張本人。

　二つに割れたハートマークのロゴが描えがかれた眼帯で、左目を隠かくしている男。




　喪中の獅子のリーダーである、早はや瀬せ聡一がそこにいた。




「そう、いち……」

「どうして、聡一さんがここに……？」

　姫奈と遥真の顔が青くなる。

　聡一はパーティー会場でリア充と戦っているはずだ。それに、彼が仲間である遥真たちに攻撃をするなんて信じられない。

　そんな思いと現実とのギャップに、遥真の思考が空回りする。

「キャアッ！」

　その時、雪と歩夢が遥真たちのもとに倒れ込んだ。優愛に突き飛ばされたのだ。

「も～、聡一遅おそいー。こっち大変だったんだけど～？」

「すみません。なかなか抜ぬけ出す隙すきがなくて」

　親しげに話す聡一と優愛。

　遥真と女子たち六人は、優愛と聡一に前後を挟はさまれた形になる。

「あ、あの……聡一さん……？　どうして優愛さんと親しげに……？」

　優愛は、リア充のトップである。リア充を嫌きらい、二次元を好む聡一が彼女と仲良くするはずがない。ますます訳が分からなくなる。

　だが、聡一の答えはいたってシンプルなものだった。

「決まってるじゃないか。僕は今、優愛さんと組んでいるからさ」

「え…………？」

　そんな発言、遥真は信じられなかった。

　聡一は喪中の獅子のリーダーだ。なぜ非リアである聡一が、リア充のトップである優愛と協力をする必要があるのか。

　不思議そうにする遥真たちを見て、聡一がさらに言葉を重ねる。

「僕は確かに、リア充とは敵対する立場の人間だ。リア充たちが作った社会は、僕みたいなオタクにとっては大変生き辛づらいものだからね」

　恋愛適性制度が施し行こうされてから、三次元の恋愛ばかりが社会的な正義とみなされてしまい、聡一のように二次元文化を好むものは『非リア』という侮ぶ蔑べつの対象だ。そんな世界を変えるために、聡一はリア充と戦ってきた。

　自分の理想の部隊を作って。

「喪中の獅子は、僕が目指す世界の縮小版だ。三次元での恋愛を禁止し、二次元こそを認める世界。僕はオタク仲間でリア充を倒し、この喪中の獅子の考え方を世の中に広めるつもりだった。でもね、そこに一つの障害が生まれた。リア充以上の障害が、ね」

　聡一が遥真を指差した。

「八木遥真君。君はこの世界を変えるほどの独身術を持っている。だがそれは、三次元への恋愛に対する強い憧あこがれによるものだ。二次元社会を求める気持ちによるものではない。それゆえに、もしも君がこの世界を変えてしまったら、みんなに三次元の恋が許された、真の意味での恋愛社会ができるだろう。そうなればせっかく集めた私の仲間も、現実での恋に傾けい倒とうしてオタクを止やめてしまうかもしれない。私の作った天国が、君に壊こわされてしまうかもしれない！」

　叫さけんだ後、聡一は一度呼吸を整える。そして、また淡たん々たんと語り始めた。

「そんな時、優愛さんに提案されたのさ。二人で一いつ緒しよに協力して、遥真君を倒そうとね」

　この時遥真は、優愛と聡一両者にとって目め障ざわりな存在になっていた。優愛にとっては彼女たちの掲かかげるリア充社会を壊す者として。聡一にとっては自分の理想を壊す恐おそれのある者として。

　だから聡一は優愛の提案を吞のむことにした。敵の敵は味方ということだった。

「そんな……。じゃあアンタは、居い心ごこ地ちのいい場所を守るために仲間を捨てようとしてるワケ!?」

「そうなるねぇ。遥真君も私の忠告通り、二次元のみに恋をするなら一緒の道を歩めたんだが……。現実の女子と恋をする以上、見過ごすわけにはいかないからね」

　聡一が眼帯に触ふれ、割れたハートのロゴをなぞる。

「アタシも恋愛適性の低い奴の恋を認めるわけにはいかないからね～。残念だけど、遥真クンは矯きよう正せい施し設せつ送りにするよん。とりま私の愛気道で、言いなりになってもらってからね」
















　二人が同時に遥真たちに歩み寄る。両側から、じりじりと距きよ離りをつめられる。

「くっ……！　それなら、僕も戦うまでです！　簡単には捕つかまりませんから！」

　優愛たちへの憎悪ヘイトをためて、遥真が術を使おうとする。

「無む駄だよ～？　アタシの愛気道、『小悪魔の微笑みサキユバスチヤーム』の前ではね！」

　優愛が人差し指を向け、先ほどのように愛マナの球体を先せん端たんに生み出す。

　そして、光が爆ばく発はつした。

「危ない、遥真さま！　光を見てはいけません！」

　爆発により、ピンクの光がカッ、と部屋中を眩まぶしく照らす。攻撃性や殺傷力のない、ただ単純に眩しい光。

　それが遥真の目に入る直前、聖愛が彼に目つぶしを放つ。

「うぎゃあ!?」

　予期せぬ攻撃。遥真は両目を押さえて倒たおれた。

「せ、聖愛さん……！　どうしてこんな……？」

　訳が分からずに尋たずねる遥真。その間に、優愛の愛マナの光が止んだ。

「今のは、お姉ちゃんの能力です！　『小悪魔の微笑みサキユバスチヤーム』。あの光を目にした男性は、お姉ちゃんの彼氏になってしまいます！」

　優愛の力は、異性ならば誰からも好かれることのできる能力。

　聖愛はそれを知っていたため、遥真を守ることができたのだ。

「も～聖愛！　邪じや魔ましないでよー！　だったらもっかいやるからね～？」

　能力を防がれ、優愛が頰ほおを膨ふくらませて怒おこる。そしてまた遥真に指を向けた。

「あの技を受けたら、遥真さまはお姉ちゃんに逆らえません。すぐに矯正施設へ送られますよ！」

「そ、そんなっ!?」

「ここは一いつ旦たん逃にげてください！　お姉ちゃんの術は相手に好意を与あたえるもの……。攻撃と違い脅きよう威いとは認にん識しきできないので、私の性域でも防げないんです！」

　ここにいては、いつ遥真を落とされてしまうか分からない。真正面から戦おうとしても、リスクの方がはるかに大きい。なにせあちらは、光を見せるだけでいいのだ。もう逃げるしかないと聖愛は思う。

　だが、優愛はあざ笑った。

「ムダムダ～。今いま更さら遅おそいから。逃げ場なんてここにはないよ？」

　優愛の言う通り、出入口は聡一の背後にしかない。走って脱だつ出しゆつしようとしても、その前に彼の消失の力が遥真たちを襲おそうことだろう。

「目をつむろうとしても今度は無駄さ。僕が無理やりこじ開けるからね」

　聡一が青いオーラを展開。遥真たちは追い詰つめられる。

「遥真クンの人生、ここで終わりね～」

　優愛が指先に愛マナの球体を生成し、それを遥真たちに向ける。

「だったら……こうだっ！」

　優愛の術が届く寸前、遥真が自分の足元に、爆発の術を発動させた。

　強い振しん動どうと噴ふき出す爆ばく煙えん。遥真たちの姿が隠される。

「遥真君、何を！」

「あれ？　狂くるっちゃったのかな～？」

　二人が飛び退のき、爆発の余波から身を守る。さらに聡一は出入口のまん前に立ち、誰だれも逃げられないようにした。

　だが、それは無駄である。

　爆発の煙けむりが晴れた時、遥真たちはもういなかったのだ。

　その代わり、床ゆかには爆発でできたと思おぼしき、巨きよ大だいな穴が開いていた。

「あーね。床に穴開けて逃げたっぽいね」

「まったく、手間をかけさせてくれる……。ま、このホテルからはもう出られないと思いますがね」

　二人は逃げた遥真を捜さがすため、その穴から下の階へ向かった。




　　　　※




「はぁ……はぁ……。ここ、どこだろう……？」

　足場を爆ばく破はし、優愛たちから逃げた後。遥真たちはひたすら床を破は壊かいして下へ下へと逃げていた。当初は外に出ようと思い一階を目指して下りていたが、出入口がどこも見張りでいっぱいだったため、さらに下まで逃げて来たのだ。

　結果彼らは、今パーリナイの地下にいた。

「なにヨ……この場所？　なんでホテルの下にこんな部屋ガ……」

　この地下には、謎なぞの空間が広がっていた。何の光源もないはずなのに、ライトグリーンに輝かがやく空間。まるで異空間のようなその部屋の奥には、神こう々ごうしさを感じさせる大きなハート形の祭さい壇だんがあった。

「これはおそらく、『性せい壇だん』ですね……」

　祭壇を見て、聖愛が呟つぶやく。

「私も見るのは初めてですが、お姉ちゃんから聞いたことがあります。パーリナイはもともと十五地区にとって重要な性せい地ち。その地下には、『性せい祭さいの間ま』という不思議な空間が広がっていると」

　パーリナイは、性せい府ふが『恋れん愛あい適性』を施行するにあたり、要かなめとなった建物だった。

　初めてのデートスポット兼けん、リア充じゆうの象しよう徴ちようとして建てられたここには、もともと恋愛関係にご利り益やくのある神社が存在していたらしい。パワースポットとして名高かったそれを性府が買収したことで、このホテルが建てられたのだ。

「もともと性せい遺い物ぶつは、この場所に封ふう印いんされていたそうです。それを私のひいお爺じいちゃんが、愛の象徴として各校に配布したのだとか……」

　よく見ると、ハート形の祭壇には九つの大きなくぼみがあった。それぞれ、性遺物を入れるスペースのようだ。

「ひょっとして……。ここに性遺物を入れれば、リア充たちを倒せるんじゃ……」

　遥真は、以前聞いた話を思い出す。

　性遺物を全すべて手に入れた者は、この世の全ての恋愛を支配する力を手に入れられる。つまり、形だけの愛を振ふりかざすリア充たちを別れさせ、世界を変えることができるのだ。

「でも、ダメね。どのみち私たちは性遺物を持ってない。以前奪うばった性せい杯はいと指輪も、多分聡一が持ってるわ……」

　悔くやしそうに爪つめを嚙かむ姫奈。性壇があるというだけでは少しも状じよう況きようは好転しない。

「そんなことはどうでもいいよ～。それより休も？　アンズ疲つかれちゃったよ～」

「うん、僕も疲れたよ……。独身術を使いすぎて……」

　その場に腰こしを下ろす遥真たち。最上階から地下まで一気に下りるため、遥真はもう何十回も爆発の術を使っていた。

「雪ちゃんと歩夢ちゃんは大だい丈じよう夫ぶ？　さっき優愛さんにやられてたけど」

「うん。ちょっと押されただけだから」

「歩夢は無理～。もう死にそ～。早くお家うち帰りた～い」

　冷静な雪と、うだうだ文句を言う歩夢。幸い、いつも通りだった。

「っていうか、思い出してもムカつくわ！　まさか聡一がリア充と繫つながってたなんて！　アイツ、後でぶっとばしてやる！　あの優愛とか言うリア充と一緒に！」

　姫奈は聡一の裏切りに怒いかり、憎悪ヘイトの力を滾たぎらせる。

「でも、それは困難ですよ。お姉ちゃんは性遺物を持っていましたし」

　聖愛はパーティー会場での出来事を思い出す。優愛がリア銃じゆうと性骸布を使い、遥真を攫さらった時のことを。

「あの『リア銃』はお姉ちゃんが言っていた通り、恋愛適性の低いものに多大な傷を負わせます。私たちはともかくとして、遥真さまたちが相手をすれば、一いつ瞬しゆんで倒されてしまうでしょう」

　優愛はあのリア銃を使い、邪魔をする非リア──姫奈たちを簡単に無効化することができる。恋愛適性が低い姫奈たちが、彼女に勝つことは難しい。

　その上あちらには聡一がいる。エリスや聖愛が優愛と戦おうとしても、おそらく彼の妨ぼう害がいをうける。その隙すきに遥真が『小悪魔の微笑みサキユバスチヤーム』で優愛に惚ほれてしまうはずだ。結局、勝つための手段はない。

　そう全員が思いかけたとき、杏が「あっ！」と声を出す。

「ねぇ、聖愛！　聖愛のお姉さん、遥真の恋愛適性が低いから追い出そうとしてるんだよね？」

「えっと……そうですね。適性の低い遥真さまがたくさんの女子に好かれていることを、問題視していると思います」

　独身として強力な力を持っている上に、社会のルールまで破る存在。優愛としては、彼を放ほうってはおけないのだろう。

「ついでに言うと、『リア銃』も恋愛適性が低いから脅威になるって話だよね？」

「は、はい。そうですが……」

　それを聞き、良い考えを閃ひらめいたように瞳ひとみをキラキラさせる杏。

「杏ちゃん、何か思いついたの？」

「うん！　優愛たちから狙ねらわれなくなる、画期的な方法をね！」

　そう言うと、杏が遥真の目の前に立った。

　そしてサンタ服の開かれた胸むな元もとを、遥真の顔に近づける。

「遥真っ！　アンズとＨなことしよう！」

「ええええええええええ!?　なんでそうなるの!?」

　いきなりおかしなことを言う彼女に、遥真は平静さを失った。

「だって遥真の恋愛適性が低いから、追放されそうになってるんでしょう？　だったら私たちとイチャイチャして、適性を上げればいいんだよ！」

「い、いやでも！　イチャついたからって、恋愛適性って上がるのかな……？」

　恋愛適性がはかられるのは高校入学前の一度きり。その後に適性が上がるとは、遥真は思っていなかった。

　だが、聖愛は杏に賛成する。

「確かに……それはいいかも知れません！　ちょうどこのパーリナイはもともと恋愛系のパワースポット。ここでＨなことをすれば、適性も上がるかも知れません！」

　この空間には性壇もある。強力な性遺物を祀まつってあった祭壇が。恋愛適性を高める力は申し分ないと聖愛は思う。

「適性が上がったかどうかについては、お姉ちゃんがリア銃を使えば分かること。遥真さまが銃じゆう撃げきを受けても無事であれば、リア充であると認めさせられます！」

「で、でも……。Ｈなことなんて何すれば……？」

「欲よく望ぼうのままで構いません！　胸を揉もむでも、キスをするでも、好きなことをしてください！　そして私とイチャイチャしましょう！」

　遥真に迫せまっていく聖愛。サンタコスを押し上げる二つの球体が目の前で揺ゆれた。

「さあ、遥真さま！　お願いします！」

「待ってよ！　アンズの思い付きだよ！　アンズが先にイチャつくの！」

「ダメッ！　ダーリンとイチャつくのは私！」

　聖愛に対たい抗こうし、杏とエリスも遥真の側そばに迫ってくる。二人のミニスカから伸のびる白く眩まぶしい太ももが、遥真の頭をくらくらさせた。

「や、やめなさい！　このピンク集団！」

　遥真たちの間に姫奈が割り込む。

「イチャついてる場合じゃないでしょ変態！　アンタたち、体ていよく遥真を我が物にしようとしてるだけじゃない!?」

「違います！　伊集院さん、今は一刻を争うのです。遥真さまの適性を高めなければ、二度と会えなくなるかも知れないのですよ？　それともあなたは、他ほかに何か考えが？」

「そ、そんなのないけど……」

「でしたら、そこで見ていてください。この私が責任をもって、遥真さまをリア充にしてさしあげます」

　聖愛がサンタ服の上着を脱ぬいだ。プルンと胸が大きく揺れて、ピンクのブラが現れる。

「せ、聖愛さブハアアアアッ！」

　鼻を押さえ、血が噴き出るのを防ぐ遥真。

「あ、アンズも！　アンズが一番遥真を満足させられるんだよ！」

「私なんか、ダーリンの好みを百パーセント把は握あくしているワ！」

　二人が聖愛に対抗し、遥真の前で上着を脱ぐ。

「わっ!?　みんな、ちょっと！　早まらないで！」

　聖愛、杏、エリス。三人の胸を包むブラジャーが一気に遥真の視界を奪う。

「遥真さま！　早くイチャつきましょう！　この際、全員まとめてでいいですから！」

「アンズのおっぱいやらかいよ！　あとお尻しりとかスベスベだよ！」

「私のくびれは百パーセント、ダーリンの好みそのままヨ？」

　中々煮にえ切らない遥真の理性を、三人が協力して落としにかかる。

「なんか、歩夢たちだけのけもの感ない？」

「確かにね～。正直、ちょっと気に食わないなぁ」

　そう言い、雪と歩夢も前に出る。その場で上着を脱ぎ捨てながら。

「ちょっ！　アンタたちまでなにしてんの!?　本当にそんなことしていいワケ!?」

「私は遥真君相手ならいいよ。……実は、ちょっと興味あるし」

「歩夢も～。たまにはリアルでＨなことも悪くないかも」

　雪の真っ白で綺き麗れいな肌はだや、歩夢のデカパイが遥真に迫る。

「…………………………っ！」

　五人の女子たちのブラジャー姿に、遥真の理性が吹ふき飛びかける。

　これこそ、遥真が夢見た光景。告こく立りつ校こうで築こうとしていた、淫みだらな女体天国ハーレムパラダイス。

　遥真だって、もともとはリア充になりたかったのだ。今でもその想おもいは変わらない。

　以前恭介に言われたように、遥真たち非リアがリア充を必要以上に憎にくむのは、結局羨うらやましいからだ。リア充を否定し、戦う時。いつも遥真の心の底にはリア充に対する羨せん望ぼうがあった。それが彼らの使っている、独身術の本質なのだ。

　だから今の遥真のようにリア充になれるチャンスができたら、リア充を憎んでいた気持ちも忘れて、非リアはそれに飛びついてしまう。少なくとも、今の遥真はそうである。

　だが姫奈は、その気持ちを認めることができなかった。

「～～～～～～っ!!」

　遥真とイチャつく輪の中に入れず、姫奈が一人で唇くちびるを結ぶ。

　彼女だって本当は、遥真と同じ心境だ。イチャつくチャンスがあるのなら、遥真とイチャイチャしたかった。しかし、そういう訳にはいかないのだ。恋れん愛あいを否定してきた自分が、恋愛を認める訳にはいかない。そんなプライドが邪じや魔まをして、明確に遥真へ好意を寄せる聖愛たちの中に交ざれない。

「み、みんな……！　本当にいいんだね……!?」

　そんな姫奈の葛かつ藤とうに気づかず、遥真が聖愛たちの誘ゆう惑わくに乗る。

　自分もようやくリア充じゆうになれる。ほんの少し手を伸ばすだけで、皆みんなの胸を好きにできる。ひょっとしたら、すぐその先までいけるかも……。

　初体験、童どう貞てい喪そう失しつ。そんな単語が遥真の頭の中に巡めぐる。
















　彼は緊きん張ちようしながらも、とめどなく溢あふれ出す欲望のまま、聖愛たちに向けて手を伸ばす。

「…………………………………………………………………………」

　だが、どうしても。

　遥真はその手で女子たちを抱だけはしなかった。

「……どうしたのですか、遥真さま？」

　聖愛たちが、心配そうに遥真の顔を覗のぞき込む。

　遥真は最初、自分でもどうして手を出せないか分からなかった。これは自分が今まで夢に見ていた状況。ようやくリア充になることができる。ためらう理由はどこにもない。そうどれだけ自分に言い聞かせても、なぜか皆を抱くことができない。

　自分もなりたいはずなのに。恭介と美咲たちのような、幸せなリア充カップルに──。

　そう思った時、遥真はようやく理由が分かった。

「確かに……。僕もリア充になりたい」

　遥真が前を向き、正面から彼女たちに伝える。

「でも、たくさんの女の子たちを全員無責任に抱きしめるのは、僕の望んだリア充じゃない。それだと今まで倒たおしてきた、偽にせ物ものの愛を振ふりかざす悪いリア充とおんなじだから」

　今まで遥真は姫奈と一いつ緒しよに、多くのカップルを破局という闇やみに葬ほうむってきた。彼らは相手のことが好きで恋こい人びと関係になったのではなく、『恋人がいるリア充な自分が好きだから』恋愛をしている輩やからであった。自分自身の欲望のために、恋をしている輩であった。

「そうじゃなくて僕は、心に決めた誰だれか一人をちゃんと愛する人になりたい。それが僕の考える、本当の正しいリア充なんだ」

　そう告げながら、遥真は恭介と美咲のことを頭に思い浮うかべていた。

　彼らは最初、非リアをバカにしていることから悪あしきリア充だと遥真は思った。しかし二人は遥真の爆ばく発はつを喰くらっても、電撃破局ハートブレイクを起こさなかった。相手への愛を失わなかった。それは彼らが、普ふ段だんはそんなに息があってなくても、心から愛し合っているからだ。そんなカップルは、遥真はあの二人以外に知らない。そして自分も彼らのような、真の絆きずなを得たいのだ。

「だから、皆と一緒にはそういうことはしたくない。その……体の関係は、本当に愛し合っている人だけと結ぶべきだと思うから」

　遥真の気持ちに、女子たちはしばらく何も言うことができずに黙だまる。

　彼女たちも、その意見に納なつ得とくしたのだろう。

「遥真……」

　姫奈もまた、頭の中で遥真の言葉を咀そ嚼しやくしていた。

　彼が言ったことは、本当に好きな人に対して誠実であるべきだということだろう。その意見には賛同できる。

　しかし、自分はどうだろうか。遥真に気持ちを伝えられず、それどころかずっと誤ご魔ま化かしている。これでは誠実とは言えない。

　そもそも遥真は、自分が誠実な態度をとったら、果たして喜んでくれるのだろうか？

　そんな考えを浮かべながら、姫奈はこの場にいる女子たちにとって最も重要なことを尋たずねた。

「じゃあ…………遥真は誰が一番好きなの？」

「えっ？」

「心に決めた誰か一人をちゃんと愛する人になるなら、遥真は誰が一番好きか決めなきゃいけないわけでしょう？」

　これはヤバい流れだな、と遥真は本能で察知した。

「あ、いや……。それは、その……」

「じゃあ、私たちの中で誰が一番好きなのよ？　それを決める義務が遥真にはあるわ」

「そうです遥真さま！　一人しか抱けないというのなら、誰を選ぶか決めてください！」

「遥真！　早くアンズを選んでよ！」

「私のデータでは、ダーリンは百パー私を選ぶはずなのヨ！」

「ねぇ、遥真君。私たち、一番付き合い長いよね？」

「歩夢を選べばエロゲと同じものすごいことしてあげるよ～」

　六人とも自分を選んでもらおうと、ぐいぐい遥真の前に出る。

　しかし、遥真が今すぐ一人を選べるわけがない。彼女たちの体も顔も性格も、遥真からすれば自分にはもったいないほどだ。それに、もしも誰かを選んだとしたら、選ばれなかった他の五人を傷つけてしまうことになる。

　遥真はなんとか話題を変えられないものかと、「あー……」「えーと……」と、誤魔化しながら、周囲をチラチラ確かく認にんする。

　そして、彼は見つけてしまった。

　この空間の天てん井じよう部分。ライトグリーンの部屋の中にポッカリ開いた大きな穴。

　遥真たちがここに来る時に開けた穴から、優愛が中を覗いていた。
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「見ーつけた。遥真クン☆」

「っ！」

　優愛の声に、遥真の全身の毛が粟あわ立だつ。

　同時に、女子たちも彼女の存在に気が付いた。遥真を取り合うのを止やめて、慌あわてて脱いでいた上着を着る。

「国くに続つぎ優愛……。もう来たのね……」

「ま、マズいです……。このままじゃ……」

　優愛の顔を見て、聖愛が震ふるえる。いつも毅き然ぜんとした態度の彼女にしては、とても珍めずらしい反応だ。

「優愛さん。あとは僕が片づけましょうか？」

「おっと。アンタは手ぇ出さなくていーから。誰も逃にげられないように、念のためここで見張ってて」

「そうですか。ではお願いしますね」

　側そばにいるらしき聡一と話し、優愛が一人で部屋へと飛び込む。

「まさか君たち、『性祭の間』に逃げ込むとはね～。本当はここ、性府の重役しか入っちゃいけないトコなんだからね？」

　遥真たちへと近づく優愛。その軽すぎる足どりが彼女の余よ裕ゆうを示していて、遥真たちはさらに緊張する。

「ま、でも遥真クンは今日で十五地区卒業だからね。最後の思い出に見せてあげても──」

「性霊召しよう喚かん、『四大性霊エロメンタル』！」

　優愛がまだ話している途と中ちゆう、エリスが愛気道を発動し、四体の性霊を召喚した。

「優愛さン。申し訳ないですが、ダーリンを抱くまで邪魔はさせませン！」

　顕けん現げんした性霊たちが、それぞれの属性の攻こう撃げきを一いつ斉せいに優愛に向けて放つ。

「いケ─────────ッ！」

「あーあ……。できれば戦うのは嫌いやなんだけどなぁ」

　瞬しゆん間かん、オーラが現れる。優愛の体が今まで見たことないような桃もも色いろ、ショッキングピンクに縁ふちどられる。

　同時に、ピンク色の薄うすい結界が彼女の周囲に展開された。その厚さ、わずか〇・〇二ミリ。一見するとすぐ破れそうな結界が、『ゴム』のような強度をもって性霊四体の攻撃を防ぐ。

　その様はまるでコン○ーム。カップルを望まぬ受精から守る、鉄てつ壁ぺきの防ぼう御ぎよ壁へきであった。

「そんナッ!?」

　手下のリア充を吹き飛ばした攻撃も、優愛の前には通じない。性霊たちはそのまま消しよう滅めつしてしまう。

「でも、本人が死にたいなら仕方ないよね☆」

　言いながら、優愛が懐ふところから小さな盾たてを取り出した。

「『愛アイギスの盾』。絶対防ぼう御ぎよの結界を張る、超ちよう強力な性遺物だよん」

「そんなっ……！　まだ性遺物を持ってたんですか!?」

「しかもこれだけじゃないんだな～。『愛の教典・第十七章・『恋はまるで雷いかずちのように』」

　次に優愛が取り出したのは、辞書のように分厚い本である。彼女がその一説を読むと、本が金色の光を帯びて愛気道を発動させた。

「くらいなさ～い！　『初恋の雷フアーストシヨツク』！」

「キャアアアアアアアアアアアアアッ！」

　頭上から降り注いだ電撃が、エリスの体を麻ま痺ひさせる。倒れ、動けなくなるエリス。

「うっそ、『性せい書しよ』まで持ってるじゃん！　あれ聖愛んとこの性遺物でしょ!?」

「い、いつの間に持ち出したのですか！」

「えへへ～。念のため色々持って来たんだよね～。遥真クンたちを倒すためにさ」

　さらに優愛は首にかけていた十じゆう字じ架かのネックレスを掲かかげた。すると……。

「え、ヤダッ!?　アンズ動けないんだけど！」

「うわっ……歩夢も～。どうしよ、これ」

「私も、体が固まっちゃった～」

　アンズと歩夢、そして雪が身動き一つ取れなくなった。彼女たちの体には愛マナのオーラが縄なわのように巻き付き、体の自由を奪うばっている。手は背中の後ろで縛しばられて、体はいわゆる亀きつ甲こう縛しばり。三人の胸が強調される形になり、特に杏はもともとの胸の大きさもあって、けしからん状態になっていた。三人とも、股またの部分に愛マナの縄が食い込んでおり大変煽せん情じよう的である。

「『性せい十じゆう字じ架か』。敵の動きを愛マナで封ふうじる。これでアンタたちも邪魔できないよ？」

　優愛がニヤニヤしながら三人に向けて十字架のネックレスを揺ゆらす。

　その時、聖愛が優愛に接近。

「でも私には、どんな攻撃も効きません！」

　聖愛は性遺物を奪い、優愛を無力化するつもりだった。ネックレスへと手を伸のばし、術をキャンセルさせようとする。

　しかし、それが通用するほど優愛は甘い相手じゃない。

「『第十二章・愛の牢獄プリテイ・プリズン』」

　性書が光り、聖愛がいきなり出現した檻おりの中に閉じ込められる。

　檻の中は、紛まぎれもなくＲ18の空間だった。空間を占せん領りようするように大きなダブルベッドが鎮ちん座ざし、ベッドの上にはコン○ームや電マなど、エロ系グッズが置かれている。どう見ても小さなラブホである。

「キャアアアアッ!?」

　エログッズを見た恥はずかしさで、聖愛は顔を両手で隠かくした。

「どんな攻撃も効かないなら、動きを止めればいいだけじゃん？」

　聖愛自身、攻撃用の技わざは持っていない。これでもう術が解けるまでは檻の中から出られない。

　残るは遥真と姫奈だけだ。

「遥真！　離はなれて別方向から攻撃するわよ！　誘ゆう惑わくの術には注意して！」

「う、うん！」

　二人はまとめて狙ねらわれる前に、お互たがい別の方向に分かれる。遥真が優愛の右側に、姫奈が左側に移動する。

　そして両側から技を放った。

「リア充じゆう、死になさい！」

「爆ばく発はつしろ───────っ！」

　波は動どう弾だんと、激しい爆発。今まで何組ものリア充たちを破局させてきた憎にくしみの技。

　だが二人の独身術は、ピンクの結界に阻はばまれた。

「むだむだ～。愛ギスの盾はミサイル相手でも傷つかないよん☆」

「くっ！　だったら何度でも撃うつまでさ！」

　遥真は連続で爆発を起こし、結界の同じ部分を叩たたく。それでも優愛の言う通り、バリアには傷一つ入らない。

「さて、そろそろ終わりにしよっか？　『第五章・心の扉マインドゲート』

　性書により、異空間の扉を開く優愛。すると何もない虚こ空くうから、一ひと振ふりの剣けんが出現した。

「性遺物『性せい剣けんセクスカリバー』。これで終わりにしてあげる」

　結界を解き、優愛が姫奈に肉にく薄はくする。巨きよ大だいな剣を振ふりかぶりながら。

「き、立キちー入プりア禁ウ止ト！」

「あははっ！　ざんね～ん」

　優愛は姫奈のバリアごと彼女の足を切りつけた。

「あぐっ……！」

　痛みに喘あえいでへたり込む姫奈。

　即そく座ざに優愛は踵きびすを返し、遥真の目の前に飛び込んだ。

「!!」

　あまりの速度に反応できない。

「それじゃーいくよ？　覚かく悟ごしてね」

　呼吸するような暇ひまもなく、優愛が素す早ばやく遥真を切った。姫奈と同じく両足を傷つけ、彼が立てないようにする。

「うがあっ！」

「あはっ☆　全員チョロすぎぃ～」

　性遺物の強力な力によって、遥真たちはあっという間に床ゆかに頰ほおをつけることになった。

　さらに優愛は懐から一本の矢を取り出して、遥真の背中にブスリと突つき刺さす。

「ぐあっ!!」

「最後の性遺物『エロスの矢』だよぉ。独身術を封じてくれる力があるの。これでもう抵てい抗こうできないね～？」

　まさに悪あく魔まのように嗤わらう優愛。

「う、くうぅ……」

　もうすでに、遥真たちに手は残されていなかった。

　遥真も女子たちも、優愛が使う性遺物のせいで動くこともできなくなっている。逃げることすら不可能だ。これで優愛が愛気道を使えば、その時点で遥真は矯きよう正せい施し設せつ送りになる。

　それに、仮にこの場を脱だつしても、外にはまだ聡一もいる。二人を切り抜ぬけ、無事に脱だつ出しゆつするビジョンなど、遥真には思い描えがけなかった。

「遥真さま……。すみません。お姉ちゃんには、勝てませんでした……」

　檻の中から、悔くやしさの滲にじむ声で言う聖愛。

「私が、お守りするべきだったのに……。何の力にもなれませんでした……」

「い、いえ……。聖愛さんは悪くありません。僕が、僕が弱いから……」

「遥真さまは、お強いですよ。私はよく知っています」

　遥真に優やさしく微笑ほほえむ聖愛。

「私たち……。もう二度と会うことはないかもしれません。ですから、最後にこれだけ言わせてください」

　聖愛が一度目を閉じて、ゆっくりと深呼吸を始める。

　まるで祈いのりを捧ささげるように、真っ白な指を絡からませる聖愛。

　そして静かに目を開き、決意のこもった声で言う。




「私は、遥真さまのことを愛しています」




　はっきりとした告白の言葉が、遥真の耳に届けられた。

　そしてそれは、聖愛一人のものだけではない。

「遥真っ……アンズも遥真のこと、好きだよ……」

「いつか絶対、ダーリンに会いに行くんだかラ……！」

「遥真君……。離れてても、ずっと忘れないからね」

「歩夢はまた、遥真とゲームをしてみせる……！」

　他ほかの女子たちも遥真から少し離れたところで、彼に言葉をかけていた。

「みんな……！」

　杏たちの言葉に、遥真の中に余計大きな悔しさが生まれる。

　自分のことをこんなにも想おもってくれる女子たちがいるのに、自分はこれから優愛に誘惑されてしまう。望まない恋れん愛あい感情を彼女に植え付けられてしまう。

　もう聖愛たちの気持ちに応こたえることができなくなる。勝負に負けることよりも、十五地区を去ることよりも、それが何百倍も悔しかった。

　ふと、遥真は自分の前方で倒たおれる姫奈へと視線を投げた。

　ずっと一いつ緒しよに戦ってきた彼女が、今は何を思うのか。それが無む性しように気になったのだ。

「………………」

　何も言わず、こらえるような表情で地面に伏ふしたままの姫奈。

　彼女は未いまだに、遥真への気持ちを認められないままだった。聖愛たちの告白を聞いても、遥真に声をかけられない。告白どころか、彼をねぎらう言葉すらも。

　だが。

「…………遥真、お願い」

　彼女は、静かに呟つぶやいた。

「負けないで……！」

　姫奈はまだ勝負を諦あきらめてはいなかった。涙なみだを浮うかべて、強く拳こぶしを握にぎりしめる姫奈。

　遥真をとられることへの抵抗。優愛に対する強い敵意のこもった瞳ひとみ。

「姫奈……！」

　彼女の言葉と瞳の光に、ドクンと遥真の心臓が跳はねた。

　姫奈の期待と、聖愛たちの気持ち。

　自分に向けられた切実な思いに、遥真は応えたいと願う。

「はい、そろそろお別れの時間だよ～？」

　優愛が指先を遥真に向ける。そして残った片方の手で、彼の瞼まぶたを固定した。これでもう目は瞑つぶれなくなる。

「くっ……！」

　悔しさに、唇くちびるを強く嚙かむ遥真。血が垂れ、ライトグリーンの空間に落ちる。

　エロスの矢のせいで独身術は使えない。でも、このまま優愛に負けるのはごめんだ。

　遥真は望んだ。姫奈たちとの絆きずなを守りぬくことができる力を。

「じゃ遥真クン。私の言いなりになってもらうね☆」

　指先にピンクの光がともり、小さな球体の形になる。

　そして、優愛が術を放ち。

　部屋全体が輝かがやいた。

　カッ─────────────────────────────────!!

　それは、優愛による誘惑の光。

　遥真の気持ちが上書きされて、優愛の奴ど隷れいへと堕だ落らくする合図。

『小悪魔の微笑みサキユバスチヤーム』の完かん了りようを示す、遥真たちの最さい期ごを告げる光。




　では、なかった。




「なっ……なにこれ!?　なにこの光！」

　愛気道を撃つ直前に輝き始めた白い光に、優愛ですらも狼狽うろたえた。

　光は遥真たちを中心に、部屋中を温かい輝きで満たす。その力はどんどん増していき、全すべてを焦こがしそうなほどの強力な熱量を周囲に発する。

　ドン！

　光が大きな音と共に爆はぜ、あっという間に部屋が元の様子に戻もどる。

　光の後に残ったのは、部屋の中央に固まって立つ遥真たち。

　すでに雪たちを拘こう束そくしていた『性十字架』の力は消え、聖愛を閉じ込めていた牢ろう屋やも綺き麗れいさっぱりなくなっている。遥真に刺さったエロスの矢も、抜けて近くに転がっていた。

　さらに彼ら七人の体には、白いオーラが顕けん現げんしている。

「あ、あれ……？　切られたところが、痛くない……？」

「ってか、これ何……？　なんか、体すごく光っているけど」

「私、今までに感じたことのない力です……」

　非リアが使う独身術とも、リア充が使う愛気道とも異なる謎なぞの白い光。

「私、独身術とか使えなかったはずなんだけど……」

「歩夢も何にもしてないよ～？」

「でもアンズを縛ってた性遺物の力、これのおかげで消えたのかな？」

「九十九パーセントそれネ。他に理由もないでしょうシ」

　女子たちの言葉に、優愛はなぜか性遺物の力が打ち消されているということに気づいた。

　そして自分の愛気道が、なぜか失敗したことも。

「くっ……。こんなの、どうせ偶ぐう然ぜんでしょ！　今度こそ遥真を虜とりこにするし！　全力の『小悪魔の微笑みサキユバスチヤーム』を喰くらえーっ！」

　優愛が再び遥真に手を伸のばし、指先の愛を光らせる。

　ところが、何も起こらない。

「はぁ!?　噓うそ！　何ソレ！　アリエンティー！」

　信じられず、何度も遥真に愛気道を放つ優愛。しかし、結果は同じだった。白いオーラに術が阻はばまれているせいか、遥真が優愛に惚ほれることはない。

「このオーラ……。遥真や私たちを愛気道から守っているの……？」

「多分、愛気道だけじゃありません。独身術でも、性遺物でも、このオーラは破れないのでは……？」

　一体このオーラは何なのか。姫奈たちが自分の体に触ふれて、それを確かめようとする。

「この白いオーラ……きっと、僕らの絆の力だ……」

　すると、遥真が穏おだやかな声で告げた。

「僕たちの心の強い繫つながりが、この能力を生み出したんだ。愛気道でも独身術でもない力。愛を肯こう定ていし、偽にせ物ものの愛を否定した僕たちの生んだ特とく殊しゆな力。真に強い、絆の力だ」

　本当に強く結ばれた絆は、独身術では破は壊かいできない。そして、他人の愛気道でも揺ゆるがすことは決してできない。

　いくら優愛が『小悪魔の微笑みサキユバスチヤーム』で遥真たちを犯おかそうとしても、彼らの絆が本物な限り、それを邪じや魔ますることはできない。

「優愛さん。あなたの愛気道がいくら強くても、僕にはもう通用しません」

「は、はぁ……!?」

「僕が好きなのはあなたじゃない。姫奈や聖愛さん、杏ちゃんにエリスさん、そして雪ちゃんと歩夢ちゃんだ。この愛情は、絶対に覆くつがえさせたりしない」

　遥真が優愛に右手を伸ばす。そして親指と中指を合わせて、攻こう撃げきを放つ姿勢になる。

「だ、誰だれか助けて──！　独身術で殺される───！」

「いいえ、優愛さん。独身術なんて使いませんよ」

　今、遥真の心の中は、姫奈たちへの愛に包まれている。この状態では、憎悪ヘイトを原動力にする独身術は使えない。

「その代わり……。独身術よりもっと強力な、大爆ばく発はつをプレゼントします！」

「や、止やめてええええ！　助けてぇええええ！」

　自分がピンチになった途と端たん、金切り声で叫さけぶ優愛。

「何事ですか、優愛さん！」

　中の異変に気づいたのか、焦あせった聡一が侵しん入にゆうしてきた。

　しかし、今いま更さらもう遅おそい。

「聡一さん、あなたも反省してください！」

　遥真が指を大きく鳴らし、二人に向けて術を放つ。

「人の恋こい路じを邪魔する奴やつらは、二人まとめて爆発しろ───────────────！」

『ギャアアアアアアアアアア─────────────────────────！』

　これまで見たことがないほどの、超ちよう特大の爆発が襲おそう。しかし、それは今までのような武骨な爆発とは違ちがう。鮮あざやかな白い閃せん光こうが、優愛と聡一を綺麗に包む。

「や、ヤバみ！　これは愛気道!?　いや、それよりもっと強力な力……！」

　真に心を通じ合わせた者たちが使う、最強の力。

「心じん、通つう、力りき………………────────────」

　優愛の言葉は、爆発の中へ消えていった。




　　　　※




「やっと……終わった…………」

　優愛を爆発させた後、遥真たちは疲ひ労ろうのあまりその場に座り込んでいた。

　優愛と聡一は戦せん闘とう不能になった後、性十字架の力によって愛マナの縄なわで縛しばられている。優愛から性遺物を没ぼつ収しゆうし、聖愛が十じゆう字じ架かを使っているのだ。

　ちなみに他の性遺物も、優愛の隣となりに集められている。

「ねぇ……。一つ聞かせてもらってもいい？」

　優愛が静かに口を開く。その口調は先ほどまでの人を小バカにしたものではなく、真しん剣けんな様子に変わっていた。

「遥真クンはさ。どうして恋愛適性が低いのに、強い絆を結べるの？」

　恋愛適性の低い者は、それだけ恋愛に向いていないということだ。特に遥真は前代未み聞もんの恋愛適性０点男。そんな彼が自分の愛気道を破るほど強力な絆を女子たちと結んだ。

　そんなこと、あってはならないと優愛は思う。

「……確かに、僕は恋愛適性０点です。でも、適性が皆かい無むだからと言って、恋ができないわけじゃありません」

「え……？」

「僕は適性が低い分、リア充じゆうみたいにナンパをしたり、どんな女子とでも付き合えたりするチャラさは全くもっていません。でもその分、一度女子と結んだ絆は命よりも大切にします。恋愛適性が低いからこそ、絆を結ぶ大変さやその尊さを知っているんです」

　非リアはリア充たちよりも、人の痛みに敏びん感かんだ。モテず、虐しいたげられてきた分、リア充たちなんかよりもよっぽど、心に傷を負っている。

　その分だけ、人に優やさしくできるのだ。強い絆を結べるのだ。その自信が遥真にはある。

「だから自然と僕の絆は、強くなるんだと思います」

「そう……。なんとなく分かったよ。アタシがあんたに負けた理由が」

　優愛が脱だつ力りよくし、穏やかな顔を遥真に向ける。

「じゃあさ、遥真クン……。アタシとも、強い絆を結んでくれる？」

「えっ……？」

　縛られながらも遥真のもとにすり寄る優愛。彼女は遥真の肩かたにもたれて、蠱こ惑わく的な笑えみを浮かべて言う。

「アタシ、遥真クンのこと……本気で好きになっちゃったな☆」

「お、お姉ちゃん！　今更何を言ってるんですか!?」

　聖愛が二人の間に入り、姉の誘ゆう惑わくを止めようとする。

「これ以上遥真さまをからかわないでもらえますか!?　人の気持ちも考えてください！」

「からかってないし～。本気だし～。アタシより強い男の子なんて、生まれて初めて会ったんだもん。それに、自分の理想の世界に向かってまっすぐ突つき進む男の子って、感じちゃうほどカッコイイでしょ？　だから、恋こい人びとにしたいな～」

　遥真はまさしく、自由に恋ができる世界のためにリア充たちと戦ってきた。優愛は遥真の心通力を受けたことでその想おもいの強さを感じとり、心を動かされてしまっていた。

　心通力とは、心と心を繫ぐ力。仲間同士の真の絆がその力を覚かく醒せいさせて、さらに敵との間にも強い絆を築いてくれる。優愛の心も、心通力で変わったのだ。

「あと遥真クン、どうせこの中の誰とも付き合ってないんでしょ～？　優ゆう柔じゆう不ふ断だんそうな顔してるし～。みんながグズグズしてる間に、アタシが遥真クン奪うばっちゃおっかな☆」

「そ、そんな……ッ！」

　今まで何人もの男たちを誘惑してきた優愛が見せる、獲え物ものを本気で狙ねらう時の目。聖愛はそれを見て、わなわなと震ふるえる。

　そんな時、もう一つ別の声が上がった。

「それなら、僕も立候補しよう。遥真君の恋人候補にね」

　優愛と一いつ緒しよに心通力を受けた聡一も、遥真の近くにすり寄ってきた。

「そ、聡一さん!?　なに言ってんですか!?」

「いや。私も君の偉い業ぎようには心を動かされてしまってね。三次元での絆きずなの強さ、君に教えてもらったよ。だから今度は、私も君と強い絆を結びたい。そして実感したいんだ。三次元も捨てたものではないと」

　聡一が体を縛られたまま、遥真の足にもたれかかる。

「ちょ、やめ……！　勘かん弁べんしてください！　僕はその、女の子しか好きじゃないので！」

「問題ない。君が作りたかった世界は、誰もが自由に恋れん愛あいできる世界のはずだ。男同士の愛の形も、認められるべきだろう？」

「それはそうですが、個人の好みもありますから！　僕は女子が好きなんですよ！」

「そうか、残念だ。ならば私が女子の格好をしようじゃないか。それなら問題ないだろう？」

「問題しかない！　ダメですよ！　こんな肩かた幅はばの広い女子はいません！」

「遥真君……。私、遥真君が好きなのぉ（裏声）」

「ちょっと声変えてもダメですから！　あーもう！　誰か何とかしてー！」

「待つんだ遥真君！　逃にげるんじゃない！」

　立ち上がって逃げていく遥真と、強ごう引いんに迫せまろうとする聡一。その中に姫奈が飛び込んでくる。

「いい加減にしなさい、このバカオタク！」

　聡一の頭に拳げん骨こつを浴びせ、彼の動きを停止させた。

「ひ、姫奈君……。相変わらず容よう赦しやがないね……」

「アンタが遥真を襲うからでしょーが！　ちょっとは大人しくしてなさいよ。今から大事な儀ぎ式しきなんだから」

「え？　姫奈、儀式って何のこと？」

　聡一の魔まの手から逃のがれた遥真が、姫奈の側そばに近づいて聞く。

「決まってるでしょ。性遺物の力を使って、この世界を変えるのよ」

　優愛の隣に集められた性遺物を見て姫奈が言った。

　性遺物は、全すべて集めればこの世の恋愛を支配できる。十五地区に蔓延はびこる偽物の愛を全て破壊し、恋愛適性制度も壊こわせる。姫奈はそれをやるつもりなのだ。

「多分だけど、この性壇に全ての性遺物をセットすれば力が発動するはずよ。アンタたちも、文句ないでしょう？」

　姫奈が現リア充である聖愛とエリス、元リア充の杏を見る。

「はい。今の世の中は、間違っていると思いますから」

「うん！　アンズは遥真と付き合えるなら、どんな世界になってもいいよ！」

「私モ。ダーリンといられる世界がいいワ」

　三人とも遥真を好きになったことで、この世界への不満を抱いだいていたようだ。

　肯定を受け、優愛に顔を向ける姫奈。

「アンタは、何か言うことある？　最後に聞いてあげるけど」

　優愛は首を横に振ふる。

「アタシからはもう何もないよ。恋愛適性の低い子たちに、こうして負かされちゃうんだもん。さすがにアタシも制度の間違いを認めざるを得ない」

　優愛の愛気道では、遥真を倒たおせはしなかった。押し付けられた恋こい心ごころでは、遥真を落とせはしなかった。

　それはつまり、優愛たちの押す教育が間違っているということを意味した。リア充たちに偏かたよった恋愛観を押し付けて、非リアからは恋を取り上げる。そんな今の教育が。

「フフ……。私も文句はないよ。遥真君と僕の愛情も、世間に認めてもらいたいからね」

「いや、遥真はアンタを好きじゃないから」

「指輪と性杯は僕のポケットに入っている。遥真君と僕の愛のために、この世界を変えてもらおうか」

「言われなくてもそうするけど、遥真はアンタを好きじゃないわよ」

　聡一からフェロモンの指輪と性杯を受け取る。これで性遺物は全て揃そろった。

「よし……。それじゃあ遥真、手伝って！」

「う、うん！」

　遥真と姫奈が性遺物を運び、性壇のくぼみへセットしていく。『性杯』『性書』『性骸布』『性十字架』『エロスの矢』『愛ギスの盾たて』『フェロモンの指輪』『リア銃』。

「遥真、覚かく悟ごはできてるわね？」

「もちろん！　一緒にこの世界を変えよう！」

　そして最後に『性剣セクスカリバー』を、二人で一緒にセットした。




　キュイイイイイイイイイイイイイン




　性壇が金色に輝かがやいて、身み震ぶるいするほど強力な愛マナが溢あふれ出す。ライトグリーンだった空間はピンク色へと変色し、愛気道の発動を示した。

「今だね。性遺物を入れた二人で同時に、リア充を倒すイメージをして。偽にせ物ものの愛を破は壊かいするイメージ。それで世界は変わるはず」

　優愛のアドバイスに従い、遥真と姫奈がイメージする。偽物の愛の消しよう滅めつを。多くのリア充が振りかざしてきた形だけの愛の消滅を。

　性壇の輝きが少しずつ大きくなっていき、世界の改革が近いことを告げる。

「これで、会場の戦いも終わるかな？」

「ええ。敵が愛気道を使わなくなれば、オタクどもも攻こう撃げきを止やめるでしょ」

　今いま頃ごろパーティー会場のみんなも、世界の変化をその身で感じているはずだ。

「…………姫奈、ありがとう」

　突とつ然ぜん、遥真がお礼を言った。

「え……？」

「あの時、僕を信じてくれて」

　遥真が優愛の愛気道で倒されそうになっていたとき。他ほかのみんなが負けを確信していた中で、姫奈だけは諦あきらめていなかった。「負けないで」と言ってくれた。

「こうして世界を変えられるのも、姫奈が信じてくれたからだよ。だから、本当にありがとう」
















「…………っ」

　無む垢くな笑顔を向ける遥真。

　それを見て、姫奈は何も言えずに固まった。

　自分にだけ向けられた笑顔。遥真の好意をまっすぐ受け止め、彼女の体が熱くなる。

　性壇の輝きがさらに増し、目を刺さすほどの光を放った。

「姫奈、いよいよ僕たちの望んだ世界に──」

　遥真の頰ほおに、何かが触ふれた。

　みずみずしくて、心ここ地ちよい弾だん力りよくのある何か。

　柔やわらかく、甘く、美しい感かん触しよく。嬉うれしさと、そして恥はずかしさが遥真の心を刺し激げきする。

　遥真はすぐ、姫奈を振り向いた。

「私こそ……ありがとう」

　この世の幸せを全部まとめて嚙かみしめたように笑う姫奈。




　そして、世界は変えられた。








エピローグ









　クリスマスの後、社会は大きな変革を迎むかえた。

　遥はる真またちが使った性せい遺い物ぶつの力によって、リア充じゆうの多くは破局した。それにより、カップルたちのためにある告こく立りつ校こうの存在意義が大きく揺ゆらぐことになる。遥真たちの狙い通り、それが変革のきっかけとなった。

　考え方を改めた優ゆう愛あたちの手によって恋愛適性制度は解体。点数によってリア充と非リアが分けられる社会を、その根本から廃はい止しした。

　学園都市十五地区にある告立校と独どく立りつ校こうも、その教育内容を大きく変へん更こう。愛の形や愛に関する様々な価値観を学ぶことで、真の絆を結ぶために必要なことを探し求める教育に。また、これまでの立場は関係なく生徒の編成も行われた。遥真がずっと追い求めていた、自由な恋愛が認められた理想の世界ができたのだ。

　そして、四月。新年度。

　再編成された学校の教室。遥真はその中で、女子たち数人に囲まれていた。

「それで？　遥真は結局、誰だれのことが一番好きなの？」

「ひ、姫ひ奈な……？　新学期早々、一体なんのお話を……？」

「だって結局うやむやになったままじゃない。私たちの誰を選ぶのか」

　姫奈の言葉に他の女子──聖せい愛ら、杏あんず、エリス、雪ゆき、そして歩あゆ夢むの五人が頷うなずく。

　遥真は未いまだに、優愛戦で浮ふ上じようしたこの問題に答えを出せていなかった。

「誰か一人しか本気で愛せはしないんでしょう？　だったらちゃんと決めてもらえる？　私たちの中の誰を選ぶか」

「そ、それは……えっーと……」

　自由恋愛が可能になって、やっと与あたえられた選せん択たく肢し。これぞ遥真の望んだ世界のはずである。今なら誰と付き合っても、文句を言われることはない。

　しかし、遥真はこの世界でも大おおいに頭を悩なやませていた。

（どうしようコレ！　僕はなんて答えればいいの!?）

　誰かに助け船を求めて、他の女子たちの方を見る。

「遥真さま。ここは男らしく決めてください」

「アンズは遥真を信じてるからね」

「ダーリンが私を選ぶ確率……。およそ一万パーセント」

「遥真君は昔から、私と仲がよかったよね？」

「歩夢を選べば、毎日おっぱい揉もませてあげるよ～」

　味方は誰もいなかった。

「う、ぐぅ……」

　とはいえ遥真も、ここで逃にげるべきではないと思った。

　姫奈たちはみんな自分の気持ちを遥真に告げてくれたのだ。その想おもいには真しん摯しに向き合わなければいけない。それが好意を向けられた者の、最低限の義務だろう。

　遥真は答えを出すために、もう一度全員の顔を見る。自分のことをじっと見つめる、最高に可愛かわいい女の子たち。

　遥真は少し考えた後、六人にキッパリこう告げた。

「ダメだ。僕には選べないよ。この中の誰か一人なんて」

　遥真が好きなのは、彼女たちの笑え顔がおだ。一人を選べば、他の大好きな五人の女子が悲しい顔をすることになる。そんなこと、遥真には耐たえられない。

　遥真はいたって真しん剣けんに、彼女たちと向き合って答える。

「僕はやっぱり、皆みんなのことが大好きなんだ！　誰かを切り捨てるなんてできない！　だから、今までと同じように、みんなと仲良くしていきた──」

「いや、そんなんじゃ納なつ得とくできないよ～？」

「そうそう！　歩夢を選んでくれなきゃ、絶対許してあげないからね！」

「えっ？」

「私も百パー同意見」

「アンズも嫌いやだよ！　ちゃんとアンズだけを選んでよ！」

「え、え？」

「遥真さま、もう一度だけ聞いてあげます。この中の誰を選ぶのですか？」

「次はないと思いなさい。誤ご魔ま化かしたら、グーで殴なぐるわよ」

「うそ!?　今いいこと言ったのに!?」

　自分で出した最良の答えが誰の心にも届かずに、遥真が軽く涙なみだ目めになる。

「いいこと言うだけで丸く済むと思うな！　さあ、ちゃっちゃと選びなさい！」

「そ、そんなこと言われても～！」

　追い詰つめられ、遥真が号ごう泣きゆう寸前になる。

　そんな風に騒さわぐ彼らの様子を、クラスメイトたちが眺ながめていた。

「おい、アイツら……。新学期もまだやってるぜ……」

「ほんと、クソウザいんですけど～」

　こう話すのは、今まで非リアをバカにしてきた元リア充だ。遥真に爆ばく発はつさせられて、電撃破局ハートブレイクを起こしてしまった者もいる。

　さらに、また別の所では……。

「結局、アイツだけモテモテかよ……。同じ非リアのクセに、許せねぇ……！」

「いずれアイツは処しよ刑けいするでござる！　我々の最後の使命でござる！」

　元喪も中ちゆうの獅し子しの面々も、遥真を目の敵かたきにしていた。

　その上、追い打ちをかけるように──

「やっほー、遥真クン！　遊びに来たよ～☆」

「遥真君。今日の放課後、僕とデートをしないかい？」

　優愛と聡そう一いちが教室に出現。二人も遥真を狙ねらっていた。

「ええええ、何で!?　特に優愛さん、どうして成人してるのに学コ校コへ!?」

「愛の前にそんなこと関係ないし～。ほら、年の差婚こんとか萌もえるじゃん？」

「愛の前に性別も関係ないさ！　同性婚だって今はある！」

　同じようなことを言いながら遥真の前に迫せまる二人。

　さらに姫奈たち六人の女子も、遥真ににじり寄っていく。

「さあ遥真！　いい加減に選びなさい！」

『私たちの誰を選ぶのか！』

　女子一同が厳しく責めたて、遥真に大きなプレッシャーをかけた。

「う、うわあああああああああん！　誰か助けてええええええ！」

　たまらず、様子を見ていたクラスメイトたちにヘルプを求めようとする遥真。

　彼らは憎にくしみのこもった瞳ひとみで遥真のことを睨にらみつける。

　そして、声を揃そろえてこう言った。

『うるさい！　リア充爆発しろっっっ!!』










　　　あとがき




　皆みな様さまこんにちは。浅あさ岡おか旭あきらです。

　この度たびは『リア充じゆう絶対爆ばく発はつさせるマン』三巻をお手に取っていただき、誠まことにありがとうございます！




　今回はクリスマスのお話です。はい、季節が見事に真逆ですね。おそらくこの本が出版されるのは七月なので、綺き麗れいに逆転しております。

　夏に冬の作品を読む……。真夏にお鍋なべを食べるような、真冬にかき氷を食べるようなズレた感じも致いたしますが、リア充は季節関係なしに爆発すればいいと思います！

　さて、そんなリア充爆発ラブコメですが、今回をもちまして一区切りとなりました。皆様のおかげでこうして三巻まで出すことができ、大変嬉うれしく思っております。もとは自分の妄もう想そう（願望？）から始まったこの作品ですが、多くの方々に楽しんでいただき、感無量でございます。作家になることの喜びを嚙かみしめさせていただきました。




　以下、謝辞に移らせていただきます。

　担当のＳ様。鋭するどいご指し摘てき、いつもありがとうございます。打ち合わせで教えて頂いたことを生かせるよう、これからも精しよう進じんさせていただきます。

　イラストのアマガイタロー様。妄想が捗はかどるイラストの数々、恐きよう悦えつ至し極ごくに存じます。姫ひ奈なたちが画面から出てくる日を今か今かと待ちわびております。

　そして、応おう援えんいただいた読者の皆様。本当にありがとうざございます。ツイッターでの応援のお言葉、とても励はげみになっております。

　また、頂いたファンレターも大切に読ませていただいております。大げさでなく、天に昇のぼるほど嬉しかったです。この作品を好きになっていただき、感謝感激でございます。




　最後になりますが、拙せつ作さくにここまでお付き合い頂き、本当に、本当にありがとうございました。また次作で皆様にお会いできることを、心の底から願っております。




　それでは、皆様のリアルが様々な面で充じゆう実じつすることをお祈いのりして。





二〇一八年五月某ぼう日じつ　浅岡旭　










浅岡旭

●あさおかあきら



こんにちは。浅岡旭です。

今回はクリスマスのお話しなので、僕自身のクリスマスエピソードを思い出そうとしたのですが……。アレ？　おかしいな。何もないぞ？　クリスマスとか、僕にとってただの平日じゃね？　みんなクリパとかしてたけど、一回も呼ばれたことなくね？

…………いつか可愛いミニスカサンタが空から降ってきますように。


















カバー・口絵・本文イラスト／アマガイタロー

カバーデザイン／伸童舎










僕ぼくはリア充じゆう絶ぜつ対たい爆ばく発はつさせるマン３








浅あさ岡おか 旭あきら
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